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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

花巻市教育委員会が来年度に教育行政の推進を図るために策定する「第４次花巻市教育振興基本計

画」の参考資料とさせていただくために実施しました。 

 

２ 調査対象 

①小学生：市内小学校に通学する児童（小学校５～６年生） 

②中学生：市内中学校に通学する生徒（中学校１～３年生） 

③小・中学生保護者：市内小中学校に通学する児童生徒の保護者 

④幼稚園・保育園・認定こども園児保護者：市内幼稚園・保育園・こども園の児童の保護者 

⑤小・中学校教職員：市内小中学校に勤務する教職員 

⑥幼稚園・保育園・認定こども園教職員保育士：市内幼稚園・保育園・こども園の教職員 

⑦教育振興運動推進協議会 ：各地区の教育振興運動推進協議会委員 

学校運営協議  ：各地区の学校運営協議会委員、 

コミュニティ会議  ：各地区のコミュニティ会議の生涯学習・社会教育担当 

⑧スポーツ（体育）協会：市内のスポーツ（体育）協会関係者 

⑨芸術協会：市内芸術協会関係者 

⑩指定文化財：指定文化財保有者（団体） 

 

３ 調査期間 

令和７年２月 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収及び WEBによる回答 

 

  



 2 

５ 回収状況 

 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

① 小学生 1,349通 1,233通 91.4％ 

② 中学生 2,140通 1,625通 75.9％ 

③ 小・中学生保護者 6,252通 1,717通 27.5％ 

④ 幼稚園・保育園・認定こども園児保護者 529通 217通 41.0％ 

⑤ 小・中学校教職員 531通 352通 66.3％ 

⑥幼稚園・保育園・認定こども園教職員保育士 584通 262通 44.9％ 

⑦教育振興運動推進協議会・学校運営協議会・

コミュニティ会議 
543通 315通 58.0％ 

⑧スポーツ（体育）協会 132通 79通 59.8％ 

⑨芸術協会 102通 75通 73.5％ 

⑩指定文化財 164通 94通 57.3％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点以下第

２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方になる

ため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計（全体）

の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組み合わせで分類

した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成することにより、その相互

の関係を明らかにするための集計方法です。 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。また、クロス集計において回答者数が

１桁の場合は、コメントを差し控えています。 
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Ⅱ 調査結果 

①小学生 

問１ あなたの住んでいる地域の大人に望むことは何ですか。（○は１つだけ） 

「特に望むことはない」の割合が 37.1％と最も高く、次いで「自分たちの安全を見守ってほしい」

の割合が 31.3％、「参加できる行事を増やしてほしい」の割合が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは、大人になった時に必要になる力は何だと思いますか。（○は３つまで） 

「誰かのために役に立つことができる力」の割合が 53.7％と最も高く、次いで「難しいことでもあ

きらめず、挑戦できる力」の割合が 41.4％、「自分で思っていることや感じていることを伝えることが

できる力」の割合が 38.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,233 ％

誰かのために役に立つことができる力

難しいことでもあきらめず、挑戦できる力

自分で思っていることや感じていることを伝え
ることができる力

他人の立場を考えられる力

物事の良い・悪いを考えることができる力

他人に頼らず、仕事をして得たお金で生活する
ことができる力
自分の体調をくずさずに生活することができる
力

世界で活躍できる言葉や考え方をもつ力

その他

無回答

53.7

41.4

38.8

37.4

33.8

28.9

17.3

12.1

1.1

0.1

0 20 40 60 80 100

自分たちの安全を見守ってほしい

あいさつをしてほしい

参加できる行事を増やしてほしい

地域のことや社会のいろいろなことについて教えてほしい

困ったときに相談にのってほしい

特に望むことはない

その他

無回答

回答者数 =

　 1,233 31.3 5.7 14.4

3.7

5.8 37.1 1.9 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問３ あなたは、家族に学校であったできごとを話しますか。（○は１つだけ） 

「毎日話す」「毎日でないが、よく話す」を合わせた"話す"の割合が 71.7％、「あまり話さない（た

まに話す）」「全く話さない」を合わせた"話さない"の割合が 27.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４－１ あなたは、どのような方法で通学していますか。（おもな通学方法を１つだけ○） 

「歩き」の割合が 55.2％と最も高く、次いで「自動車」の割合が 27.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問４－２ あなたは、家から学校までどのくらいの時間がかかりますか。（○は１つだけ） 

「15分以内」の割合が 56.1％と最も高く、次いで「30分以内」の割合が 29.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎日話す 毎日でないが、よく話す

あまり話さない（たまに話す） 全く話さない

無回答

回答者数 =

　 1,233 27.7 44.0 24.3 3.0 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩き 自転車 自動車 スク－ルバス 路線バス その他 無回答

回答者数 =

　 1,233 55.2 4.8 27.0

9.0

0.6

3.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15分以内 30分以内 45分以内 45分を超える 無回答

回答者数 =

　 1,233 56.1 29.4 9.5 4.8 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問５ 学校に通うのが楽しいと思うのはどんな時ですか。（○はいくつでも） 

「友達と話をしたり遊んだ時」の割合が 91.9％と最も高く、次いで「部活動・クラブ活動をしてい

る時」の割合が 47.0％、「授業がおもしろいと感じた時」の割合が 42.1％となっています。また、「楽

しいと思うことはない」の割合が 1.2％なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたは、学校生活に関する次のことを、どれくらい満足していますか。 

（あてはまるものに〇） 

『①友達との関係』『④学校の行事（遠足や運動会など）』で「とても満足している」と「やや満足し

ている」をあわせた“満足している”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,233 ％

友達と話をしたり遊んだ時

部活動・クラブ活動をしている時

授業がおもしろいと感じた時

給食（弁当）の時間

先生と話をしたり遊んだ時

読書をしている時

その他

楽しいと思うことはない

無回答

91.9

47.0

42.1

41.6

25.4

21.2

4.1

1.2

0.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,233

①友達との関係

②先生との関係

③授業

④学校の行事
　（遠足や運動会など）

⑤学校のきまりやル－ル

⑥校舎や教室のきれいさ

⑦校舎や教室の広さ

⑧学校生活全般について

59.8

51.3

37.5

59.2

39.3

34.7

57.9

43.7

32.9

38.4

48.3

33.7

47.1

48.3

32.2

45.6

5.4

7.1

11.0

5.6

10.6

13.8

7.1

8.2

1.6

3.0

3.0

1.5

2.8

3.1

2.5

2.2

0.2

0.2

0.2

0.1

0.1

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても満足している やや満足している

あまり満足していない まったく満足していない



 6 

問７ あなたは、学校や先生にもっとどのようなことをしてほしいと思いますか。 

（○は３つまで） 

「授業をもっと楽しくしてほしい」の割合が 53.3％と最も高く、次いで「宿題をもっと少なくして

ほしい」の割合が 51.1％、「パソコンや学習用タブレットをもっと使ってほしい」の割合が 40.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,233 ％

授業をもっと楽しくしてほしい

宿題をもっと少なくしてほしい

パソコンや学習用タブレットをもっと使ってほ
しい
花巻市の歴史や文化のことをもっと教えてほし
い

人とのつきあい方を教えてほしい

授業にもっといろいろな資料を使ってほしい

学校の先生以外の人を授業によんでほしい

いろいろな本を読んできかせたり、しょうかい
したりしてほしい

先生にときどき自分の話を聞いてほしい

ときどき親と会って話をしてほしい

宿題をもっと多くしてほしい

その他

無回答

53.3

51.1

40.6

17.6

15.8

12.8

10.8

9.8

8.3

2.9

2.6

7.1

1.9

0 20 40 60 80 100
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【先生との関係の満足度別】 

 

問７の「あなたは、学校や先生にもっとどのようなことをしてほしいと思いますか」の結果を、問６

「あなたは、学校生活に関する次のことを、どれくらい満足していますか」の「先生との関係」の満足

度別にみると、下記の表のとおりとなり、特徴として以下のようなことがあげられます。 

・先生との関係に「とても満足している」児童（51.3％）は、学校や先生に望むこととして「授業に

もっといろいろな資料を使ってほしい」、「花巻市の歴史や文化のことをもっと教えてほしい」、「人との

付き合い方を教えてほしい」が多く、「授業をもっと楽しくしてほしい」は少ない。 

・先生との関係に「あまり満足していない」と答えた児童（7.1％）は、学校や先生に望むこととし

て「授業をもっと楽しくしてほしい」が多い。 

・先生との関係に「あまり満足していない」「まったく満足していない」と答えた児童（10.1％）は

学校や先生に望むこととして「宿題をもっと少なくしてほしい」が多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

授
業
を
も
っ
と
楽
し
く
し
て
ほ
し
い 

授
業
に
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を

使
っ
て
ほ
し
い 

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
き
か
せ
た

り
、
し
ょ
う
か
い
し
た
り
し
て
ほ
し
い 

宿
題
を
も
っ
と
多
く
し
て
ほ
し
い 

宿
題
を
も
っ
と
少
な
く
し
て
ほ
し
い 

学
校
の
先
生
以
外
の
人
を
授
業
に
よ

ん
で
ほ
し
い 

先
生
に
と
き
ど
き
自
分
の
話
を
聞
い

て
ほ
し
い 

と
き
ど
き
親
と
会
っ
て
話
を
し
て
ほ

し
い 

花
巻
市
の
歴
史
や
文
化
の
こ
と
を
も

っ
と
教
え
て
ほ
し
い 

人
と
の
つ
き
あ
い
方
を
教
え
て
ほ
し

い パ
ソ
コ
ン
や
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

も
っ
と
使
っ
て
ほ
し
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,233 53.3 12.8 9.8 2.6 51.1 10.8 8.3 2.9 17.6 15.8 40.6 7.1 1.9 

とても満足し

ている 
632 46.5 14.2 10.8 2.8 41.3 10.6 8.9 3.3 23.3 18.0 39.4 7.4 1.4 

やや満足して

いる 
474 59.7 12.2 9.5 2.3 58.2 10.8 8.6 2.1 13.1 15.4 41.8 4.2 2.3 

あまり満足し

ていない 
88 64.8 8.0 5.7 3.4 71.6 13.6 5.7 5.7 5.7 5.7 42.0 15.9 1.1 

まったく満足

していない 
37 59.5 8.1 8.1 － 75.7 8.1 － － 8.1 8.1 40.5 16.2 5.4 
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【学校生活全般の満足度別】 

問７の「あなたは、学校や先生にもっとどのようなことをしてほしいと思いますか」の結果を、問６

「あなたは、学校生活に関する次のことを、どれくらい満足していますか」の「学校生活全般」の満足

度別にみると、下記の表のとおりとなり、特徴として以下のようなことがあげられます。 

・学校生活全般に「とても満足している」児童（43.7％）は、学校や先生に望むこととして、「授業

にもっといろいろな資料を使ってほしい」「花巻市の歴史や文化のことをもっと教えてほしい」が多い。 

・学校生活全般に「あまり満足していない」「まったく満足していない」と答えた児童（10.4％）は、

学校や先生に望むこととして、「宿題をもっと少なくしてほしい」「人とのつき合い方を教えてほしい」

が多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

授
業
を
も
っ
と
楽
し
く
し
て
ほ
し
い 

授
業
に
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を

使
っ
て
ほ
し
い 

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
き
か
せ
た

り
、
し
ょ
う
か
い
し
た
り
し
て
ほ
し
い 

宿
題
を
も
っ
と
多
く
し
て
ほ
し
い 

宿
題
を
も
っ
と
少
な
く
し
て
ほ
し
い 

学
校
の
先
生
以
外
の
人
を
授
業
に
よ

ん
で
ほ
し
い 

先
生
に
と
き
ど
き
自
分
の
話
を
聞
い

て
ほ
し
い 

と
き
ど
き
親
と
会
っ
て
話
を
し
て
ほ

し
い 

花
巻
市
の
歴
史
や
文
化
の
こ
と
を
も

っ
と
教
え
て
ほ
し
い 

人
と
の
つ
き
あ
い
方
を
教
え
て
ほ
し

い パ
ソ
コ
ン
や
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

も
っ
と
使
っ
て
ほ
し
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,233 53.3 12.8 9.8 2.6 51.1 10.8 8.3 2.9 17.6 15.8 40.6 7.1 1.9 

とても満足し

ている 
539 50.1 14.5 10.4 2.6 46.2 10.8 7.4 2.4 24.7 13.5 42.5 5.0 1.1 

やや満足して

いる 
562 56.0 12.3 10.5 2.8 52.7 10.1 9.3 3.9 12.5 16.7 40.0 7.1 2.1 

あまり満足し

ていない 
101 60.4 7.9 5.0 2.0 67.3 16.8 7.9 1.0 11.9 20.8 34.7 9.9 3.0 

まったく満足

していない 
27 37.0 3.7 3.7 － 59.3 3.7 7.4 － 3.7 25.9 40.7 33.3 7.4 
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問８ どんな学び方だと、より勉強が理解できると思いますか。（○は３つまで） 

「実験や観察、校外学習など、実際に見たり、聞いたり、触ったりして体験する授業」の割合が 58.4％

と最も高く、次いで「グル－プで話し合ったり、グル－プで作品をつくったりする学習」の割合が 55.3％、

「タブレットやパソコンなどを自分で考え使える学習」の割合が 41.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ あなたはどういう学校が良い学校だと感じますか。（○は３つまで） 

「わかりやすい授業や楽しい授業を受けることができる学校」の割合が 54.9％と最も高く、次いで

「いじめや差別のない学校」の割合が 53.0％、「友達や仲間と何でも分かり合える関係がつくれる学校」

の割合が 48.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,233 ％

わかりやすい授業や楽しい授業を受けることが
できる学校

いじめや差別のない学校

友達や仲間と何でも分かり合える関係がつくれ
る学校

一人一人が活躍できる場が多くある学校

クラブ活動の種類が多く、やってみたいクラブ
活動ができる学校

運動会や音楽会などの学校行事が活発な学校

給食がおいしい学校

英語やプログラミングなどが行われる学校

いろいろな先生に、相談することができる学校

通学時間が短い学校

保護者やまわりの大人が自分を見守ってくれて
いる学校
学校の校舎や教室、学習で使う道具が整ってい
る学校

その他

無回答

54.9

53.0

48.6

22.2

20.0

19.2

15.2

13.0

9.7

8.2

7.1

6.1

1.9

0.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,233 ％

実験や観察、校外学習など、実際に見たり、聞
いたり、触ったりして体験する授業
グル－プで話し合ったり、グル－プで作品をつ
くったりする学習
タブレットやパソコンなどを自分で考え使える
学習
自分で学習の計画を立て、自分で決めた方法で
調べたり、考えたりする学習
漢字や計算、英単語などのドリルに取り組む学
習
専門家や地域の人たち、外国の人などが学校に
来て、授業をしてくれる学習
自分の考えを人に伝えたり、文章でまとめたり
する学習

無回答

58.4

55.3

41.0

34.9

28.7

20.8

14.8

0.7

0 20 40 60 80 100
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【学校生活全般の満足度別】 

問９「あなたはどういう学校が良い学校だと感じますか」の結果を、問６「あなたは、学校生活に関

する次のことを、どれくらい満足していますか」の「学校生活全般」の満足度別にみると、下記の表の

とおりとなり、その特徴として以下のようなことがあげられます。 

・学校生活全般に「とても満足している」児童（43.7％）は、良い学校として「友達や仲間となんで

も分かり合える関係が作れる学校」との回答が多い。 

・学校生活全般に「あまり満足していない」児童（8.2％）は、良い学校として「給食がおいしい学

校」「保護者やまわりの大人が自分を見守ってくれている学校」との回答が多い。 

・学校生活全般に「まったく満足していない」児童（2.2％）は、良い学校として「いじめや差別の

ない学校」「通学時間が短い学校」との回答が多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

わ
か
り
や
す
い
授
業
や
楽
し
い
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
学
校 

英
語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
が
行

わ
れ
る
学
校 

友
達
や
仲
間
と
何
で
も
分
か
り
合
え

る
関
係
が
つ
く
れ
る
学
校 

い
ろ
い
ろ
な
先
生
に
、
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
る
学
校 

運
動
会
や
音
楽
会
な
ど
の
学
校
行
事

が
活
発
な
学
校 

一
人
一
人
が
活
躍
で
き
る
場
が
多
く

あ
る
学
校 

ク
ラ
ブ
活
動
の
種
類
が
多
く
、
や
っ
て

み
た
い
ク
ラ
ブ
活
動
が
で
き
る
学
校 

い
じ
め
や
差
別
の
な
い
学
校 

学
校
の
校
舎
や
教
室
、
学
習
で
使
う
道

具
が
整
っ
て
い
る
学
校 

通
学
時
間
が
短
い
学
校 

給
食
が
お
い
し
い
学
校 

保
護
者
や
ま
わ
り
の
大
人
が
自
分
を

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
学
校 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,233 54.9 13.0 48.6 9.7 19.2 22.2 20.0 53.0 6.1 8.2 15.2 7.1 1.9 0.2 

とても満足 

している 
539 58.1 13.5 52.9 8.3 22.3 22.1 17.4 56.8 4.8 5.8 12.2 7.1 1.1 － 

やや満足 

している 
562 54.1 13.0 45.0 10.5 17.3 23.5 21.5 50.5 7.5 9.3 17.3 6.4 1.4 0.2 

あまり満足 

していない 
101 46.5 10.9 45.5 8.9 16.8 20.8 23.8 46.5 6.9 10.9 20.8 11.9 5.9 1.0 

まったく満足 

していない 
27 40.7 11.1 44.4 14.8 7.4 3.7 18.5 59.3 － 25.9 7.4 7.4 14.8 － 
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問 10 あなたは、学校以外で何か活動をしていますか。またその活動にやりがいを感じてい

ますか。 

活動している内容（あてはまるものに○） 

「スポ－ツや運動（野球、サッカ－、水泳など）」の割合が 52.8％と最も高く、次いで「音楽（ピア

ノ、バイオリン、合唱など）」の割合が 13.2％、「学習じゅく、家庭教師から教わる学習」の割合が 10.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,233 ％

スポ－ツや運動（野球、サッカ－、水泳など）

音楽（ピアノ、バイオリン、合唱など）

学習じゅく、家庭教師から教わる学習

そろばん

英会話

武道（柔道、剣道、空手など）

習字

郷土芸能

ダンス（ヒップホップ、バレエ、日舞など）

絵

その他

活動していない

無回答

52.8

13.2

10.2

7.1

6.7

6.5

6.2

5.8

4.3

2.4

8.8

23.3

1.8

0 20 40 60 80 100
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やりがいを感じる活動（あてはまるものに○） 

学校以外で何か活動をしている場合、その活動にやりがいを感じるか聞いたところ、「スポ－ツや運

動（野球、サッカ－、水泳など）」の割合が 68.8％と最も高く、次いで「音楽（ピアノ、バイオリン、

合唱など）」の割合が 17.6％、「学習じゅく、家庭教師から教わる学習」の割合が 13.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 体育の授業のほかに、１日 30分以上スポ－ツや運動した日数はどのくらいありますか。 

（部活動やクラブ活動の時間を含めて答えを考えてください）（○は１つだけ） 

「週に３日以上」の割合が 54.8％と最も高く、次いで「週に１～２日くらい」の割合が 29.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 924 ％

スポ－ツや運動（野球、サッカ－、水泳など）

音楽（ピアノ、バイオリン、合唱など）

学習じゅく、家庭教師から教わる学習

そろばん

英会話

武道（柔道、剣道、空手など）

習字

郷土芸能

ダンス（ヒップホップ、バレエ、日舞など）

絵

その他

無回答

68.8

17.6

13.5

9.5

8.9

8.4

8.2

7.5

5.6

3.2

11.0

1.0

0 20 40 60 80 100

週に３日以上 週に１～２日くらい 月に１～３日くらい

年に１～３日くらい スポ－ツや運動はなかった 無回答

回答者数 =

　 1,233 54.8 29.5 7.6

2.1

5.4 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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②中学生 

問１ あなたの住んでいる地域の大人に望むことは何ですか。（○は１つだけ） 

「特に望むことはない」の割合が 45.1％と最も高く、次いで「自分たちの安全を見守ってほしい」

の割合が 30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは、大人になった時に必要になる力は何だと思いますか。（○は３つだけ） 

「物事の善悪をきちんと判断できる力」の割合が 55.0％と最も高く、次いで「自分で思っているこ

とや感じていることを表現し、伝えることができる力」の割合が 46.1％、「誰かのために役に立つこと

ができる力」の割合が 45.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,625 ％

物事の善悪をきちんと判断できる力

自分で思っていることや感じていることを表現
し、伝えることができる力

誰かのために役に立つことができる力

他人の立場を考えられる力

難しいことでもあきらめず、挑戦できる力

他人に頼らず、仕事をして得たお金で生活する
ことができる力

自分の体調を管理できる力

世界で活躍できる言葉や考え方を養う力

その他

無回答

55.0

46.1

45.0

39.1

30.9

26.3

18.6

9.3

1.2

0.2

0 20 40 60 80 100

自分たちの安全を見守ってほしい

あいさつをしてほしい

参加できる行事を増やしてほしい

地域のことや社会のいろいろなことについて教えてほしい

困ったときに相談にのってほしい

特に望むことはない

その他

無回答

回答者数 =

　 1,625 30.2 5.9 8.8

3.3

3.7 45.1 2.5 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問３ あなたは、家族に学校であったできごとを話しますか。（○は１つだけ） 

「毎日話す」「毎日でないが、よく話す」を合わせた"話す"の割合が 68.7％、「あまり話さない（た

まに話す）」「全く話さない」を合わせた"話さない"の割合が 30.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４－１ あなたは、どのような方法で通学していますか。（主な通学方法を１つだけ○） 

「自動車」の割合が 37.8％と最も高く、次いで「自転車」の割合が 28.4％、「歩き」の割合が 25.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問４－２ あなたは、家から学校までどのくらいの時間がかかりますか。（○は１つだけ） 

「15分以内」の割合が 58.0％と最も高く、次いで「30分以内」の割合が 31.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎日話す 毎日でないが、よく話す

あまり話さない（たまに話す） 全く話さない

無回答

回答者数 =

　 1,625 26.7 42.0 27.4 3.2 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩き 自転車 自動車 スクールバス 路線バス その他 無回答

回答者数 =

　 1,625 25.7 28.4 37.8

5.9

0.7

1.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15分以内 30分以内 45分以内 45分を超える 無回答

回答者数 =

　 1,625 58.0 31.5 8.1 1.8 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問５ 学校に通うのが楽しいと思うのはどんな時ですか。（○はいくつでも） 

「友達と話をしたり遊んだ時」の割合が 92.2％と最も高く、次いで「授業がおもしろいと感じた時」

の割合が 45.9％、「部活動・クラブ活動をしている時」の割合が 44.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたは、学校生活に関する次のことを、どれくらい満足していますか。 

『⑤学校のきまりやルール』『⑥校舎や教室のきれいさ』で「あまり満足していない」と「まったく

満足していない」をあわせた“満足していない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,625 ％

友達と話をしたり遊んだ時

授業がおもしろいと感じた時

部活動・クラブ活動をしている時

給食（弁当）の時間

先生と話をしたり遊んだ時

読書をしている時

その他

楽しいと思うことはない

無回答

92.2

45.9

44.4

34.8

16.9

11.7

1.9

1.8

0.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,625

①友達との関係

②先生との関係

③授業

④学校の行事
　（遠足や運動会など）

⑤学校のきまりやルール

⑥校舎や教室のきれいさ

⑦校舎や教室の広さ

⑧学校生活全般について

56.4

42.7

31.7

60.0

35.3

38.5

54.3

43.9

36.9

46.3

57.1

32.6

46.2

43.8

35.0

47.6

5.5

8.8

9.1

5.8

14.7

13.5

8.1

6.9

0.7

1.9

1.9

1.4

3.6

3.8

2.5

1.1

0.4

0.3

0.2

0.2

0.2

0.5

0.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても満足している やや満足している

あまり満足していない まったく満足していない
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問７ あなたは、学校や先生にもっとどのようなことをしてほしいと思いますか。 

（○は３つまで） 

「授業をもっと楽しくしてほしい」の割合が 64.0％と最も高く、次いで「宿題をもっと少なくして

ほしい」の割合が 40.7％、「パソコンや学習用タブレットをもっと使ってほしい」の割合が 30.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,625 ％

授業をもっと楽しくしてほしい

宿題をもっと少なくしてほしい

パソコンや学習用タブレットをもっと使ってほ
しい

人とのつきあい方を教えてほしい

授業にもっといろいろな資料を使ってほしい

学校の先生以外の人を授業によんでほしい

先生にときどき自分の話を聞いてほしい

花巻市の歴史や文化のことをもっと教えてほし
い
いろいろな本を読んできかせたり、紹介したり
してほしい

宿題をもっと多くしてほしい

ときどき親と会って話をしてほしい

その他

無回答

64.0

40.7

30.5

16.9

16.3

11.6

9.8

7.0

6.2

2.1

1.4

4.4

2.4

0 20 40 60 80 100
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【先生との関係の満足度別】 

問７の「あなたは、学校や先生にもっとどのようなことをしてほしいと思いますか」の結果を、問６

「あなたは、学校生活に関する次のことを、どれくらい満足していますか」の「先生との関係」の満足

度別にみると、下記の表のとおりとなり、その特徴として以下のようなことがあげられます。 

・先生との関係に「やや満足している」生徒（46.2％）は、学校や先生に望むこととして「授業をも

っと楽しくしてほしい」が多い。 

・先生との関係に「あまり満足していない」生徒（8.8％）は、学校や先生に望むこととして「パソ

コンや学習用タブレットをもっと使ってほしい」が低い。 

・先生との関係に「まったく満足していない」生徒（1.9％）は学校や先生に望むこととして「学校

の先生以外の人を授業によんでほしい」が多い。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

授
業
を
も
っ
と
楽
し
く
し
て
ほ
し

い 授
業
に
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
資
料

を
使
っ
て
ほ
し
い 

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
き
か
せ

た
り
、
紹
介
し
た
り
し
て
ほ
し
い 

宿
題
を
も
っ
と
多
く
し
て
ほ
し
い 

宿
題
を
も
っ
と
少
な
く
し
て
ほ
し

い 学
校
の
先
生
以
外
の
人
を
授
業
に

よ
ん
で
ほ
し
い 

先
生
に
と
き
ど
き
自
分
の
話
を
聞

い
て
ほ
し
い 

と
き
ど
き
親
と
会
っ
て
話
を
し
て

ほ
し
い 

花
巻
市
の
歴
史
や
文
化
の
こ
と
を

も
っ
と
教
え
て
ほ
し
い 

人
と
の
つ
き
あ
い
方
を
教
え
て
ほ

し
い 

パ
ソ
コ
ン
や
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
も
っ
と
使
っ
て
ほ
し
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,625 64.0 16.3 6.2 2.1 40.7 11.6 9.8 1.4 7.0 16.9 30.5 4.4 2.4 

とても満足 

している 
694 57.6 17.6 7.9 2.3 35.0 9.8 10.2 1.3 8.9 17.6 32.3 3.3 2.7 

やや満足 

している 
752 70.2 16.8 4.4 1.6 43.0 12.5 10.0 0.9 6.1 17.6 30.5 3.1 1.7 

あまり満足 

していない 
143 65.7 10.5 7.7 2.1 58.0 14.0 9.1 4.2 3.5 12.6 23.1 12.6 2.1 

まったく満足 

していない 
31 54.8 3.2 3.2 9.7 38.7 19.4 － － 3.2 6.5 29.0 22.6 3.2 

 

  



 18 

【学校生活全般の満足度別】 

問７の「あなたは、学校や先生にもっとどのようなことをしてほしいと思いますか」の結果を、問６

「あなたは、学校生活に関する次のことを、どれくらい満足していますか」の「学校生活全般」の満足

度別にみると、下記の表のとおりとなり、その特徴として以下のようなことがあげられます。 

・学校生活全般に「とても満足している」生徒（43.9％）は、学校や先生に望むこととして「授業に

もっといろいろな資料を使ってほしい」「パソコンや学習用タブレットをもっと使ってほしい」が多い。 

・学校生活全般に「あまり満足していない」生徒（6.8％）は「宿題をもっと少なくしてほしい」が

多い。 

・学校生活全般に「まったく満足していない」生徒（1.9％）は「人との付き合い方を教えてほしい」

が多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

授
業
を
も
っ
と
楽
し
く
し
て
ほ
し

い 授
業
に
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
資
料

を
使
っ
て
ほ
し
い 

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
き
か
せ

た
り
、
紹
介
し
た
り
し
て
ほ
し
い 

宿
題
を
も
っ
と
多
く
し
て
ほ
し
い 

宿
題
を
も
っ
と
少
な
く
し
て
ほ
し

い 学
校
の
先
生
以
外
の
人
を
授
業
に

よ
ん
で
ほ
し
い 

先
生
に
と
き
ど
き
自
分
の
話
を
聞

い
て
ほ
し
い 

と
き
ど
き
親
と
会
っ
て
話
を
し
て

ほ
し
い 

花
巻
市
の
歴
史
や
文
化
の
こ
と
を

も
っ
と
教
え
て
ほ
し
い 

人
と
の
つ
き
あ
い
方
を
教
え
て
ほ

し
い 

パ
ソ
コ
ン
や
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
も
っ
と
使
っ
て
ほ
し
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,625 64.0 16.3 6.2 2.1 40.7 11.6 9.8 1.4 7.0 16.9 30.5 4.4 2.4 

とても満足 

している 
713 60.2 17.7 7.4 2.5 35.8 11.2 8.4 0.8 8.8 16.3 33.2 2.7 2.4 

やや満足 

している 
774 67.4 15.9 5.4 1.6 43.0 11.6 11.1 1.4 5.3 17.4 28.9 3.7 1.8 

あまり満足 

していない 
112 69.6 13.4 4.5 2.7 58.0 14.3 9.8 4.5 6.3 15.2 25.0 13.4 3.6 

まったく満足 

していない 
18 50.0 5.6 － － 33.3 11.1 11.1 － 5.6 33.3 22.2 38.9 5.6 
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問８ どんな学び方だと、より勉強が理解できると思いますか。（○は３つまで） 

「実験や観察、校外学習など、実際に見たり、聞いたり、触ったりして体験する授業」の割合が 61.6％

と最も高く、次いで「グループで話し合ったり、グループで作品をつくったりする学習」の割合が 55.0％、

「自分で学習の計画を立て、自分で決めた方法で調べたり、考えたりする学習」の割合が 34.3％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,625 ％

実験や観察、校外学習など、実際に見たり、聞い

たり、触ったりして体験する授業

グループで話し合ったり、グループで作品をつ

くったりする学習

自分で学習の計画を立て、自分で決めた方法で調

べたり、考えたりする学習

漢字や計算、英単語などのドリルに取り組む学習

タブレットやパソコンなどのICT 機器を自分の意

志で使える学習

自分の考えを人に伝えたり、文章でまとめたりす

る学習

専門家や地域の人たち、外国の人などが学校に来

て、授業をしてくれる学習

無回答

61.6

55.0

34.3

31.2

26.6

20.5

18.4

1.0

0 20 40 60 80 100
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問９ あなたはどのような学校に魅力を感じますか。（○は３つまで） 

「わかりやすい授業や楽しい授業を受けることができる学校」の割合が 56.6％と最も高く、次いで

「友達や仲間と何でも分かり合える関係がつくれる学校」の割合が 48.4％、「いじめや差別のない学校」

の割合が 37.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,625 ％

わかりやすい授業や楽しい授業を受けることが
できる学校
友達や仲間と何でも分かり合える関係がつくれ
る学校

いじめや差別のない学校

運動会や音楽会などの学校行事が活発な学校

クラブ活動の種類が多く、やってみたいクラブ
活動ができる学校

一人一人が活躍できる場が多くある学校

給食がおいしい学校

学校の校舎や教室、学習で使う道具が整ってい
る学校

通学時間が短い学校

英語やプログラミングなどが行われる学校

いろいろな先生に、相談することができる学校

保護者やまわりの大人が自分を見守ってくれて
いる学校

その他

無回答

56.6

48.4

37.5

33.1

19.2

19.0

16.9

11.1

10.3

9.2

7.4

3.3

1.1

0.5

0 20 40 60 80 100
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【学校生活全般の満足度別】 

問９「あなたはどのような学校に魅力を感じますか」の結果を、問６「あなたは、学校生活に関する

次のことを、どれくらい満足していますか」の「学校生活全般」の満足度別にみると、下記の表のとお

りとなり、その特徴として以下のようなことがあげられます。 

・学校生活全般に「とても満足している」生徒（43.8％）は、魅力を感じる学校として「友達や仲間

と何でも分かり合える関係がつくれる学校」、「運動会や音楽会などの学校行事が活発な学校」の回答が

多い。 

・学校生活全般に「あまり満足していない」「まったく満足していない」生徒（8％）は、魅力を感じ

る学校として「いろいろな先生に相談することができる学校」「いじめや差別のない学校」との回答が

多い。 

・学校生活全般に「あまり満足していない」生徒（6.9％）は、魅力を感じる学校として「友達や仲

間と何でも分かり合える関係がつくれる学校」との回答が少ない。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

わ
か
り
や
す
い
授
業
や
楽
し
い
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
学
校 

英
語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
が
行

わ
れ
る
学
校 

友
達
や
仲
間
と
何
で
も
分
か
り
合
え

る
関
係
が
つ
く
れ
る
学
校 

い
ろ
い
ろ
な
先
生
に
、
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
る
学
校 

運
動
会
や
音
楽
会
な
ど
の
学
校
行
事

が
活
発
な
学
校 

一
人
一
人
が
活
躍
で
き
る
場
が
多
く

あ
る
学
校 

ク
ラ
ブ
活
動
の
種
類
が
多
く
、
や
っ
て

み
た
い
ク
ラ
ブ
活
動
が
で
き
る
学
校 

い
じ
め
や
差
別
の
な
い
学
校 

学
校
の
校
舎
や
教
室
、
学
習
で
使
う
道

具
が
整
っ
て
い
る
学
校 

通
学
時
間
が
短
い
学
校 

給
食
が
お
い
し
い
学
校 

保
護
者
や
ま
わ
り
の
大
人
が
自
分
を

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
学
校 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,625 56.6 9.2 48.4 7.4 33.1 19.0 19.2 37.5 11.1 10.3 16.9 3.3 1.1 0.5 

とても満足 

している 
713 59.3 9.4 52.5 7.7 36.3 20.2 17.0 36.6 9.7 8.1 16.0 3.5 0.7 － 

やや満足 

している 
774 55.6 9.0 47.4 6.8 32.7 17.7 21.7 38.0 12.3 10.6 17.6 3.0 0.8 0.4 

あまり満足 

していない 
112 49.1 8.9 34.8 8.9 20.5 21.4 17.0 40.2 11.6 23.2 17.0 3.6 3.6 0.9 

まったく満足 

していない 
18 44.4 11.1 38.9 11.1 16.7 11.1 16.7 44.4 16.7 5.6 22.2 5.6 11.1 － 
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問 10 あなたは、学校以外で何か活動をしていますか。またその活動にやりがいを感じてい

ますか。 

活動している内容（あてはまるものに○） 

「スポーツチームやクラブ（野球、サッカー、水泳など）」の割合が 33.6％と最も高く、次いで「学

習じゅく、家庭教師から教わる学習」の割合が 18.6％、「音楽（ピアノ、バイオリン、合唱など）」の

割合が 8.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,625 ％

スポーツチームやクラブ（野球、サッカー、水泳

など）

学習じゅく、家庭教師から教わる学習

音楽（ピアノ、バイオリン、合唱など）

武道（柔道、剣道など）

習字

英会話

ダンス（ヒップホップ、バレエ、日舞など）

絵

郷土芸能

そろばん

その他

活動していない

無回答

33.6

18.6

8.6

5.7

5.0

4.4

3.5

3.1

2.9

2.0

2.2

36.2

3.6

0 20 40 60 80 100
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やりがいを感じる活動（あてはまるものに○） 

学校以外で何か活動をしている場合、その活動にやりがいを感じるか聞いたところ、「スポーツチー

ムやクラブ（野球、サッカー、水泳など）」の割合が 48.7％と最も高く、次いで「学習じゅく、家庭教

師から教わる学習」の割合が 27.6％、「音楽（ピアノ、バイオリン、合唱など）」の割合が 13.0％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 体育の授業のほかに、１日 30分以上スポーツや運動した日数はどのくらいありますか。 

（部活動やクラブ活動の時間を含めて答えを考えてください）（○は１つだけ） 

「週に３日以上」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「週に１～２日くらい」の割合が 18.5％、「月

に１～３日くらい」の割合が 10.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 979 ％

スポーツチームやクラブ（野球、サッカー、水泳

など）

学習じゅく、家庭教師から教わる学習

音楽（ピアノ、バイオリン、合唱など）

武道（柔道、剣道など）

習字

英会話

ダンス（ヒップホップ、バレエ、日舞など）

絵

郷土芸能

そろばん

その他

無回答

48.7

27.6

13.0

8.3

7.2

6.6

5.5

5.0

4.6

2.7

3.0

8.4

0 20 40 60 80 100

週に３日以上 週に１～２日くらい 月に１～３日くらい

年に１～３日くらい スポーツや運動はなかった 無回答

回答者数 =

　 1,625 62.5 18.5 10.3

2.6

5.7 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③小・中学生保護者 

問１ あなたは、花巻市の教育や子育てに関する情報を何から得ていますか。（○は３つまで） 

「学校、ＰＴＡ等からのお知らせ」の割合が 69.8％と最も高く、次いで「市の広報誌」の割合が 53.2％、

「友人・知人」の割合が 30.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,717 ％

学校、ＰＴＡ等からのお知らせ

市の広報誌

友人・知人

家族

市のホームページやＳＮＳ

学校の先生

インターネット

学校のホームページやＳＮＳ

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

特にない

その他

無回答

69.8

53.2

30.9

20.4

19.4

15.5

9.9

3.3

2.9

2.7

4.4

0.5

0.1

0 20 40 60 80 100
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問２ あなたの家庭における教育で何を身に着けることを重視していますか。（○は３つまで） 

「基本的な生活習慣（早寝早起きなど）」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「社会のモラルやルー

ルを守る心」の割合が 55.8％、「他人を思いやる心」の割合が 55.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか。 

（○は３つまで） 

「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」の割合が 71.4％と最も高く、次いで「社会の

変化に対応できる力」の割合が 44.0％、「人と協調し、ものごとを進める力」の割合が 42.2％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,717 ％

自分の思いを表現したり、人と対話したりする
力

社会の変化に対応できる力

人と協調し、ものごとを進める力

夢や目標を持ち、その実現に向けて計画的に努
力する力

たくましく生きるための健康や体力

困難な課題にねばり強く取り組む力

基礎的・基本的な学力

情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力

国際感覚や語学力

分からない

その他

無回答

71.4

44.0

42.2

32.5

24.3

24.3

23.1

15.6

10.9

0.3

0.9

0.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,717 ％

基本的な生活習慣（早寝早起きなど）

社会のモラルやルールを守る心

他人を思いやる心

自ら考え行動する力

自分自身や家族を大切にする心

命を大切にする心

家庭内での役割を担うこと（お手伝いなど）

家での学習や読書の習慣

その他

無回答

62.5

55.8

55.6

33.4

26.2

20.2

17.8

16.0

1.0

0.3

0 20 40 60 80 100
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【子育てで大切にしていること別】 

問３「あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか」の結果を、問

４「あなたが子育てにおいて大切にしているものは何ですか」の結果と対照すると、下記の表のとおり

となり、その特徴として以下のようなことがあげられます。 

・子どもたちに特に必要な資質・能力として「情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力」と回

答した保護者は、子育てにおいて大切にしていることとして、「携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの

正しい使い方への理解を深めること」との回答が多い。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「たくましく生きるための健康や体力」と回

答した保護者は、子育てにおいて大切にしていることとして、「栄養バランスのとれた食事の習慣や食

べ物を大切すること」との回答が多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
分
の
思
い
を
表
現
し
た
り
、
人

と
対
話
し
た
り
す
る
力 

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力 

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
力 

人
と
協
調
し
、
も
の
ご
と
を
進
め

る
力 

夢
や
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
計
画
的
に
努
力
す
る
力 

情
報
や
情
報
手
段
を
主
体
的
に

選
択
し
、
活
用
す
る
力 

た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健

康
や
体
力 

国
際
感
覚
や
語
学
力 

困
難
な
課
題
に
ね
ば
り
強
く
取

り
組
む
力 

分
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,717 71.4 23.1 44.0 42.2 32.5 15.6 24.3 10.9 24.3 0.3 0.9 0.1 

子どもの話をよく聞き、家

族でコミュニケーションを

とること 

1,373 73.9 23.2 44.0 42.7 33.6 15.7 24.0 10.1 24.4 0.2 0.7 － 

栄養バランスのとれた食事

の習慣や食べ物を大切する

こと 

636 69.7 24.1 40.3 42.9 34.3 15.7 30.2 10.2 23.4 0.2 0.9 － 

あいさつや早寝早起きなど

基本的生活習慣を身に着け

させること 

1,072 73.6 26.6 43.1 43.8 31.2 13.5 25.7 11.0 24.1 0.2 0.4 － 

良いことをした時は褒め、

悪いことをした時はきちん

と叱ること 

1,046 71.9 22.5 46.2 43.7 33.2 15.4 22.2 10.7 26.6 0.2 0.9 － 

子どもと保護者が一緒に

様々な体験ができる機会を

増やすこと 

349 70.8 20.1 48.7 38.4 34.7 19.8 23.2 13.2 22.6 0.6 0.9 － 

携帯電話・スマートフォン

やＳＮＳの正しい使い方へ

の理解を深めること 

189 71.4 16.4 52.4 42.3 29.1 24.3 18.5 13.2 25.9 － 1.1 － 

テレビやゲームの時間につ

いてのルールを決めること 
162 66.0 29.6 39.5 42.0 34.0 16.7 22.8 11.1 29.0 0.6 0.6 － 

特にない、分からない 8 50.0 12.5 62.5 50.0 25.0 － 25.0 12.5 － 12.5 － － 

その他 15 53.3 － 33.3 33.3 26.7 13.3 13.3 33.3 20.0 － 26.7 － 
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問４ あなたが子育てにおいて大切にしているものは何ですか。（○は３つまで） 

「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」の割合が 80.0％と最も高く、次

いで「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に着けさせること」の割合が 62.4％、「良いこと

をした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の割合が 60.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたは家庭教育について行政に支援を期待することは何ですか。（○は３つまで） 

「子どものことについて相談しやすい窓口の周知と充実」の割合が 45.8％と最も高く、次いで「キ

ャリア教育（進路、職業など）について親子で学べる講座の開催」の割合が 45.7％、「子どもを取り巻

く危険性について親子で学べる講座の開催」の割合が 38.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,717 ％

子どものことについて相談しやすい窓口の周知と

充実

キャリア教育（進路、職業など）について親子で

学べる講座の開催

子どもを取り巻く危険性について親子で学べる講

座の開催

家庭における教育に関するインターネットでの情

報の提供

家庭における教育に関するパンフレットの配布

家庭教育について保護者向けの講座の開催

分からない

家庭における教育の支援は行政が行う必要はない

その他

無回答

45.8

45.7

38.6

26.9

14.2

11.9

9.3

1.8

4.1

0.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,717 ％

子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーショ

ンをとること

あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に

着けさせること

良いことをした時は褒め、悪いことをした時はき

ちんと叱ること

栄養バランスのとれた食事の習慣や食べ物を大切

すること

子どもと保護者が一緒に様々な体験ができる機会

を増やすこと

携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの正しい使い

方への理解を深めること

テレビやゲームの時間についてのルールを決める

こと

特にない、分からない

その他

無回答

80.0

62.4

60.9

37.0

20.3

11.0

9.4

0.5

0.9

0.2

0 20 40 60 80 100
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問６ あなたはお子さんが通われている学校に、どのようなことを望みますか。（○は３つまで） 

「子どもの学校での様子を保護者に伝える」の割合が 73.1％と最も高く、次いで「保護者が気軽に

質問したり相談したりできるようにする」の割合が 54.3％、「子育てに役立つ情報を提供する」の割合

が 25.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 中学校へのスムーズな接続のために必要と感じる（感じた）ことは何ですか。 

（○は３つまで） 

「小学校の教員と中学校の教員との情報交換や引継ぎ」の割合が 65.8％と最も高く、次いで「小学

校の児童による中学校の見学」の割合が 55.4％、「小学校の児童・中学校の生徒の交流活動（学習活動

やクラブ活動）」の割合が 43.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,717 ％

小学校の教員と中学校の教員との情報交換や引
継ぎ

小学校の児童による中学校の見学

小学校の児童・中学校の生徒の交流活動（学習
活動やクラブ活動）
小学校の教員による児童への中学校進学につい
ての事前指導

同じ中学校区の児童の交流

中学校の教員による小学校の授業参観

その他

特にない

無回答

65.8

55.4

43.2

31.6

19.9

13.1

1.5

3.6

0.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,717 ％

子どもの学校での様子を保護者に伝える

保護者が気軽に質問したり相談したりできるよ
うにする

子育てに役立つ情報を提供する

学校の教育方針を保護者に伝える

学校で使っていない施設やスペースを保護者や
地域に開放する

いつでも自由に学校を見学できるようにする

保護者がボランティアで学校を支援する仕組を
つくる

その他

無回答

73.1

54.3

25.4

16.4

14.1

13.0

5.8

7.6

1.5

0 20 40 60 80 100
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問８ 今後学校が特に重点的に取り組むべきものは何だと思いますか。（○は３つまで） 

「コミュニケーション能力の育成」の割合が 60.1％と最も高く、次いで「学力の向上」の割合が 43.9％、

「礼儀の習得やルールの遵守」の割合が 30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,717 ％

コミュニケーション能力の育成

学力の向上

礼儀の習得やルールの遵守

いじめ防止や解決

体験学習の充実

体力向上の指導

情報教育やICTの活用に関する指導

環境教育の充実

不登校児童生徒への支援や不登校防止対策

進路指導

国際感覚を養う指導

読書活動の推進

学校行事の充実

郷土の文化、芸能活動の推進

その他

無回答

60.1

43.9

30.2

28.7

23.8

18.9

17.6

14.0

11.8

9.5

9.4

5.2

3.6

3.3

2.2

0.4

0 20 40 60 80 100



 30 

【子育てで大切にしていること別】 

問８「今後学校が特に重点的に取り組むべきものは何だと思いますか」の結果を、問４「あなたが子

育てにおいて大切にしているものは何ですか」の答えと対照すると、下記の表のとおりとなり、その特

徴として以下のようなことがあげられます。 

・学校が特に重点的に取り組むべきこととして「学力の向上」と回答した保護者は、子育てにおいて

大切にしていることとして「基本的生活習慣を身に付けさせること」と回答することが多い。 

・学校が特に重点的に取り組むべきこととして「情報教育や ICT の活用に関する指導」と回答した

保護者は、子育てにおいて大切にしていることとして「テレビやゲームの時間についてのルールを決め

ること」との回答が多い。 

・学校が特に重点的に取り組むべきこととして「体験学習の充実」と回答した保護者は、子育てにお

いて大切にしていることとして「子どもと保護者が一緒に様々な体験ができる機会を増やすこと」との

回答が多い。 

・学校が特に重点的に取り組むべきこととして「礼儀の習得やルールの遵守」と回答した保護者は、

子育てにおいて大切にしていることとして「テレビやゲームの時間についてのルールを決めること」と

の回答が多い。 
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単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
力
の
向
上 

環
境
教
育
の
充
実 

読
書
活
動
の
推
進 

体
力
向
上
の
指
導 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成 

体
験
学
習
の
充
実 

情
報
教
育
や

I
C
T

の
活

用
に
関
す
る
指
導 

郷
土
の
文
化
、
芸
能
活

動
の
推
進 

全  体 1,717 43.9 14.0 5.2 18.9 60.1 23.8 17.6 3.3 

子どもの話をよく聞き、家族でコミュ

ニケーションをとること 
1,373 44.6 14.8 5.3 18.4 61.6 24.1 17.4 3.4 

栄養バランスのとれた食事の習慣や食

べ物を大切すること 
636 45.3 12.9 7.2 23.1 59.9 23.3 16.4 3.9 

あいさつや早寝早起きなど基本的生活

習慣を身に着けさせること 
1,072 47.2 14.2 5.3 20.8 60.4 22.2 15.3 3.0 

良いことをした時は褒め、悪いことを

した時はきちんと叱ること 
1,046 42.0 15.0 4.3 16.7 61.5 23.9 18.5 2.4 

子どもと保護者が一緒に様々な体験が

できる機会を増やすこと 
349 40.4 11.2 5.4 19.2 59.0 30.9 22.3 6.3 

携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの

正しい使い方への理解を深めること 
189 40.2 12.2 4.2 20.1 61.4 20.6 23.8 1.6 

テレビやゲームの時間についてのルー

ルを決めること 
162 43.2 15.4 8.6 16.7 54.9 25.9 13.0 1.2 

特にない、分からない 8 50.0 37.5 － 12.5 50.0 12.5 － － 

その他 15 33.3 20.0 － － 53.3 20.0 40.0 6.7 
 

区分 

礼
儀
の
習
得
や
ル
ー
ル

の
遵
守 

進
路
指
導 

学
校
行
事
の
充
実 

い
じ
め
防
止
や
解
決 

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

支
援
や
不
登
校
防
止
対

策 国
際
感
覚
を
養
う
指
導 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 30.2 9.5 3.6 28.7 11.8 9.4 2.2 0.4 

子どもの話をよく聞き、家族でコミュ

ニケーションをとること 
28.8 10.0 3.6 28.7 11.7 9.5 2.0 0.3 

栄養バランスのとれた食事の習慣や食

べ物を大切すること 
26.6 11.0 2.7 28.8 12.1 9.1 2.7 － 

あいさつや早寝早起きなど基本的生活

習慣を身に着けさせること 
32.6 9.2 3.0 28.0 12.5 8.2 1.7 0.4 

良いことをした時は褒め、悪いことを

した時はきちんと叱ること 
33.1 9.7 3.9 30.9 10.2 9.3 2.3 0.1 

子どもと保護者が一緒に様々な体験が

できる機会を増やすこと 
24.6 6.6 4.6 26.9 11.5 14.9 3.2 0.3 

携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの

正しい使い方への理解を深めること 
29.6 11.6 3.7 29.1 12.2 11.1 1.1 － 

テレビやゲームの時間についてのルー

ルを決めること 
37.0 9.3 5.6 29.0 17.9 7.4 2.5 － 

特にない、分からない 25.0 12.5 － 50.0 12.5 12.5 － － 

その他 33.3 6.7 6.7 13.3 13.3 20.0 6.7 6.7 
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問９ どのような方法であれば、あなたはより一層学校の活動に参加できますか。 

（○は３つまで） 

「日常的に学校や授業の見学ができる」の割合が 41.5％と最も高く、次いで「クラブ活動・部活動

の支援や指導ができる保護者を募集する」の割合が 26.4％、「子育てや教育に関する勉強会を学校で行

う」の割合が 21.3％となっています。また、「学校の活動に参加したいとは思わない」の割合が 18.2％

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 学校生活を送るうえで教育的・心理的な支援が必要であったり、様々な要因で登校す

ることが難しい状況にあったりするなど、支援を必要としているお子さんがいらっしゃい

ます。子ども一人ひとりに応じた支援を行うために、教育委員会が力を入れる必要がある

と思われる内容はどれですか。（○はいくつでも） 

「フリースクールや不登校の児童生徒に特化した学校の設置」の割合が 55.6％と最も高く、次いで

「悩みや不安を聞き、カウンセリングを行うスクールカウンセラーの支援」の割合が 49.7％、「身の周

りで抱える問題を解決するため支援を行うスクールソーシャルワーカーの支援」の割合が 40.0％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 1,717 ％

フリースクールや不登校の児童生徒に特化した
学校の設置
悩みや不安を聞き、カウンセリングを行うス
クールカウンセラーの支援
身の周りで抱える問題を解決するため支援を行
うスクールソーシャルワーカーの支援

特別支援学級の充実

教育相談室「風の子ひろば」の周知と利用しや
すい体制の充実

様々な場所での教育相談機会の充実

障がいのある児童生徒への支援

障がいのある子どもの就学先の相談の充実

その他

無回答

55.6

49.7

40.0

33.0

25.6

21.5

19.7

18.9

4.7

1.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,717 ％

日常的に学校や授業の見学ができる

クラブ活動・部活動の支援や指導ができる保護
者を募集する

子育てや教育に関する勉強会を学校で行う

授業の補助ができる保護者を募集する

保護者会が頻繁にある

その他

学校の活動に参加したいとは思わない

無回答

41.5

26.4

21.3

15.4

3.4

7.5

18.2

3.2

0 20 40 60 80 100



 33 

問 11 あなたは、生涯学習をもっと盛んにしていくためには、今後どのようなことが大切だ

と思いますか。（○は３つまで） 

「生涯学習事業を推進する公共の施設を充実させる」の割合が 25.0％と最も高く、次いで「地域や

コミュニティで行う講座の内容や教室を充実させる」の割合が 24.7％、「オンライン学習を充実させる」

の割合が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,717 ％

生涯学習事業を推進する公共の施設を充実させ
る
地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を
充実させる

オンライン学習を充実させる

幅広い世代の学びなおしを推進する

専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人
を増やす

市の講座の内容や教室を充実させる

住民への情報提供や相談窓口を充実させる

団体などの自主的な活動を支援する

生涯学習の活動や学んだ成果を広く周知する

市でテーマを共通化した生涯学習（社会教育）
活動に取り組む

分からない

その他

無回答

25.0

24.7

23.1

22.8

21.1

20.9

18.5

11.1

10.3

4.5

15.5

2.0

0.9

0 20 40 60 80 100
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問 12 あなたは、花巻市のスポーツの推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「各世代にあったスポーツの普及」の割合が 37.9％と最も高く、次いで「スポーツ指導者の育成」

の割合が 31.2％、「幼児期の子どもへのスポーツの体験」の割合が 29.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,717 ％

各世代にあったスポーツの普及

スポーツ指導者の育成

幼児期の子どもへのスポーツの体験

中学校の部活動の地域連携・地域移行の実施

スポーツ団体等の活動継続

スポーツ施設の整備促進

スポーツイベント・スポーツ大会の開催

地域のスポーツ活動の普及

競技スポーツの選手の強化

ニュースポーツ等の普及

競技スポーツ上位大会への参加支援

障がい者のスポーツの普及

スポーツボランティア活動の普及

早起きマラソンの普及

競技スポーツ審判員の養成

その他

無回答

37.9

31.2

29.1

23.5

19.2

17.4

16.9

13.3

8.6

6.7

6.0

4.8

3.5

3.3

2.0

4.4

1.6

0 20 40 60 80 100
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問 13 あなたは、花巻市民の芸術文化活動の推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「子どもが文化芸術に触れる機会を増やす」の割合が 61.6％と最も高く、次いで「市民が芸術文化

活動に身近に触れる機会を増やす」の割合が 40.9％、「芸術文化活動への体験会や入門編の開催を増や

す」の割合が 23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 1,717 ％

子どもが文化芸術に触れる機会を増やす

市民が芸術文化活動に身近に触れる機会を増や
す
芸術文化活動への体験会や入門編の開催を増や
す
公共の芸術文化関係施設（活動・発表・鑑賞な
どをする施設）を充実させる

芸術文化活動の発表の機会を増やす

中学校の（文化部系の）部活動の地域連携・地
域移行を実施する

芸術文化活動内容の市民への情報提供を増やす

芸術文化活動のリーダーや指導者となる人を増
やす

その他

無回答

61.6

40.9

23.8

19.7

19.4

17.6

13.4

7.8

1.9

2.4

0 20 40 60 80 100
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④幼稚園・保育園・認定こども園児保護者 

問１ あなたは、花巻市の教育や子育てに関する情報を何から得ていますか。（○は３つまで） 

「市の広報誌」の割合が 60.4％と最も高く、次いで「保育園・幼稚園・こども園等の先生」の割合

が 47.9％、「園を通じて配布されるおたよりやチラシなど」の割合が 47.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 217 ％

市の広報誌

保育園・幼稚園・こども園等の先生

園を通じて配布されるおたよりやチラシなど

友人・知人

家族

市のホームページやＳＮＳ

インターネット

園のホームページやＳＮＳ

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

特にない

その他

無回答

60.4

47.9

47.5

31.3

21.2

18.9

13.8

1.4

0.9

0.9

4.6

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問２ 子育てにおいてあなたが大切にしていることは何ですか。（○は３つまで） 

「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」の割合が 72.4％と最も高く、次

いで「自分自身を大切にしたり、周りの人を思いやったりすること」の割合が 59.9％、「約束やルール

を守ること」の割合が 47.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ お子さんの基本的生活習慣の定着度について伺います。（あてはまるものに〇） 

『①早寝早起きができているか』で「どちらかと言えば身に付いていない」と「身に付いていない」

をあわせた“身に付いていない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 217 ％

子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケー
ションをとること
自分自身を大切にしたり、周りの人を思いやっ
たりすること

約束やルールを守ること

子どもが自分自身で考えたり決めたりすること

体をたくさん動かして遊ぶこと

動画視聴・ゲームの使用等のルールを決めるこ
と

読み聞かせなど絵本に親しむこと

お手伝いなど、家庭内での役割を担うこと

その他

無回答

72.4

59.9

47.5

31.8

20.7

18.9

18.9

15.7

0.0

0.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 217

①早寝早起きができているか

②朝ごはんをしっかり食べて
　いるか

③あいさつができているか

④排泄が自立しているか

⑤歯磨きの習慣がついているか

⑥手洗いやうがい、入浴など
　身の回りを清潔にしているか

⑦衣服の着脱が自立しているか

19.4

71.4

27.6

80.6

59.4

62.7

84.8

55.3

24.9

61.3

16.6

32.7

34.1

13.4

21.7

3.2

10.6

1.8

6.9

3.2

1.4

3.7

0.5

0.5

0.9

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身に付いている どちらかといえば身に付いている

どちらかと言えば身に付いていない 身に付いていない

無回答
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問４ あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか。 

（○は３つまで） 

「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」の割合が 78.8％と最も高く、次いで「人と協

調し、ものごとを進める力」の割合が 45.6％、「社会の変化に対応できる力」、「たくましく生きるため

の健康や体力」の割合が 32.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 217 ％

自分の思いを表現したり、人と対話したりする
力

人と協調し、ものごとを進める力

社会の変化に対応できる力

たくましく生きるための健康や体力

夢や目標を持ち、その実現に向けて計画的に努
力する力

困難な課題にねばり強く取り組む力

基礎的・基本的な学力

情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力

国際感覚や語学力

分からない

その他

無回答

78.8

45.6

32.3

32.3

27.6

25.8

24.0

15.2

7.8

0.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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【子育てで大切にしていること別】 

問４「あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか」の結果と、問

２「子育てにおいてあなたが大切にしていることは何ですか」の結果を対照すると、下記の通りとな

り、その特徴として以下のようなことがあげられます。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「基礎的・基本的な学力」と答えた保護者は、

子育てにおいて大切にして「動画視聴・ゲームの使用等のルールを決めること」との回答が多い。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「情報や情報手段を主体的に選択し、活用す

る力」と答えた保護者は、子育てにおいて大切にしていることとして「読み聞かせなど絵本に親しむこ

と」との回答が多い。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「人と協調し、ものごとを進める力」と答え

た保護者は、子育てにおいて大切にしていることとして「約束やルールを守ること」との回答が多い。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「たくましく生きるための健康や体力」と答

えた保護者は、子育てにおいて大切にしていることとして「体をたくさん動かして遊ぶこと」との回答

が多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
分
の
思
い
を
表
現
し
た
り
、
人

と
対
話
し
た
り
す
る
力 

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力 

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
力 

人
と
協
調
し
、
も
の
ご
と
を
進
め

る
力 

夢
や
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
計
画
的
に
努
力
す
る
力 

情
報
や
情
報
手
段
を
主
体
的
に

選
択
し
、
活
用
す
る
力 

た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健

康
や
体
力 

国
際
感
覚
や
語
学
力 

困
難
な
課
題
に
ね
ば
り
強
く
取

り
組
む
力 

分
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 217 78.8 24.0 32.3 45.6 27.6 15.2 32.3 7.8 25.8 0.5 － － 

子どもの話をよく聞

き、家族でコミュニケ

ーションをとること 

157 82.2 25.5 28.7 42.7 31.2 15.3 33.1 6.4 25.5 0.6 － － 

動画視聴・ゲームの使

用等のルールを決める

こと 

41 78.0 36.6 34.1 46.3 24.4 9.8 19.5 7.3 17.1 2.4 － － 

お手伝いなど、家庭内

での役割を担うこと 
34 73.5 32.4 35.3 44.1 23.5 14.7 29.4 8.8 17.6 2.9 － － 

読み聞かせなど絵本に

親しむこと 
41 80.5 19.5 31.7 41.5 31.7 29.3 36.6 7.3 22.0 － － － 

約束やルールを守るこ

と 
103 76.7 23.3 37.9 55.3 27.2 9.7 27.2 9.7 24.3 － － － 

自分自身を大切にした

り、周りの人を思いや

ったりすること 

130 81.5 20.8 31.5 48.5 30.8 15.4 30.0 6.9 26.2 － － － 

子どもが自分自身で考

えたり決めたりするこ

と 

69 76.8 21.7 26.1 39.1 26.1 20.3 44.9 8.7 30.4 － － － 

体をたくさん動かして

遊ぶこと 
45 77.8 17.8 31.1 35.6 22.2 22.2 48.9 11.1 31.1 － － － 

その他 － － － － － － － － － － － － － 
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問５ 子育てや家庭教育について、行政の支援を期待することは何ですか。（○は３つまで） 

「親子で様々な活動を体験できるイベントの開催」の割合が 56.2％と最も高く、次いで「親子で体

を動かして遊べるイベントの開催」の割合が 36.9％、「様々なことを相談しやすい窓口の周知と充実」

の割合が 30.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 小学校生活について、不安に思うことは何ですか。（○は３つまで） 

「困ったときに助けを求めることができるかなど、先生と子どもの関係構築について」の割合が

65.4％と最も高く、次いで「一緒に遊んだり助け合ったりすることができるかなど、子どもと友人の関

係構築について」の割合が 50.2％、「授業内容を理解できるかなど、子どもの学力について」の割合が

35.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 217 ％

困ったときに助けを求めることができるかな
ど、先生と子どもの関係構築について
一緒に遊んだり助け合ったりすることができる
かなど、子どもと友人の関係構築について
授業内容を理解できるかなど、子どもの学力に
ついて
学校の先生が子どもを受容してくれるかなど、
子どもへの理解について

通学路や近隣での子どもの安全について

積極的に発言したり、自主的に調べたりするこ
とができるかなど、子どもの学びへの意欲や探
身支度や持ち物確認など、子どもの生活習慣の
自立について

放課後の居場所について

学校生活を送るうえで、新たに生じる経済的な
負担について
子どもの発達に応じた適切な支援が受けられる
かについて
子どもや保護者からの相談に対する対応につい
て

不安に思うことは特にない

その他

無回答

65.4

50.2

35.9

28.6

26.7

22.1

13.8

10.6

10.1

6.9

6.0

1.4

1.4

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 217 ％

親子で様々な活動を体験できるイベントの開催

親子で体を動かして遊べるイベントの開催

様々なことを相談しやすい窓口の周知と充実

ホームページやＳＮＳを通じた子育てに関する
情報の提供
食育や非認知能力、デジタル機器との付き合い
方など、子育てに関する保護者向けの講座の開

保護者の交流や仲間づくりができる機会の提供

子どもとの関わり方を学ぶ講座の開催

子育てに関するパンフレット等の配布

その他

無回答

56.2

36.9

30.0

29.5

22.1

21.2

16.6

14.3

7.8

0.5

0 20 40 60 80 100
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問７ 小学校へのスムーズな接続のために必要と感じることは何ですか。（○は３つまで） 

「幼稚園・保育園・こども園からの小学校への引継ぎや情報交換」の割合が 62.2％と最も高く、次

いで「園児の小学校への体験入学」の割合が 54.4％、「同じ小学校区の園児の交流」の割合が 36.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ お子さんの通う園の保育・教育に特に期待することは何ですか。（○は３つまで） 

「他人への思いやりの心や生命を大切にする気持ちを育むこと」の割合が 71.0％と最も高く、次い

で「戸外でたくさん体を動かしたり、自然に触れたりして遊ぶこと」、「友だちとの関わりの中で相手の

思いに気付いたり、折り合いをつけたりすること」の割合が 62.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 217 ％

他人への思いやりの心や生命を大切にする気持
ちを育むこと
戸外でたくさん体を動かしたり、自然に触れた
りして遊ぶこと
友だちとの関わりの中で相手の思いに気付いた
り、折り合いをつけたりすること
園生活の中で礼儀やルール、マナーの大切さに
気付くようにすること

健康や安全の大切さについて伝えること

世代間交流や地域活動などに参加し、地域の人
と触れ合う中で社会性を育むこと
地域の郷土芸能や行事を見たり、参加したりす
ること

その他

無回答

71.0

62.2

62.2

50.2

23.0

10.1

9.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 217 ％

幼稚園・保育園・こども園からの小学校への引
継ぎや情報交換

園児の小学校への体験入学

同じ小学校区の園児の交流

幼児・児童の交流活動

園の先生と小学校の先生が互いの保育・教育に
ついて理解しあうこと
小学校の先生から保護者への学校生活について
の講話

小学校の教員による園の保育参観

保護者による小学校への入学前の授業参観

保育士・幼稚園教諭による小学校の授業参観

その他

特にない

無回答

62.2

54.4

36.9

31.8

24.9

15.7

14.7

7.8

5.5

0.5

0.9

0.0

0 20 40 60 80 100
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問９ お子さんの通う園の運営に特に期待することは何ですか。（○は３つまで） 

「子どもの園での様子を保護者に伝えること」の割合が 86.6％と最も高く、次いで「保護者が気軽

に質問したり相談したりできるようにすること」の割合が 49.8％、「園の教育・保育方針を保護者に伝

えること」の割合が 28.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 小学校に対して特に期待することは何ですか。（○は３つまで） 

「子どもにとって安心・安全な場所であること」、「集団生活の中で人と関わる力を育むこと」の割合

が 62.2％と最も高く、次いで「基本的な学習内容の定着を図ること」の割合が 34.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 217 ％

子どもにとって安心・安全な場所であること

集団生活の中で人と関わる力を育むこと

基本的な学習内容の定着を図ること

情操や豊かな心を育むこと

子どもに公平に接すること

社会の変化や多様性に対応した教育を行うこと

子どもや保護者の相談に対し適切に対応するこ
と
子どもに将来の夢や目標を持たせ、その実現を
支援すること

子どもの体力づくりを推進すること

特にない、分からない

その他

無回答

62.2

62.2

34.1

30.9

28.6

22.1

18.0

17.1

10.6

0.0

0.5

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 217 ％

子どもの園での様子を保護者に伝えること

保護者が気軽に質問したり相談したりできるよ
うにすること

園の教育・保育方針を保護者に伝えること

保護者同士で交流や情報交換する機会をつくる
こと

いつでも自由に園を見学できるようにすること

園で使っていない施設やスペースを保護者や地
域に開放すること
保護者がボランティアで園を支援する仕組をつ
くること
講演会などで子育てに役立つ情報を提供するこ
と

その他

無回答

86.6

49.8

28.1

22.6

13.4

6.9

4.6

3.2

2.8

1.4

0 20 40 60 80 100
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問 11 あなたは、生涯学習をもっと盛んにしていくためには、今後どのようなことが大切だ

と思いますか。（○は３つまで） 

「公共の生涯学習事業を推進する施設を充実させる」の割合が 29.0％と最も高く、次いで「地域や

コミュニティで行う講座の内容や教室を充実させる」の割合が 23.5％、「幅広い世代の学びなおしを推

進する」の割合が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 217 ％

公共の生涯学習事業を推進する施設を充実させ
る
地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を
充実させる

幅広い世代の学びなおしを推進する

専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人
を増やす

市の講座の内容や教室を充実させる

住民への情報提供や相談窓口を充実させる

オンライン学習を充実させる

生涯学習の活動や学んだ成果を広く周知する

団体などの自主的な活動を支援する

市でテーマを共通化した生涯学習（社会教育）
活動に取り組む

分からない

その他

無回答

29.0

23.5

22.6

21.7

20.7

18.4

18.0

14.7

10.6

4.1

18.0

0.9

0.5

0 20 40 60 80 100
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問 12 あなたは、花巻市のスポーツの推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「幼児期の子どもへのスポーツの体験」の割合が 49.3％と最も高く、次いで「各世代にあったスポ

ーツの普及」の割合が 48.8％、「スポーツ指導者の育成」の割合が 20.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 217 ％

幼児期の子どもへのスポーツの体験

各世代にあったスポーツの普及

スポーツ指導者の育成

スポーツ施設の整備促進

スポーツ団体等の活動継続

スポーツイベント・スポーツ大会の開催

中学校の部活動の地域連携・地域移行の実施

地域のスポーツ活動の普及

競技スポーツの選手の強化

障がい者のスポーツの普及

ニュースポーツ等の普及

早起きマラソンの普及

競技スポーツ上位大会への参加支援

スポーツボランティア活動の普及

競技スポーツ審判員の養成

その他

無回答

49.3

48.8

20.7

19.4

17.5

16.6

14.7

14.3

5.5

4.6

3.7

3.2

2.8

2.3

0.9

3.2

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 13 あなたは、花巻市の芸術文化活動の推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「子どもが文化芸術に触れる機会を増やす」の割合が 63.1％と最も高く、次いで「市民が芸術文化

活動に身近に触れる機会を増やす」の割合が 46.5％、「芸術文化活動の発表の機会を増やす」の割合が

22.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 217 ％

子どもが文化芸術に触れる機会を増やす

市民が芸術文化活動に身近に触れる機会を増や
す

芸術文化活動の発表の機会を増やす

公共の芸術文化関係施設（活動・発表・鑑賞な
どをする施設）を充実させる
中学校の（文化部系の）部活動の地域連携・地
域移行を実施する
芸術文化活動への体験会や入門編の開催を増や
す

芸術文化活動内容の市民への情報提供を増やす

芸術文化活動のリーダーや指導者となる人を増
やす

その他

無回答

63.1

46.5

22.1

18.4

17.5

15.7

12.9

9.2

2.8

0.0

0 20 40 60 80 100
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⑤小・中学校教職員 

問１ あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか。 

（○は３つまで） 

「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」の割合が 69.6％と最も高く、次いで「人と協

調し、ものごとを進める力」の割合が 51.1％、「基礎的・基本的な学力」の割合が 36.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

自分の思いを表現したり、人と対話したりする
力

人と協調し、ものごとを進める力

基礎的・基本的な学力

社会の変化に対応できる力

困難な課題にねばり強く取り組む力

夢や目標を持ち、その実現に向けて計画的に努
力する力

たくましく生きるための健康や体力

情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力

国際感覚や語学力

分からない

その他

無回答

69.6

51.1

36.4

34.1

34.1

29.3

24.1

12.2

5.1

0.0

0.6

0.0

0 20 40 60 80 100
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問２ 家庭での子育てにおいて大切だと思うものは何ですか。（○は３つまで） 

「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」の割合が 83.0％と最も高く、次

いで「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に着けさせること」の割合が 78.1％、「良いこと

をした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の割合が 60.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケー
ションをとること
あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身
に着けさせること
良いことをした時は褒め、悪いことをした時は
きちんと叱ること
栄養バランスのとれた食事の習慣や食べ物を大
切すること
携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの正しい使
い方への理解を深めること
子どもと保護者が一緒に様々な体験ができる機
会を増やすこと
テレビやゲームの時間についてのルールを決め
ること

特にない、分からない

その他

無回答

83.0

78.1

60.2

34.9

21.3

9.7

7.4

0.3

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問３ 花巻市の教育全般における課題と感じるものは何ですか。（○は３つまで） 

「学力の向上」の割合が 50.3％と最も高く、次いで「教職員の働き方改革や教員不足」の割合が 50.0％、

「家庭の教育力の向上」の割合が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

学力の向上

教職員の働き方改革や教員不足

家庭の教育力の向上

基本的な生活習慣の定着

不登校への対応

道徳心や規範意識などの向上

学校の施設や設備の改善

部活動の地域移行・連携

特別支援教育の充実

家庭環境などによる教育格差の是正

適正な学校や学級規模の確保

問題行動やいじめへの対応

健康状態や体力の向上

学校・家庭・地域の連携の強化

幼・保・こ・小・中学校間の連携の強化

教職員の指導力の向上

地域の教育力の向上

防災教育や安全教育の充実

ＣＳ（コミュニティ・スクール）の活性化

その他

無回答

50.3

50.0

29.5

24.7

23.0

22.4

17.6

11.9

10.5

9.1

9.1

7.4

6.0

4.8

4.3

3.7

2.6

0.3

0.0

1.4

0.3

0 20 40 60 80 100



 49 

【子どもに必要な資質・能力別】 

問３「花巻市の教育全般における課題と感じるものは何ですか」の結果を、問１「あなたはこれから

の子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか」の結果と対照すると下記の表のとおりと

なります。特徴として、以下のようなことがあげられます。 

・課題として、「学力の向上」と答えた教職員は、これからの子どもたちに必要な資質・能力として

「基礎的・基本的な学力」との回答が多い。 

・課題として、「健康状態や体力の向上」と答えた教職員は、これからの子どもたちに必要な資質・

能力として「たくましく生きるための健康や体力」との回答が多い。 

・課題として、「部活動の地域移行・連携」、「適正な学校や学級規模の確保」と答えた教職員は、こ

れからの子どもたちに必要な資質・能力として「情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力」との

回答が多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
力
の
向
上 

道
徳
心
や
規
範
意

識
な
ど
の
向
上 

健
康
状
態
や
体
力

の
向
上 

基
本
的
な
生
活
習

慣
の
定
着 

問
題
行
動
や
い
じ

め
へ
の
対
応 

不
登
校
へ
の
対
応 

家
庭
環
境
な
ど
に
よ
る

教
育
格
差
の
是
正 

家
庭
の
教
育
力
の

向
上 

地
域
の
教
育
力
の

向
上 

学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
の
強
化 

全  体 352 50.3 22.4 6.0 24.7 7.4 23.0 9.1 29.5 2.6 4.8 

自分の思いを表現したり、人と対話

したりする力 
245 53.1 24.5 5.7 25.7 8.2 24.1 9.4 28.6 2.4 4.5 

基礎的・基本的な学力 128 64.1 23.4 4.7 28.1 5.5 26.6 7.0 27.3 0.8 4.7 

社会の変化に対応できる力 120 51.7 21.7 4.2 21.7 6.7 22.5 10.0 37.5 1.7 5.0 

人と協調し、ものごとを進める力 180 46.7 25.6 6.7 24.4 8.3 22.8 10.0 27.2 3.3 5.0 

夢や目標を持ち、その実現に向けて

計画的に努力する力 
103 50.5 18.4 8.7 25.2 6.8 21.4 8.7 29.1 2.9 8.7 

情報や情報手段を主体的に選択し、

活用する力 
43 53.5 20.9 2.3 20.9 4.7 14.0 7.0 34.9 2.3 4.7 

たくましく生きるための健康や体力 85 34.1 18.8 11.8 24.7 7.1 23.5 11.8 31.8 2.4 3.5 

国際感覚や語学力 18 38.9 27.8 5.6 16.7 5.6 22.2 5.6 27.8 － － 

困難な課題にねばり強く取り組む力 120 48.3 19.2 3.3 23.3 10.0 20.8 9.2 28.3 5.0 4.2 

分からない － － － － － － － － － － － 

その他 2 － 50.0 － 50.0 － 50.0 － － － － 
 

区分 

幼
・
保
・
こ
・
小
・
中
学

校
間
の
連
携
の
強
化 

学
校
の
施
設
や
設

備
の
改
善 

教
職
員
の
指
導
力

の
向
上 

教
職
員
の
働
き
方

改
革
や
教
員
不
足 

部
活
動
の
地
域
移

行
・
連
携 

防
災
教
育
や
安
全

教
育
の
充
実 

Ｃ
Ｓ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
）
の
活
性
化 

特
別
支
援
教
育
の

充
実 

適
正
な
学
校
や
学

級
規
模
の
確
保 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 4.3 17.6 3.7 50.0 11.9 0.3 － 10.5 9.1 1.4 0.3 

自分の思いを表現したり、人と対話し

たりする力 
3.7 17.1 3.7 46.5 11.4 0.4 － 10.6 8.6 1.2 0.4 

基礎的・基本的な学力 3.1 16.4 1.6 43.0 14.8 － － 7.8 7.0 0.8 0.8 

社会の変化に対応できる力 4.2 15.8 3.3 47.5 13.3 － － 10.0 10.8 0.8 0.8 

人と協調し、ものごとを進める力 3.3 17.8 2.2 55.0 10.0 － － 8.9 7.8 1.7 － 

夢や目標を持ち、その実現に向けて計

画的に努力する力 
5.8 17.5 7.8 50.5 9.7 1.0 － 10.7 5.8 2.9 － 

情報や情報手段を主体的に選択し、活

用する力 
7.0 9.3 4.7 51.2 18.6 － － 11.6 16.3 2.3 － 

たくましく生きるための健康や体力 4.7 22.4 4.7 52.9 10.6 1.2 － 12.9 9.4 1.2 － 

国際感覚や語学力 － 27.8 5.6 55.6 11.1 － － 16.7 16.7 － － 

困難な課題にねばり強く取り組む力 6.7 19.2 3.3 56.7 10.8 － － 10.8 10.0 1.7 － 

分からない － － － － － － － － － － － 

その他 － 50.0 － － － － － 50.0 50.0 － － 
  



 50 

問４ 各教科の学習活動以外に、今後特に重点的に取り組むべきものは何だと思いますか。 

（○は３つまで） 

「コミュニケーション能力の育成」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「キャリア教育の充実」の

割合が 38.4％、「情報教育や ICT活用能力向上に向けた指導」の割合が 34.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 児童生徒が望む先生はどのような先生だと思いますか。（○は３つまで） 

「自分の話や意見をしっかりと聞いて、受け止めてくれる先生」の割合が 81.0％と最も高く、次い

で「分かりやすく教えてくれる先生」の割合が 64.5％、「子どもの変化に気が付いて、きちんと対処し

てくれる先生」の割合が 53.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

自分の話や意見をしっかりと聞いて、受け止め
てくれる先生

分かりやすく教えてくれる先生

子どもの変化に気が付いて、きちんと対処して
くれる先生

えこひいきせず、公平に接してくれる先生

だめなことはだめと、厳しく指導してくれる先
生
専門的な指導により興味関心を抱かせてくれる
先生

その他

無回答

81.0

64.5

53.4

48.0

24.4

19.9

0.0

0.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 352 ％

コミュニケーション能力の育成

キャリア教育の充実

情報教育やICT活用能力向上に向けた指導

体験学習の充実

読書活動

人権教育の充実

防災・防犯・交通安全に関する指導

体力向上に関する指導

食育の推進

環境教育の充実

郷土の文化・芸能活動の推進

その他

無回答

62.5

38.4

34.7

26.1

23.9

23.0

18.2

17.9

12.2

10.2

7.7

0.9

0.6

0 20 40 60 80 100
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問６ 「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、次のことについて、どの程度実践し

ていますか。（あてはまるものに〇） 

『①単元や授業の目標を明確にして、児童・生徒に見通しを持たせる』『⑩学習や活動等に最後まで

粘り強く取り組ませるよう工夫している』で「できている」と「どちらかというとできている」をあわ

せた“できている”の割合が高くなっています。一方、『④資料と向き合い自分の考えを構築する時間

を確保している』で「どちらかというとできていない」と「できていない」をあわせた“できていない”

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352

①単元や授業の目標を明確にして、
　児童・生徒に見通しを持たせる

②学習内容等に児童・生徒自らが
　課題をもって取り組ませる

③児童・生徒の思考を促す発問を
　工夫する

④資料と向き合い自分の考えを
　構築する時間を確保している

⑤学習内容や身についたことなどを
　振り返らせ、次の学びや生活との
　つながりを意識させる

⑥評価規準を具体化し、指導との
　一体化を図っている

⑦自分の考えを基に周りとの交流を
　通して、自分の考えを深めたり
　広げさせたりしている

⑧それぞれの教科等における
　「見方・考え方」を児童生徒に
　意識させて学習に取り組ませている

⑨多面的・多角的なものの見方に
　気付かせる工夫をしている

⑩学習や活動等に最後まで粘り強く
　取り組ませるよう工夫している

14.5

8.8

8.5

9.9

11.1

8.0

15.1

7.7

8.0

11.9

72.4

71.9

69.6

59.1

64.2

66.2

59.7

66.2

64.5

72.2

10.2

16.2

19.3

28.1

21.9

20.5

21.0

22.4

25.0

13.4

0.6

0.3

0.6

0.6

2.8

2.0

1.4

0.6

0.3

2.3

2.8

2.6

2.3

2.3

2.6

2.3

2.3

2.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できている どちらかというとできている

どちらかというとできていない できていない

無回答
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問７ 学校において、特別な支援を必要とする児童生徒への教育を充実するためにさらに必要

なことは何だと思いますか。（○は３つまで） 

「非常勤講師等を活用して、人的配置を充実させる」の割合が 61.9％と最も高く、次いで「学校の

教職員全体で協力して支援する」の割合が 60.8％、「支援を必要とする児童生徒にとって安心できる居

場所づくり」の割合が 46.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 先生は、保護者や地域の方にどのようなことを期待されていると思いますか。 

（○は３つまで） 

「教育に対する責任感や愛情をもって接すること」の割合が 61.1％と最も高く、次いで「わかりや

すい授業を工夫すること」の割合が 60.5％、「子どもや保護者の相談に対して、しっかり話を聞いて的

確に助言すること」の割合が 52.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

教育に対する責任感や愛情をもって接すること

わかりやすい授業を工夫すること

子どもや保護者の相談に対して、しっかり話を
聞いて的確に助言すること

子どもに公平に接すること

子どもに将来の夢や目標を持たせ、その実現を
支援すること

情操や豊かな心を育むこと

時代の変化に柔軟に対応する力を育てること

担当教科に関して専門的な指導を行うこと

生活習慣や社会規範の手本となり指導すること

子どもの体力づくりを推進すること

その他

無回答

61.1

60.5

52.6

32.7

28.7

19.9

16.2

8.2

6.8

1.4

0.3

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 352 ％

非常勤講師等を活用して、人的配置を充実させ
る

学校の教職員全体で協力して支援する

支援を必要とする児童生徒にとって安心できる
居場所づくり
特別支援教育についての知識を深めるための研
修機会を増やす

ティームティーチングの体制をとる

関係機関や特別支援学校と連携する

特別支援教育コーディネーターがリーダーシッ
プを発揮する

障がいのない児童生徒との交流の機会を増やす

その他

無回答

61.9

60.8

46.6

31.8

28.7

27.8

14.8

7.7

2.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問９ あなたが、学校教育を推進するうえで保護者や地域住民に協力してほしいと思うことは

どんなことですか。（○は３つまで） 

「非行防止や生徒指導への協力」の割合が 50.3％と最も高く、次いで「学校行事等への参加、協力」

の割合が 38.1％、「児童生徒の登下校の見守り活動」の割合が 35.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

非行防止や生徒指導への協力

学校行事等への参加、協力

児童生徒の登下校の見守り活動

部活動の指導や協力

自然災害時の児童生徒の安全への協力

ＰＴＡ・保護者会などの活動

地域防犯活動への協力

授業の補助や放課後指導の充実

読書活動の支援や読み聞かせ

校内美化活動などの環境整備

授業参観等への参加

特にない

その他

無回答

50.3

38.1

35.2

27.0

26.4

25.3

16.8

12.5

9.9

9.7

7.1

2.3

2.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 10 就学前教育と小学校教育との円滑な接続に向けて、どのような取組が必要だと思いま

すか。（○は３つまで） 

「就学前に、集団生活の中での過ごし方などの協調性を育てること」の割合が 81.8％と最も高く、

次いで「就学前に、学校生活の前提となる基本的な生活習慣や自律性を育てること」の割合が 77.0％、

「就学前に、遊びを通して、学校の教科学習の前提となる体験・経験をさせること」の割合が 41.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 中学校へのスムーズな接続のために必要と感じる（感じた）ことは何ですか。 

（○は３つまで） 

「小学校の教員と中学校の教員との情報交換や引継ぎ」の割合が 82.7％と最も高く、次いで「小学

校の児童による中学校の見学」の割合が 53.7％、「中学校の教員による小学校の授業参観」の割合が

37.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

就学前に、集団生活の中での過ごし方などの協調

性を育てること

就学前に、学校生活の前提となる基本的な生活習

慣や自律性を育てること

就学前に、遊びを通して、学校の教科学習の前提

となる体験・経験をさせること

就学後に、幼児期の生活に基づいて子どもが学校

生活に慣れていけるよう、学校側が工夫や支援を

すること

就学後に、幼児期の学びに基づいた学習内容や指

導方法を学校側が工夫すること

就学後に、学校側が遊びを通して、教科学習に関

する体験・経験をさせること

就学前に、学校の教科学習を先行的に体験・経験

させること

特にない

その他

無回答

81.8

77.0

41.2

28.7

16.8

13.9

5.4

0.0

0.3

0.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 352 ％

小学校の教員と中学校の教員との情報交換や引
継ぎ

小学校の児童による中学校の見学

中学校の教員による小学校の授業参観

小学校の児童・中学校の生徒の交流活動（学習
活動やクラブ活動）
小学校の教員による児童への中学校進学につい
ての事前指導

同じ中学校区の児童の交流

その他

特にない

無回答

82.7

53.7

37.5

36.6

29.3

16.5

1.4

0.6

0.3

0 20 40 60 80 100
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問 12 あなたは、生涯学習をもっと盛んにしていくためには、今後どのようなことが大切だ

と思いますか。（○は３つまで） 

「専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人を増やす」の割合が 34.9％と最も高く、次いで「地

域やコミュニティで行う講座の内容や教室を充実させる」の割合が 34.4％、「公共の生涯学習事業を推

進する施設を充実させる」の割合が 31.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人
を増やす
地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を
充実させる
公共の生涯学習事業を推進する施設を充実させ
る

住民への情報提供や相談窓口を充実させる

市の講座の内容や教室を充実させる

団体などの自主的な活動を支援する

幅広い世代の学びなおしを推進する

生涯学習の活動や学んだ成果を広く周知する

オンライン学習を充実させる

市でテーマを共通化した生涯学習（社会教育）
活動に取り組む

分からない

その他

無回答

34.9

34.4

31.8

27.6

26.7

24.4

20.7

17.0

12.2

8.0

6.0

0.9

0.0

0 20 40 60 80 100



 56 

問 13 あなたは、花巻市のスポーツの推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「各世代にあったスポーツの普及」の割合が 46.9％と最も高く、次いで「中学校の部活動の地域連

携・地域移行の実施」の割合が 42.6％、「スポーツ指導者の育成」の割合が 42.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

各世代にあったスポーツの普及

中学校の部活動の地域連携・地域移行の実施

スポーツ指導者の育成

地域のスポーツ活動の普及

スポーツ施設の整備促進

スポーツ団体等の活動継続

幼児期の子どもへのスポーツの体験

スポーツイベント・スポーツ大会の開催

ニュースポーツ等の普及

スポーツボランティア活動の普及

障がい者のスポーツの普及

競技スポーツの選手の強化

競技スポーツ上位大会への参加支援

早起きマラソンの普及

競技スポーツ審判員の養成

その他

無回答

46.9

42.6

42.3

22.7

19.9

17.6

15.3

9.7

8.8

8.5

5.7

4.8

2.8

2.6

2.0

0.6

0.6

0 20 40 60 80 100
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問 14 あなたは、花巻市の芸術文化活動の推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「市民が芸術文化活動に身近に触れる機会を増やす」の割合が 57.4％と最も高く、次いで「子ども

が文化芸術に触れる機会を増やす」の割合が 51.7％、「中学校の（文化部系の）部活動の地域連携・地

域移行を実施する」の割合が 35.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

市民が芸術文化活動に身近に触れる機会を増や
す

子どもが文化芸術に触れる機会を増やす

中学校の（文化部系の）部活動の地域連携・地
域移行を実施する
公共の芸術文化関係施設（活動・発表・鑑賞な
どをする施設）を充実させる

芸術文化活動内容の市民への情報提供を増やす

芸術文化活動への体験会や入門編の開催を増や
す
芸術文化活動のリーダーや指導者となる人を増
やす

芸術文化活動の発表の機会を増やす

その他

無回答

57.4

51.7

35.2

26.4

24.1

21.3

18.5

15.1

0.0

0.3

0 20 40 60 80 100
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⑥幼稚園・保育園・認定こども園教職員保育士 

問１ あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか。 

（○は３つまで） 

「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」の割合が 86.6％と最も高く、次いで「人と協

調し、ものごとを進める力」の割合が 53.8％、「たくましく生きるための健康や体力」の割合が 46.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 262 ％

自分の思いを表現したり、人と対話したりする
力

人と協調し、ものごとを進める力

たくましく生きるための健康や体力

社会の変化に対応できる力

困難な課題にねばり強く取り組む力

夢や目標を持ち、その実現に向けて計画的に努
力する力

基礎的・基本的な学力

情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力

国際感覚や語学力

分からない

その他

無回答

86.6

53.8

46.6

29.8

28.2

21.8

15.3

6.9

2.7

0.0

0.8

0.0

0 20 40 60 80 100
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問２ 家庭での子育てにおいて大切にすべきことは何だと思いますか。（○は３つまで） 

「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」の割合が 82.4％と最も高く、次

いで「自分自身を大切にしたり、周りの人を思いやったりすること」の割合が 60.7％、「良いことをし

た時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の割合が 43.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 家庭の教育力を向上させるためにはどのような取組が有効だと思いますか。 

（○は３つまで） 

「保護者同士の情報交換や交流の機会の設定」の割合が 57.6％と最も高く、次いで「園の保育参観

や懇談会等での啓発」、「親子で参加できるイベントの開催」の割合が 45.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 262 ％

保護者同士の情報交換や交流の機会の設定

園の保育参観や懇談会等での啓発

親子で参加できるイベントの開催

保護者の保育への参加（ニコニコせんせい体験
など）
基本的な生活習慣の定着を支援する取り組み
（ニコニコチャレンジ等）

子育てに関する講話や講演

その他

無回答

57.6

45.0

45.0

40.1

37.0

30.5

2.7

0.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 262 ％

子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケー
ションをとること
自分自身を大切にしたり、周りの人を思いやっ
たりすること
良いことをした時は褒め、悪いことをした時は
きちんと叱ること

子どもが自分自身で考えたり決めたりすること

約束やルールを守ること

お手伝いなど、家庭内での役割を担うこと

体をたくさん動かして遊ぶこと

読み聞かせなど絵本に親しむこと

動画視聴・ゲームの使用等のルールを決めるこ
と

その他

無回答

82.4

60.7

43.5

30.9

25.2

17.6

14.5

10.7

10.3

0.8

0.0

0 20 40 60 80 100
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問４ 就学前教育と小学校教育との円滑な接続について、重要と感じることは何ですか。 

（○は３つまで） 

「幼稚園・保育園・こども園からの小学校への引継ぎや情報交換」の割合が 60.3％と最も高く、次

いで「園の先生と小学校の先生が互いの保育・教育について理解しあうこと」の割合が 44.3％、「小学

校の先生による園の保育参観」の割合が 38.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 262 ％

幼稚園・保育園・こども園からの小学校への引
継ぎや情報交換
園の先生と小学校の先生が互いの保育・教育に
ついて理解しあうこと

小学校の先生による園の保育参観

園児と小学生との交流の内容や回数

園児の小学校への体験入学

小学校の先生から保護者への学校生活について
の講話

同じ小学校区の園児の交流

保護者による小学校への入学前の授業参観

園の先生と小学校の先生が集まる合同会議や研
究の充実

園の先生による小学校の授業参観

行政（市役所）の連携担当職員の充実

その他

特にない

無回答

60.3

44.3

38.5

32.8

29.8

23.3

14.1

12.2

9.2

8.4

5.0

0.8

0.0

0.4

0 20 40 60 80 100



 61 

問５ 花巻市の教育全般における課題と感じるものは何ですか。（○は３つまで） 

「基本的な生活習慣の定着」の割合が 33.6％と最も高く、次いで「幼・保・こ・小・中学校間の連

携の強化」の割合が 27.1％、「教職員の働き方改革や教員不足」の割合が 26.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 262 ％

基本的な生活習慣の定着

幼・保・こ・小・中学校間の連携の強化

教職員の働き方改革や教員不足

道徳心や規範意識などの向上

問題行動やいじめへの対応

健康状態や体力の向上

家庭の教育力の向上

特別支援教育の充実

学力の向上

家庭環境などによる教育格差の是正

教職員の指導力の向上

学校・家庭・地域の連携の強化

不登校への対応

学校の施設や設備の改善

部活動の地域移行・連携

地域の教育力の向上

適正な学校や学校規模の確保

ＣＳ（コミュニティ・スクール）の活性化

防災教育や安全教育の充実

その他

無回答

33.6

27.1

26.0

25.2

23.7

21.8

20.2

16.8

14.9

13.0

11.5

11.1

9.9

9.2

3.8

2.3

2.3

1.9

1.5

2.7

0.8

0 20 40 60 80 100
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【子どもに必要な資質・能力別】 

問５「花巻市の教育全般における課題と感じるものは何ですか」の結果と、問１「あなたはこれから

の子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか」の結果を対照したものが下記の表で、特

徴として以下のようなことがあげられます。 

・課題として「基本的な生活習慣の定着」と答えた教職員は、これからの子どもに特に必要な資質・

能力として「基礎的・基本的な学力」との回答が多い 

・課題として「幼・保・こ・小・中学校間の連携の強化」と答えた教職員は、これからの子どもに特

に必要な資質・能力として「人と協調し、ものごとを進める力」「夢や目標を持ち、その実現に向けて

計画的に努力する力」との回答が多い。 

・課題として「健康状態や体力の向上」と答えた教職員は、これからの子どもに特に必要な資質・能

力として「たくましく生きるための健康や体力」との回答が多い。 

・課題として「家庭の教育力の向上」、「家庭環境などによる教育格差の是正」、と答えた教職員は、

これからの子どもに特に必要な資質・能力として「国際感覚や語学力」との回答が多い。 

・課題として「学力の向上」と答えた教職員は、これからの子どもに特に必要な資質・能力として「基

礎的・基本的な学力」との回答が多い。 

・課題として「問題行動やいじめへの対応」と答えた教職員は、これからの子どもに特に必要な資

質・能力として「夢や目標を持ち、その実現に向けて計画的に努力する力」との回答が多い。 

・課題として「不登校への対応」と答えた教職員は、これからの子どもに特に必要な資質・能力とし

て「社会の変化に対応できる力」との回答が多い。 

・課題として「家庭の教育力の向上」と答えた教職員は、これからの子どもに特に必要な資質・能力

として「国際感覚や語学力」との回答が多い。 

・課題として「教職員の働き方改革や教員不足」と答えた教職員は、これからの子どもに特に必要な

資質・能力として「情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力」との回答が多い。 

 

 

  



 63 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
力
の
向
上 

道
徳
心
や
規
範
意
識
な

ど
の
向
上 

健
康
状
態
や
体
力
の
向

上 基
本
的
な
生
活
習
慣
の

定
着 

問
題
行
動
や
い
じ
め
へ

の
対
応 

不
登
校
へ
の
対
応 

家
庭
環
境
な
ど
に
よ
る

教
育
格
差
の
是
正 

家
庭
の
教
育
力
の
向
上 

地
域
の
教
育
力
の
向
上 

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
の
強
化 

全  体 262 14.9 25.2 21.8 33.6 23.7 9.9 13.0 20.2 2.3 11.1 

自分の思いを表現したり、人

と対話したりする力 
227 14.1 25.6 21.1 36.1 25.6 10.1 11.0 19.4 2.2 11.0 

基礎的・基本的な学力 40 27.5 30.0 20.0 40.0 17.5 12.5 22.5 20.0 － 12.5 

社会の変化に対応できる力 78 20.5 29.5 16.7 28.2 23.1 15.4 10.3 15.4 1.3 16.7 

人と協調し、ものごとを進め

る力 
141 15.6 28.4 19.9 34.8 20.6 11.3 8.5 19.1 3.5 9.9 

夢や目標を持ち、その実現に

向けて計画的に努力する力 
57 14.0 22.8 12.3 33.3 36.8 8.8 21.1 29.8 1.8 8.8 

情報や情報手段を主体的に選

択し、活用する力 
18 16.7 22.2 27.8 11.1 27.8 11.1 5.6 22.2 5.6 11.1 

たくましく生きるための健康

や体力 
122 12.3 21.3 35.2 33.6 18.9 8.2 16.4 18.9 1.6 9.8 

国際感覚や語学力 7 － 14.3 28.6 28.6 14.3 － 28.6 57.1 14.3 － 

困難な課題にねばり強く取り

組む力 
74 9.5 21.6 17.6 33.8 24.3 6.8 13.5 24.3 1.4 8.1 

分からない － － － － － － － － － － － 

その他 2 － － － － － － － 50.0 － 50.0 
 

区分 

幼
・
保
・
こ
・
小
・
中
学

校
間
の
連
携
の
強
化 

学
校
の
施
設
や
設
備
の

改
善 

教
職
員
の
指
導
力
の
向

上 教
職
員
の
働
き
方
改
革

や
教
員
不
足 

部
活
動
の
地
域
移
行
・

連
携 

防
災
教
育
や
安
全
教
育

の
充
実 

Ｃ
Ｓ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
）
の
活
性
化 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 

適
正
な
学
校
や
学
校
規

模
の
確
保 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 27.1 9.2 11.5 26.0 3.8 1.5 1.9 16.8 2.3 2.7 0.8 

自分の思いを表現したり、人

と対話したりする力 
27.3 7.0 11.0 25.1 3.1 1.3 1.8 18.5 2.2 2.2 0.9 

基礎的・基本的な学力 22.5 5.0 5.0 27.5 7.5 － － 12.5 2.5 5.0 － 

社会の変化に対応できる力 26.9 12.8 12.8 26.9 6.4 1.3 3.8 11.5 2.6 1.3 1.3 

人と協調し、ものごとを進め

る力 
30.5 7.8 11.3 24.8 1.4 0.7 1.4 17.7 1.4 4.3 1.4 

夢や目標を持ち、その実現に

向けて計画的に努力する力 
33.3 10.5 8.8 19.3 5.3 － 1.8 19.3 1.8 3.5 － 

情報や情報手段を主体的に選

択し、活用する力 
16.7 11.1 － 38.9 11.1 16.7 － 22.2 － － － 

たくましく生きるための健康

や体力 
24.6 9.8 15.6 27.9 3.3 2.5 1.6 15.6 4.1 1.6 0.8 

国際感覚や語学力 28.6 14.3 14.3 28.6 － － － － － － － 

困難な課題にねばり強く取り

組む力 
24.3 10.8 14.9 29.7 5.4 1.4 4.1 18.9 2.7 1.4 － 

分からない － － － － － － － － － － － 

その他 － 100.0 － 50.0 － － － － － － － 
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問６ あなたが、日頃、保護者や地域住民に協力してほしいと思うことはどんなことですか。 

（○は３つまで） 

「園の運営・保育方針への理解」の割合が 57.3％と最も高く、次いで「行事等への参加、協力」の

割合が 41.2％、「保育体験等への参加」の割合が 32.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 参加している研修会の種類と満足度について教えてください。（あてはまるものに〇） 

『⑤県や市の幼児教育アドバイザーの活用による園内研修会』で「あまり満足していない」と「満足

していない」をあわせた“満足していない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 262 ％

園の運営・保育方針への理解

行事等への参加、協力

保育体験等への参加

園児の登下校の見守り活動

防犯活動への協力

ＰＴＡ・保護者会などの活動

特にない

その他

無回答

57.3

41.2

32.1

31.3

30.9

14.5

7.3

1.9

1.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 262

①花巻市（教育委員会含む）が
　主催する研修会

②岩手県立総合教育センター等が
　主催する研修会

③岩手県指定キャリアアップ研修

④幼稚園や保育園・認定こども園
　等が加盟している協会等の研修会

⑤県や市の幼児教育アドバイザーの
　活用による園内研修会

⑥その他

23.3

21.8

25.2

22.1

22.1

18.7

64.5

65.3

61.5

64.1

59.5

53.8

6.5

6.5

8.4

6.9

9.2

5.7

2.7

3.1

1.1

1.9

4.2

3.1

3.1

3.4

3.8

5.0

5.0

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している だいたい満足している あまり満足していない

満足していない 無回答
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問７で「あまり満足していない」「満足していない」と答えた方にお聞きします。 

問７－１ あまり満足していない、満足していないと答えた方は最もあてはまる理由をお聞か

せください。（○は１つだけ） 

「参加したいが研修に出る時間や人的なゆとりがない」の割合が 38.2％と最も高く、次いで「受講

したい内容の研修がない」の割合が 16.4％、「研修の必要性を感じない」の割合が 12.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたは、生涯学習をもっと盛んにしていくためには、今後どのようなことが大切だと

思いますか。（○は３つまで） 

「専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人を増やす」の割合が 31.3％と最も高く、次いで「公

共の生涯学習活動をする施設を充実させる」の割合が 30.2％、「市の講座の内容や教室を充実させる」

の割合が 29.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 55 16.4 3.6 38.2 12.7 12.7 16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 262 ％

専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人
を増やす

公共の生涯学習活動をする施設を充実させる

市の講座の内容や教室を充実させる

住民への情報提供や相談窓口を充実させる

幅広い世代の学びなおしを推進する

地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を
充実させる

団体などの自主的な活動を支援する

生涯学習の活動や学んだ成果を広く周知する

オンライン学習を充実させる

市でテーマを共通化した生涯学習（社会教育）
活動に取り組む

分からない

その他

無回答

31.3

30.2

29.8

25.6

23.3

21.0

11.8

11.5

11.1

5.7

10.3

2.3

0.0

0 20 40 60 80 100

受講したい内容の研修がない 研修の回数が少ない

参加したいが研修に出る時間や人的なゆとりがない 研修の必要性を感じない

その他 無回答
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問９ あなたは、花巻市のスポーツの推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「各世代にあったスポーツの普及」の割合が 50.4％と最も高く、次いで「幼児期の子どもへのスポ

ーツの体験」の割合が 45.8％、「スポーツ指導者の育成」の割合が 29.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 262 ％

各世代にあったスポーツの普及

幼児期の子どもへのスポーツの体験

スポーツ指導者の育成

スポーツ団体等の活動継続

スポーツイベント・スポーツ大会の開催

スポーツ施設の整備促進

地域のスポーツ活動の普及

中学校の部活動の地域連携・地域移行の実施

競技スポーツの選手の強化

障がい者のスポーツの普及

ニュースポーツ等の普及

競技スポーツ上位大会への参加支援

早起きマラソンの普及

競技スポーツ審判員の養成

スポーツボランティア活動の普及

その他

無回答

50.4

45.8

29.4

17.9

15.3

14.9

12.6

12.6

8.4

4.6

4.6

3.1

2.7

1.9

1.9

1.5

0.8

0 20 40 60 80 100
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問 10 あなたは、花巻市の芸術文化活動の推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「子どもが文化芸術に触れる機会を増やす」の割合が 67.6％と最も高く、次いで「市民が芸術文化

活動に身近に触れる機会を増やす」の割合が 52.3％、「公共の芸術文化関係施設（活動・発表・鑑賞な

どをする施設）を充実させる」の割合が 26.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 262 ％

子どもが文化芸術に触れる機会を増やす

市民が芸術文化活動に身近に触れる機会を増や
す
公共の芸術文化関係施設（活動・発表・鑑賞な
どをする施設）を充実させる
芸術文化活動への体験会や入門編の開催を増や
す

芸術文化活動の発表の機会を増やす

芸術文化活動内容の市民への情報提供を増やす

芸術文化活動のリーダーや指導者となる人を増
やす
中学校の（文化部系の）部活動の地域連携・地
域移行を実施する

その他

無回答

67.6

52.3

26.0

22.1

16.8

14.9

14.1

11.5

1.5

1.1

0 20 40 60 80 100
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⑦教育振興運動推進協議会・学校運営協議会・コミュニティ会議 

問１ 地域における子どもへの教育を考えるうえで課題と考えることはありますか。 

（○は３つまで） 

「生涯学習（社会教育）や地域行事を企画しても参加者が集まらない」の割合が 43.5％と最も高く、

次いで「地域の人材・スタッフが不足している」の割合が 38.1％、「保護者が地域に何を求めているの

か分からない」の割合が 37.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 315 ％

生涯学習（社会教育）や地域行事を企画しても
参加者が集まらない

地域の人材・スタッフが不足している

保護者が地域に何を求めているのか分からない

地域として目指す姿の共有が不十分

子どもたちが安全・安心に遊べる場所・集まれ
る場所が地域にない（少ない）
生涯学習（社会教育）や地域行事を企画・運営
するノウハウが不足している

子どもが地域に何を求めているのか分からない

特にない

その他

無回答

43.5

38.1

37.8

36.2

30.8

24.4

21.9

1.0

7.9

1.0

0 20 40 60 80 100
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問２ 地域における子どもへの教育を考えるうえでどのような取り組みが必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

「子どもが、保護者以外の大人（近所の人）とふれあう機会を増やす」の割合が 42.9％と最も高く、

次いで「郷土芸能や自然体験学習などを通して子どもたちに地域について学ぶ機会を提供する」の割合

が 40.6％、「地域の大人が、地域の子どもに関心を持ち、ほめたり、注意したりする」の割合が 40.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 315 ％

子どもが、保護者以外の大人（近所の人）とふ
れあう機会を増やす
郷土芸能や自然体験学習などを通して子どもた
ちに地域について学ぶ機会を提供する
地域の大人が、地域の子どもに関心を持ち、ほ
めたり、注意したりする

世代間が交流できる行事などを活発にする

防犯活動や環境整備などにより、子どもたちが
地域で安心して遊べるようにする
家族同士の交流など、近所づきあいを活発にす
る
ボランティア活動等誰でも参加できる地域活動
を活発にする
地域の大人が子どもの模範となれるよう心がけ
る

特にない

その他

無回答

42.9

40.6

40.0

39.4

33.7

24.4

21.3

12.7

0.3

3.2

0.3

0 20 40 60 80 100
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問３ あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか。 

（○は３つまで） 

「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」の割合が 65.4％と最も高く、次いで「人と協

調し、ものごとを進める力」の割合が 60.6％、「困難な課題にねばり強く取り組む力」の割合が 34.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 家庭での子育てにおいて大切だと思うものは何ですか。（○は３つまで） 

「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」の割合が 76.8％と最も高く、次

いで「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に着けさせること」の割合が 61.6％、「良いこと

をした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の割合が 54.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 315 ％

子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケー
ションをとること
あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身
に着けさせること
良いことをした時は褒め、悪いことをした時は
きちんと叱ること
栄養バランスのとれた食事の習慣や食べ物を大
切すること
子どもと保護者が一緒に様々な体験ができる機
会を増やすこと
携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの正しい使
い方への理解を深めること
テレビやゲームの時間についてのルールを決め
ること

特にない、分からない

その他

無回答

76.8

61.6

54.3

31.1

25.7

20.3

9.5

0.0

2.9

0.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 315 ％

自分の思いを表現したり、人と対話したりする
力

人と協調し、ものごとを進める力

困難な課題にねばり強く取り組む力

夢や目標を持ち、その実現に向けて計画的に努
力する力

たくましく生きるための健康や体力

社会の変化に対応できる力

基礎的・基本的な学力

情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力

国際感覚や語学力

分からない

その他

無回答

65.4

60.6

34.0

32.7

29.2

22.5

14.9

13.3

11.4

0.0

2.5

0.3

0 20 40 60 80 100
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問５ 家庭における教育では子どもに何を身に着けることを重視すべきと考えますか。 

（○は３つまで） 

「他人を思いやる心」の割合が 57.5％と最も高く、次いで「基本的な生活習慣（早寝早起きなど）」

の割合が 57.1％、「社会のモラルやルールを守る心」の割合が 51.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 小中学校の先生に、教科の授業以外で特に期待することは何ですか。（○は３つまで） 

「他人への思いやりの心や生命の大切さについて教えること」の割合が 77.5％と最も高く、次いで

「礼儀やルール、マナーについて教えること」の割合が 55.2％、「体験活動やボランティア活動に関す

る指導をすること」の割合が 30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 315 ％

他人への思いやりの心や生命の大切さについて
教えること

礼儀やルール、マナーについて教えること

体験活動やボランティア活動に関する指導をす
ること
キャリア教育（児童生徒一人ひとりの勤労観、
職業観を育てる教育）を行うこと

健康や安全について指導すること

郷土の歴史や文化について伝えること

進路指導をすること

生徒会、委員会や学校行事に関する指導をする
こと

部活動の指導をすること

その他

無回答

77.5

55.2

30.2

28.3

23.5

20.6

8.3

7.9

5.1

6.0

1.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 315 ％

他人を思いやる心

基本的な生活習慣（早寝早起きなど）

社会のモラルやルールを守る心

自ら考え行動する力

自分自身や家族を大切にする心

命を大切にする心

家庭内での役割を担うこと（お手伝いなど）

家での学習や読書の習慣

その他

無回答

57.5

57.1

51.1

32.7

32.4

32.1

20.6

8.6

0.6

0.3

0 20 40 60 80 100
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問７ あなたが、今後活動の成果を展開していく上で必要な市の支援はどのようなことですか。 

（○は３つまで） 

「学校との連携支援」の割合が 50.5％と最も高く、次いで「活動上必要な情報の提供」の割合が 46.3％、

「活動の機会を広げるコーディネーターの充実」の割合が 33.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 市は、今後特にどのような生涯学習を充実させていくべきだと思いますか。（１つに〇） 

「共通の体験等を通して仲間づくりを行うための生涯学習」の割合が 22.5％と最も高く、次いで「趣

味を追求するなど自分の感性や視野を広げる生涯学習」の割合が 16.8％、「地域の課題解決を支援する

生涯学習」の割合が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 315 ％

学校との連携支援

活動上必要な情報の提供

活動の機会を広げるコーディネーターの充実

他団体との交流の支援

ボランティア・支援者募集への支援

備品などの支援

取組や活動についてのＰＲ

成果の発表の場や機会の支援

団体運営上のアドバイス

特に必要な支援はない

その他

無回答

50.5

46.3

33.0

26.0

25.7

21.6

15.6

14.6

11.7

1.0

4.1

2.2

0 20 40 60 80 100

キャリアアップやリカレント（学びなおし）など自分を高めるための生涯学習

趣味を追求するなど自分の感性や視野を広げる生涯学習

自分の生活に新たな気付きを与える生涯学習

共通の体験等を通して仲間づくりを行うための生涯学習

地域の課題解決を支援する生涯学習

分からない

その他

無回答

回答者数 =

　 315 12.4 16.8 16.2 22.5 16.5

3.5

2.5 9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問９ 生涯学習活動の成果（学んだこと等）を地域に還元するためのご提案等はありますか。 

（１つに〇） 

「生涯学習活動を行っている方がボランティアや地域行事等の地域づくり活動に参画できるように

する。」の割合が 44.8％と最も高く、次いで「生涯学習活動を行っている方が講師・指導者として活動

できるようにする」の割合が 25.7％、「生涯学習活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できる

ようにする」の割合が 14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 315 25.7 14.0 44.8 10.5 2.5 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティアや地域行事等の地域づくり活動

に参画できるようにする

分からない

その他

無回答

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティ

分からない

その他

無回答

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティ

分からない

その他

無回答
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問 11 あなたは、生涯学習（社会教育）をもっと盛んにしていくためには、今後どのような

ことが大切だと思いますか。（○は３つまで） 

「地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を充実させる」の割合が 41.0％と最も高く、次いで

「団体などの自主的な活動を支援する」の割合が 37.1％、「専門職員やそれらのリーダー、指導者とな

る人を増やす」の割合が 29.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 315 ％

地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を
充実させる

団体などの自主的な活動を支援する

専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人
を増やす

住民への情報提供や相談窓口を充実させる

市の講座の内容や教室を充実させる

幅広い世代の学びなおしを推進する

生涯学習の活動や学んだ成果を広く周知する

公共の生涯学習事業を推進する施設を充実させ
る
市でテーマを共通化した生涯学習（社会教育）
活動に取り組む

オンライン学習を充実させる

分からない

その他

無回答

41.0

37.1

29.2

22.2

21.6

19.4

18.4

17.1

12.4

8.6

1.9

5.1

6.7

0 20 40 60 80 100
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⑧スポーツ（体育）協会 

問１ 地域におけるスポーツ振興に向け、活動をしながら日頃心がけていることはありますか。 

（○は３つまで） 

「スポーツを通じた地域コミュニティの形成や活性化」の割合が 49.4％と最も高く、次いで「スポ

ーツを通じた青少年の健全育成」の割合が 44.3％、「スポーツを通じた世代間の交流促進」の割合が

38.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 79 ％

スポーツを通じた地域コミュニティの形成や活
性化

スポーツを通じた青少年の健全育成

スポーツを通じた世代間の交流促進

スポーツを通じた市民の健康増進

市民のスポーツ競技力の向上

スポーツを通じた子どもの体力づくり

スポーツを通じた高齢者の生きがいづくり・介
護予防

スポーツを通じた市民の一体感の気運づくり

スポーツを通じた親子や家族の交流

その他

特にない

無回答

49.4

44.3

38.0

34.2

29.1

27.8

26.6

13.9

11.4

0.0

2.5

0.0

0 20 40 60 80 100



 76 

問２ スポーツ・運動を指導していく上で、自分自身に対し感じている課題はありますか。 

（○は３つまで） 

「指導の時間が十分にとれない」の割合が 51.9％と最も高く、次いで「体力面に不安がある」の割

合が 36.7％、「指導する際の金銭的負担が大きい」の割合が 30.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 79 ％

指導の時間が十分にとれない

体力面に不安がある

指導する際の金銭的負担が大きい

指導する上での技術に不安がある

指導する上での知識に不安がある

参加者とのコミュニケーションに不安がある

参加者が上達するか不安がある

家族の理解が得られない

その他

特にない

無回答

51.9

36.7

30.4

26.6

21.5

21.5

10.1

6.3

2.5

11.4

0.0

0 20 40 60 80 100
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問３ 花巻市のスポーツ施策について日頃感じていることをお答えください。 

（あてはまるものに〇） 

『①競技人口が減少している』で「思う」と「どちらかというとそう思う」をあわせた“思う”の割

合が高くなっています。一方、『②大会等における成績が向上しない』『⑰団体内の連携ができていな

い』で「どちらかというとそう思わない」と「思わない」をあわせた“思わない”の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない 思わない

わからない・回答できない 無回答

回答者数 = 79

①競技人口が減少している

②大会等における成績が向上しない

③選手強化を定期的に行える施設が
　少ない

④選手強化費が少ない

⑤全体的に指導者が少ない

⑥トップレベルの指導ができる
　指導者が少ない

⑦指導者が高齢化している

⑧指導者がうまく活用されていない

⑨指導者の育成が難しい

⑩一貫した指導が行われていない

⑪ジュニアレベルの指導ができる
　指導者が少ない

⑫審判員が少ない

⑬登録者数・会員数が少ない
　（減少している）

⑭団体の運営費が少ない

⑮団体運営を行う人材が少ない

⑯団体運営を行う人が高齢化
　している

⑰団体内の連携ができていない

⑱他のスポーツ関連団体との連携が
　できていない

70.9

7.6

30.4

35.4

32.9

44.3

46.8

17.7

36.7

21.5

24.1

22.8

51.9

44.3

48.1

54.4

8.9

21.5

17.7

21.5

22.8

26.6

35.4

29.1

30.4

34.2

35.4

20.3

31.6

35.4

29.1

30.4

30.4

29.1

19.0

31.6

5.1

25.3

19.0

15.2

16.5

5.1

10.1

20.3

12.7

22.8

19.0

13.9

7.6

11.4

11.4

7.6

29.1

15.2

1.3

30.4

22.8

7.6

7.6

13.9

3.8

11.4

3.8

12.7

10.1

8.9

2.5

3.8

1.3

2.5

26.6

7.6

3.8

11.4

2.5

11.4

5.1

5.1

6.3

13.9

8.9

20.3

12.7

16.5

7.6

6.3

6.3

3.8

13.9

20.3

1.3

3.8

2.5

3.8

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

1.3

3.8

2.5

2.5

2.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問４ ご自身の所属する団体の活動をさらに充実して行くために必要なことは何ですか。 

（○は３つまで） 

「会員・指導者同士の購入を深める」の割合が 53.2％と最も高く、次いで「市民に活動を知っても

らう」の割合が 50.6％、「活動機会を増やす」、「指導者を増やし一人の負担を減らす」の割合が 35.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 79 ％

会員・指導者同士の交流を深める

市民に活動を知ってもらう

活動機会を増やす

指導者を増やし一人の負担を減らす

研修の充実

その他

無回答

53.2

50.6

35.4

35.4

34.2

6.3

0.0

0 20 40 60 80 100
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問５ あなたは、花巻市のスポーツの推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

「地域のスポーツ活動の普及」、「スポーツ団体等の活動継続」の割合が 31.6％と最も高く、次いで

「スポーツ指導者の育成」、「スポーツイベント・スポーツ大会の開催」の割合が 29.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 79 ％

地域のスポーツ活動の普及

スポーツ団体等の活動継続

スポーツ指導者の育成

スポーツイベント・スポーツ大会の開催

各世代にあったスポーツの普及

スポーツ施設の整備促進

中学校の部活動の地域連携・地域移行の実施

競技スポーツ上位大会への参加支援

競技スポーツの選手の強化

幼児期の子どもへのスポーツの体験

ニュースポーツ等の普及

競技スポーツ審判員の養成

スポーツボランティア活動の普及

障がい者のスポーツの普及

早起きマラソンの普及

その他

無回答

31.6

31.6

29.1

29.1

26.6

25.3

20.3

16.5

11.4

11.4

7.6

5.1

5.1

3.8

3.8

3.8

0.0

0 20 40 60 80 100



 80 

問６ 花巻市におけるスポーツ振興に向けて、市にどのような支援を期待しますか。 

（○は３つまで） 

「補助金の充実」の割合が 64.6％と最も高く、次いで「練習や大会に使用する場所や施設の適正な

管理」の割合が 60.8％、「トップレベルの試合や人材にふれる機会の創出」の割合が 31.6％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 79 ％

補助金の充実

練習や大会に使用する場所や施設の適正な管理

トップレベルの試合や人材にふれる機会の創出

団体活動に関する情報発信の支援

スポーツ活動に関する情報の提供

指導者のあっ旋・育成支援

スタッフやボランティアのあっ旋・育成支援

怪我などへ対応できる医療機関等の充実

他団体との連携を行う際のコーディネート

その他

特にない

無回答

64.6

60.8

31.6

27.8

25.3

13.9

10.1

7.6

5.1

1.3

3.8

0.0

0 20 40 60 80 100
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問７ あなたは、開催するスポーツ活動の周知をどのような方法で発信していますか。 

（○はいくつでも） 

「体育施設等でのポスター掲示」、「知人、友人から」の割合が 31.6％と最も高く、次いで「体育施

設等でのチラシ配架」の割合が 29.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ スポーツに関わらず、あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだ

と思いますか。（○は３つまで） 

「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」、「人と協調し、ものごとを進める力」の割合が

54.4％と最も高く、次いで「夢や目標をもち、その実現に向けて計画的に努力する力」の割合が 48.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 79 ％

体育施設等でのポスター掲示

知人、友人から

体育施設等でのチラシ配架

市広報

ＳＮＳ

新聞

学校等からのお知らせ

市ホームページ

テレビ・ラジオ

その他

無回答

31.6

31.6

29.1

27.8

27.8

15.2

12.7

6.3

2.5

15.2

7.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 79 ％

自分の思いを表現したり、人と対話したりする
力

人と協調し、ものごとを進める力

夢や目標をもち、その実現に向けて計画的に努
力する力

たくましく生きるための健康や体力

基礎的・基本的な学力

社会の変化に対応できる力

困難な課題にねばり強く取り組む力

国際感覚や語学力

情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力

分からない

無回答

54.4

54.4

48.1

34.2

24.1

19.0

17.7

12.7

10.1

1.3

2.5

0 20 40 60 80 100
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問９ 家庭での子育てにおいて大切だと思うものは何ですか。（○は３つまで） 

「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」の割合が 68.4％と最も高く、次

いで「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に付けさせること」の割合が 64.6％、「良いこと

をした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の割合が 40.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 小中学校の先生に、教科の授業以外で特に期待することは何ですか。（○は３つまで） 

「他人への思いやりの心や生命の大切さについて教えること」の割合が 78.5％と最も高く、次いで

「礼儀やルール、マナーについて教えること」の割合が 72.2％、「健康や安全について指導すること」

の割合が 34.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 79 ％

子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケー
ションをとること
あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身
に付けさせること
良いことをした時は褒め、悪いことをした時は
きちんと叱ること
栄養バランスのとれた食事の習慣や食べ物を大
切にすること
子どもと保護者が一緒に様々な体験ができる機
会を増やすこと
携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの正しい使
い方への理解を深めること
テレビやゲーム等の時間についてのルールを決
めること

特にない、わからない

その他

無回答

68.4

64.6

40.5

36.7

25.3

20.3

17.7

0.0

1.3

2.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 79 ％

他人への思いやりの心や生命の大切さについて
教えること

礼儀やルール、マナーについて教えること

健康や安全について指導すること

体験活動やボランティア活動に関する指導をす
ること
キャリア教育（児童生徒一人ひとりの勤労観、
職業観を育てる教育）を行うこと

郷土の歴史や文化について伝えること

部活動の指導をすること

進路指導をすること

生徒会、委員会や学校行事に関する指導をする
こと

その他

無回答

78.5

72.2

34.2

26.6

22.8

16.5

6.3

5.1

2.5

1.3

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 11 あなたは、生涯学習をもっと盛んにしていくためには、今後どのようなことが大切だ

と思いますか。（○は３つまで） 

「団体などの自主的な活動を支援する」の割合が 50.6％と最も高く、次いで「地域やコミュニティ

で行う講座の内容や教室を充実させる」、「生涯学習事業を推進する公共の施設を充実させる」の割合が

31.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 79 ％

団体などの自主的な活動を支援する

地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を
充実させる
生涯学習事業を推進する公共の施設を充実させ
る

住民への情報提供や相談窓口を充実させる

専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人
を増やす

生涯学習の活動や学んだ成果を広く周知する

市の講座の内容や教室を充実させる

幅広い世代の学びなおしを推進する

市でテーマを共通化した生涯学習（社会教育）
活動に取り組む

オンライン学習を充実させる

分からない

その他

無回答

50.6

31.6

31.6

29.1

29.1

20.3

17.7

16.5

10.1

8.9

5.1

1.3

1.3

0 20 40 60 80 100
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⑨芸術協会 

問１ あなたの所属する団体の主な活動分野を教えてください。（○はいくつでも） 

「伝統芸能」の割合が 26.7％と最も高く、次いで「音楽」、「踊り」の割合が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 75 ％

伝統芸能

音楽

踊り

文芸

美術・工芸

茶道

写真

書道

華道

演劇

その他

無回答

26.7

18.7

18.7

17.3

12.0

8.0

5.3

4.0

4.0

2.7

6.7

1.3

0 20 40 60 80 100
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問２ あなたの所属する団体の主な活動場所を教えてください。（○は３つまで） 

「自宅」の割合が 25.3％と最も高く、次いで「東和（東和総合支所、東和総合福祉センター、東和

コミュニティセンター）」の割合が 24.0％、「まなび学園（生涯学園都市会館）」、「石鳥谷（石鳥谷総合

支所、石鳥谷生涯学習会館）」、「花巻市文化会館」の割合が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 75 ％

自宅

東和（東和総合支所、東和総合福祉センター、
東和コミュニティセンター）

まなび学園（生涯学園都市会館）

石鳥谷（石鳥谷総合支所、石鳥谷生涯学習会
館）

花巻市文化会館

大迫（大迫総合支所、大迫交流活性化セン
ター）

各振興センター

自治公民館

なはんプラザ

民間施設

図書館

体育館

博物館

その他

無回答

25.3

24.0

17.3

17.3

17.3

16.0

16.0

16.0

8.0

5.3

4.0

4.0

0.0

13.3

2.7

0 20 40 60 80 100
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問３ あなたの所属する団体が活動情報やイベント情報などの周知をする際、活用している手

段は何ですか。（○は３つまで） 

「市広報」の割合が 46.7％と最も高く、次いで「文化施設等でのチラシ配架」の割合が 37.3％、「文

化施設等でのポスター掲示」、「知人、友人から」の割合が 36.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 団体の活動上の課題（困っていることなど）はどのようなことですか。 

（○は３つまで） 

「新たな会員の確保が難しい」の割合が 74.7％と最も高く、次いで「費用がかかる」の割合が 30.7％、

「活動の成果を生かす場や機会が少ない」の割合が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 75 ％

新たな会員の確保が難しい

費用がかかる

活動の成果を生かす場や機会が少ない

会員が集まる時間の確保が難しい

活動内容をPRする情報発信ができない

リーダーや役員のなり手がいない

適当な活動場所の確保が難しい

人間関係が難しい

活動に必要な情報が得られない

その他

特にない

無回答

74.7

30.7

21.3

14.7

13.3

12.0

8.0

1.3

1.3

1.3

9.3

5.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 75 ％

市広報

文化施設等でのチラシ配架

文化施設等でのポスター掲示

知人、友人から

新聞

ＳＮＳ

市ホームページ

学校等からのお知らせ

テレビ・ラジオ

その他

無回答

46.7

37.3

36.0

36.0

12.0

10.7

9.3

4.0

1.3

8.0

6.7

0 20 40 60 80 100
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問６ 生涯学習（芸術文化）活動の成果（学んだこと）を地域に還元するためのご提案等はあ

りますか。（○は１つだけ） 

「生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティアや地域行事等の地域づくり活動に参画で

きるようにする」の割合が 36.0％と最も高く、次いで「生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が

講師・指導者として活動できるようにする」の割合が 24.0％、「分からない」の割合が 13.3％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ あなたは、花巻市の芸術文化活動の推進について、何が重要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

「子どもが文化芸術に触れる機会を増やす」の割合が 49.3％と最も高く、次いで「市民が芸術文化

活動に身近に触れる機会を増やす」の割合が 45.3％、「芸術文化活動への体験会や入門編の開催を増や

す」の割合が 37.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 75 ％

子どもが文化芸術に触れる機会を増やす

市民が芸術文化活動に身近に触れる機会を増や
す
芸術文化活動への体験会や入門編の開催を増や
す
公共の芸術文化関係施設（活動・発表・鑑賞な
どをする施設）を充実させる

芸術文化活動の発表の機会を増やす

芸術文化活動内容の市民への情報提供を増やす

中学校の（文化部系の）部活動の地域連携・地
域移行を実施する
芸術文化活動のリーダーや指導者となる人を増
やす

その他

無回答

49.3

45.3

37.3

30.7

29.3

28.0

16.0

14.7

2.7

5.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 =

　 75 24.0 10.7 36.0 13.3 2.7 13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティアや地域行事等の地域づくり活動

に参画できるようにする

分からない

その他

無回答

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティ

分からない

その他

無回答

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティ

分からない

その他

無回答
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問８ あなたは、芸術文化活動に関わらず、広く生涯学習をもっと盛んにしていくためには、

今後どのようなことが大切だと思いますか。（○は３つまで） 

「団体などの自主的な活動を支援する」の割合が 50.7％と最も高く、次いで「地域やコミュニティ

で行う講座の内容を充実させる」の割合が 34.7％、「市の講座の内容を充実させる」の割合が 24.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 75 ％

団体などの自主的な活動を支援する

地域やコミュニティで行う講座の内容を充実さ
せる

市の講座の内容を充実させる

生涯学習事業を推進する公共の施設を充実させ
る

幅広い世代の学びなおしを推進する

専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人
を増やす

住民への情報提供や相談窓口を充実させる

生涯学習の活動や学んだ成果を広く周知する

市でテーマを共通化した生涯学習（社会教育）
活動に取り組む

オンライン学習を充実させる

分からない

その他

無回答

50.7

34.7

24.0

22.7

21.3

20.0

14.7

14.7

12.0

2.7

4.0

1.3

5.3

0 20 40 60 80 100
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問９ 芸術文化に関わらず、あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだ

と思いますか。（○は３つまで） 

「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」の割合が 64.0％と最も高く、次いで「人と協

調し、ものごとを進める力」、「夢や目標をもち、その実現に向けて計画的に努力する力」の割合が 49.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 家庭での子育てにおいて大切だと思うものは何ですか。（○は３つまで） 

「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」の割合が 61.3％と最も高く、次

いで「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に付けさせること」の割合が 53.3％、「良いこと

をした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の割合が 49.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 75 ％

自分の思いを表現したり、人と対話したりする
力

人と協調し、ものごとを進める力

夢や目標をもち、その実現に向けて計画的に努
力する力

困難な課題にねばり強く取り組む力

たくましく生きるための健康や体力

基礎的・基本的な学力

社会の変化に対応できる力

国際感覚や語学力

情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力

分からない

その他

無回答

64.0

49.3

49.3

26.7

22.7

20.0

20.0

14.7

9.3

1.3

1.3

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 75 ％

子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケー
ションをとること
あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身
にさ付けtせること
良いことをした時は褒め、悪いことをした時は
きちんと叱ること
子どもと保護者が一緒に様々な体験ができる機
会を増やすこと
栄養バランスのとれた食事の習慣や食べ物を大
切すること
携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの正しい使
い方への理解を深めること
テレビやゲーム等の時間についてのルールを決
めること

特にない、わからない

その他

無回答

61.3

53.3

49.3

34.7

28.0

20.0

12.0

1.3

1.3

6.7

0 20 40 60 80 100
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問 11 小中学校の先生に、教科の授業以外で特に期待することは何ですか。（○は３つまで） 

「他人への思いやりの心や生命の大切さについて教えること」の割合が 80.0％と最も高く、次いで

「礼儀やルール、マナーについて教えること」の割合が 57.3％、「郷土の歴史や文化について伝えるこ

と」の割合が 44.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 75 ％

他人への思いやりの心や生命の大切さについて
教えること

礼儀やルール、マナーについて教えること

郷土の歴史や文化について伝えること

体験活動やボランティア活動に関する指導をす
ること

健康や安全について指導すること

キャリア教育（児童生徒一人ひとりの勤労観、
職業観を育てる教育）を行うこと

部活動の指導をすること

進路指導をすること

生徒会、委員会や学校行事に関する指導をする
こと

その他

無回答

80.0

57.3

44.0

25.3

17.3

8.0

8.0

4.0

1.3

1.3

8.0

0 20 40 60 80 100
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⑩指定文化財 

問１ 市民が文化財や民俗芸能を知り、関心をもってもらうために市で行っている取組で、知

っているものはありますか。また、選択肢の中で効果的であると思う取り組みは何です

か。 

知っている（あてはまるもの全てに○） 

「広報はなまき「花巻歴史探訪」コーナーでの紹介」の割合が 79.8％と最も高く、次いで「文化会

館大ホールや花巻まつりなどでの民俗芸能の公演」の割合が 76.6％、「博物館や総合文化財センターで

の展示」、「文化財を紹介する案内板（看板）の設置」の割合が 66.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果的だと思う取組（３つまで○） 

「文化会館大ホールや花巻まつりなどでの民俗芸能の公演」の割合が 49.4％と最も高く、次いで「文

化財を紹介する案内板（看板）の設置」の割合が 35.6％、「博物館や総合文化財センターでの展示」、

「広報はなまき「花巻歴史探訪」コーナーでの紹介」の割合が 34.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 87 ％

文化会館大ホールや花巻まつりなどでの民俗芸
能の公演

文化財を紹介する案内板（看板）の設置

博物館や総合文化財センターでの展示

広報はなまき「花巻歴史探訪」コーナーでの紹
介

ホームページやＳＮＳでの情報発信

小中学校での民俗芸能の出前公演

ガイドブック・パンフレット・調査報告書の作
成

文化財をテーマとした講座や講演会の開催

その他

無回答

49.4

35.6

34.5

34.5

31.0

26.4

16.1

14.9

0.0

9.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 94 ％

広報はなまき「花巻歴史探訪」コーナーでの紹
介
文化会館大ホールや花巻まつりなどでの民俗芸
能の公演

博物館や総合文化財センターでの展示

文化財を紹介する案内板（看板）の設置

文化財をテーマとした講座や講演会の開催

小中学校での民俗芸能の出前公演

ホームページやＳＮＳでの情報発信

ガイドブック・パンフレット・調査報告書の作
成

その他

無回答

79.8

76.6

66.0

66.0

48.9

48.9

44.7

41.5

0.0

7.4

0 20 40 60 80 100
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問２～問３は、有形文化財、有形民俗文化財の保有者の方に回答をお願いします。 

問２ 有形文化財、有形民俗文化財の保有者の方々に伺います。文化財の維持管理にあたり、

お困りのことは何ですか。（○はいくつでも） 

「維持管理のための費用負担が難しい」の割合が 21.3％と最も高く、次いで「防災・防犯対策が不

足している」の割合が 18.1％、「管理に関する知識不足のため、良好に維持管理が出来ていない」の割

合が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 有形文化財、有形民俗文化財の保有者の方々に伺います。文化財の維持管理にあたり、

行政に期待する支援はどのようなことですか。（○はいくつでも） 

「修理、防犯、防災等にかかる補助制度の充実」の割合が 31.9％と最も高く、次いで「維持管理の

ための職人や資材購入先の紹介」の割合が 11.7％、「維持管理を代行・支援を行ってくれる団体の情報

提供」の割合が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 94 ％

修理、防犯、防災等にかかる補助制度の充実

維持管理のための職人や資材購入先の紹介

維持管理を代行・支援を行ってくれる団体の情
報提供

専門家による維持管理技術の訪問指導

維持管理を学べる研修の開催

維持管理に関する情報交換の場の設定

（美術工芸品）安心して任せることのできる保
管先の情報提供

特にない

その他

無回答

31.9

11.7

10.6

9.6

8.5

7.4

5.3

6.4

1.1

55.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 94 ％

維持管理のための費用負担が難しい

防災・防犯対策が不足している

管理に関する知識不足のため、良好に維持管理
が出来ていない

維持管理を継承する人がいない

修理等を行う職人や資材等の確保が困難である

見学希望者への対応ができない、難しい

管理の仕方を相談できる専門家がいない

維持管理に関する相談をどこにしたらよいかわ
からない

周辺環境が悪化してきた

特にない

その他

無回答

21.3

18.1

16.0

11.7

9.6

9.6

8.5

6.4

2.1

6.4

1.1

54.3

0 20 40 60 80 100
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問４～問５は、無形民俗文化財の保有者の方に回答をお願いします。 

問４ 無形民俗文化財の保有者の方々に伺います。活動や伝承にあたり、お困りのことは何で

すか。（○はいくつでも） 

「活動に参加する人が減ってきている」の割合が 28.7％と最も高く、次いで「高齢化が進み、思う

ように活動ができない」の割合が 19.1％、「仕事等の都合から、思うように活動ができない」、「活動に

参加する人を募集しても集まらない、地区にいない」の割合が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 94 ％

活動に参加する人が減ってきている

高齢化が進み、思うように活動ができない

仕事等の都合から、思うように活動ができない

活動に参加する人を募集しても集まらない、地
区にいない

用具等の新調や修繕費用の捻出に苦労している

活動に参加する人の募集方法が分からない

上演機会が少ない

自分達の団体、芸能があまり知られていない

同じ芸能を伝承している他の団体との関係がう
まくいっていない

地域が活動に協力的ではない

活動にかかる相談をどこにしたらよいか分から
ない

構成員間の人間関係がうまくいっていない

練習場所の確保に苦労している

構成員の人数が多すぎて活動に支障が出ている

上演機会が多すぎて対応するのが大変である

特にない

その他

無回答

28.7

19.1

17.0

17.0

11.7

4.3

4.3

3.2

3.2

3.2

3.2

2.1

1.1

0.0

0.0

1.1

2.1

63.8

0 20 40 60 80 100
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問５ 無形民俗文化財を保有者の方々に伺います。活動を継続するため、行政に期待する支援

はどのようなことですか。（○はいくつでも） 

「活動や物品整備についての補助制度の充実」の割合が 20.2％と最も高く、次いで「笛や太鼓など

の指導者、道具類の購入・修理先の紹介」の割合が 14.9％、「活動に参加する人の募集方法に関するア

ドバイス」の割合が 11.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 94 ％

活動や物品整備についての補助制度の充実

笛や太鼓などの指導者、道具類の購入・修理先
の紹介
活動に参加する人の募集方法に関するアドバイ
ス

民俗芸能について学べる研修の開催

民俗芸能団体間の情報交換の場の設定

インターネット等での情報発信

公演など発表の場をもっと増やしてほしい

活動にかかる助言や指導、相談窓口の設置

特にない

その他

無回答

20.2

14.9

11.7

10.6

10.6

9.6

7.4

4.3

3.2

1.1

66.0

0 20 40 60 80 100
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問６～問７は、記念物（史跡、天然記念物）の保有者の方に回答をお願いします。 

問６ 記念物（史跡、天然記念物）の保有者の方々に伺います。記念物の管理にあたり、お困

りのことは何ですか。（○はいくつでも） 

「管理のための費用負担が難しい」の割合が 12.8％と最も高く、次いで「管理に必要な知識不足で、

良好に管理が出来ていない」、「管理を継承する人がいない」、「管理の仕方を相談できる専門家がいな

い」の割合が 11.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 記念物（史跡、天然記念物）の保有者の方々に伺います。記念物の管理にあたり、行政

に期待する支援はどのようなことですか。（○はいくつでも） 

「現況が良好なのか、専門家の判断」の割合が 16.0％と最も高く、次いで「保護増殖等にかかる補

助制度の充実」、「管理技術の訪問指導」の割合が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 94 ％

現況が良好なのか、専門家の判断

保護増殖等にかかる補助制度の充実

管理技術の訪問指導

管理の代行・支援団体の情報提供

管理の仕方を学べる研修会の開催

管理における情報交換の場の設定

保護増殖のための技術者や資材購入先の紹介

特にない

その他

無回答

16.0

12.8

12.8

7.4

4.3

4.3

2.1

1.1

3.2

71.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 94 ％

管理のための費用負担が難しい

管理に必要な知識不足で、良好に管理が出来て
いない

管理を継承する人がいない

管理の仕方を相談できる専門家がいない

管理に関する相談をどこにしたらよいかわから
ない

周辺環境が悪化してきた

保護増殖を行うための技術者や資材等の確保が
困難である

防災、防犯対策が不足している

見学希望者への対応ができない、難しい

特にない

その他

無回答

12.8

11.7

11.7

11.7

7.4

5.3

4.3

2.1

2.1

3.2

3.2

70.2

0 20 40 60 80 100
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問８以降は、全員に回答をお願いします。（市の教育行政全般に関する質問です。） 

問８ 文化財関係に関わらず、あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれ

だと思いますか。（○は３つまで） 

「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」の割合が 46.8％と最も高く、次いで「人と協

調し、ものごとを進める力」の割合が 36.2％、「夢や目標を持ち、その実現に向けて計画的に努力する

力」の割合が 35.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 家庭での子育てにおいて大切だと思うものは何ですか。（○は３つまで） 

「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」の割合が 68.1％と最も高く、次

いで「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に着けさせること」の割合が 51.1％、「良いこと

をした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の割合が 44.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 94 ％

子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケー
ションをとること
あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身
に着けさせること
良いことをした時は褒め、悪いことをした時は
きちんと叱ること
栄養バランスのとれた食事の習慣や食べ物を大
切すること
子どもと保護者が一緒に様々な体験ができる機
会を増やすこと
携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの正しい使
い方への理解を深めること
テレビやゲームの時間についてのルールを決め
ること

特にない、わからない

その他

無回答

68.1

51.1

44.7

26.6

20.2

19.1

9.6

5.3

1.1

9.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 94 ％

自分の思いを表現したり、人と対話したりする
力

人と協調し、ものごとを進める力

夢や目標を持ち、その実現に向けて計画的に努
力する力

困難な課題にねばり強く取り組む力

たくましく生きるための健康や体力

基礎的・基本的な学力

国際感覚や語学力

情報や情報手段を主体的に選択し、活用する力

社会の変化に対応できる力

分からない

その他

無回答

46.8

36.2

35.1

22.3

21.3

20.2

19.1

13.8

12.8

5.3

3.2

11.7

0 20 40 60 80 100
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問 10 小中学校の先生に、教科の授業以外で特に期待することは何ですか。（○は１つだけ） 

「他人への思いやりの心や生命の大切さについて教えること」の割合が 37.2％と最も高く、次いで

「礼儀やルール、マナーについて教えること」の割合が 20.2％、「郷土の歴史や文化について伝えるこ

と」の割合が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたは、生涯学習をもっと盛んにしていくためには、今後どのようなことが大切だ

と思いますか。（○は３つまで） 

「地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を充実させる」の割合が 33.0％と最も高く、次いで

「幅広い世代の学びなおしを推進する」の割合が 26.6％、「団体などの自主的な活動を支援する」の割

合が 23.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 94 ％

地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を
充実させる

幅広い世代の学びなおしを推進する

団体などの自主的な活動を支援する

専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人
を増やす

市の講座の内容や教室を充実させる

生涯学習の活動や学んだ成果を広く周知する

公共の生涯学習事業を推進する施設を充実させ
る

住民への情報提供や相談窓口を充実させる

市でテーマを共通化した生涯学習（社会教育）
活動に取り組む

オンライン学習を充実させる

分からない

その他

無回答

33.0

26.6

23.4

21.3

19.1

19.1

19.1

18.1

12.8

6.4

10.6

4.3

7.4

0 20 40 60 80 100

礼儀やルール、マナーについて教えること

他人への思いやりの心や生命の大切さについて教えること

健康や安全について指導すること

キャリア教育（児童生徒一人ひとりの勤労観、職業観を育てる教育）を行うこと

進路指導をすること

生徒会、委員会や学校行事に関する指導をすること

体験活動やボランティア活動に関する指導をすること

保護者と連絡したり、ＰＴＡ活動や地域の活動に参加すること

郷土の歴史や文化について伝えること

その他

無回答

回答者数 =

　 94 20.2 37.2

4.3

5.3

3.2

10.6 2.1 17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ⅲ 共通集計 

（１）学校教育 

子どもに必要な資質・能力 

問 あなたはこれからの子どもたちに特に必要な資質・能力はどれだと思いますか。 

（○は３つまで） 

【③小中保護者：問３、④幼保こ保護者：問４、⑤小中教員：問１、 

 ⑥幼保こ教員保育士：問１、⑦教振・運協・コミ：問３、⑧スポーツ協会：問８、 

 ⑨芸術協会：問９、⑩指定文化財：問８】 

全体でみると、これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「自分の思いを表現したり、人

と対話したりする力」が一番多く、次いで「人と強調し、ものごとを進める力」、「社会の変化に対応で

きる力」が多くなっています。また、全体の傾向と比較して以下のような特徴があげられます。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「自分の思いを表現したり、人と対話したり

する力」と回答したのは、「幼保こ保護者」「幼保こ教教員保育士」で多くなっています。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「基礎的・基本的な学力」と回答したのは、

「⑤小中教員」で多くなっています。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「社会の変化に対応できる力」と回答したの

は「③小中保護者」で多くなっています。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「人と協調し、ものごとを進める力」と回答

したのは「⑦教振・運協・コミ」で多くなっています。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「夢や目標を持ち、その実現に向けて計画的

に努力する力」と回答したのは「⑧スポーツ協会」と「⑨芸術協会」で多くなっています。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「たくましく生きるための健康や体力」と回

答したのは「幼保こ教員保育士」と「⑧スポーツ協会」で多くなっています。 

・これからの子どもたちに特に必要な資質・能力として「困難な課題にねばり強く取り組む力」と回

答したのは「⑤小中教員」と「⑦教振・運協・コミ」で多くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
分
の
思
い
を
表
現
し
た
り
、
人

と
対
話
し
た
り
す
る
力 

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力 

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
力 

人
と
協
調
し
、
も
の
ご
と
を
進
め

る
力 

夢
や
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
計
画
的
に
努
力
す
る
力 

情
報
や
情
報
手
段
を
主
体
的
に

選
択
し
、
活
用
す
る
力 

た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健

康
や
体
力 

国
際
感
覚
や
語
学
力 

困
難
な
課
題
に
ね
ば
り
強
く
取

り
組
む
力 

分
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 3,111 71.0 23.0 36.5 46.6 31.8 13.9 27.3 9.8 26.7 0.4 1.0 0.5 

③小中保護者 1,717 71.4 23.1 44.0 42.2 32.5 15.6 24.3 10.9 24.3 0.3 0.9 0.1 

④幼保こ保護者 217 78.8 24.0 32.3 45.6 27.6 15.2 32.3 7.8 25.8 0.5 － － 

⑤小中教員 352 69.6 36.4 34.1 51.1 29.3 12.2 24.1 5.1 34.1 － 0.6 － 

⑥幼保こ教員保育士 262 86.6 15.3 29.8 53.8 21.8 6.9 46.6 2.7 28.2 － 0.8 － 

⑦教振・運協・コミ 315 65.4 14.9 22.5 60.6 32.7 13.3 29.2 11.4 34.0 － 2.5 0.3 

⑧スポーツ協会 79 54.4 24.1 19.0 54.4 48.1 10.1 34.2 12.7 17.7 1.3 － 2.5 

⑨芸術協会 75 64.0 20.0 20.0 49.3 49.3 9.3 22.7 14.7 26.7 1.3 1.3 － 

⑩指定文化財 94 46.8 20.2 12.8 36.2 35.1 13.8 21.3 19.1 22.3 5.3 3.2 11.7 

※⑧スポーツ協会では、「その他」の選択肢はありませんでした。  
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教育全般における課題 

問 花巻市の教育全般における課題と感じるものは何ですか。（○は３つまで） 

【⑤小中教員：問３、⑥幼保こ教員保育士：問５】 

全体でみると、花巻市の教育全般における課題として「教職員の働き方改革や教員不足」が一番多く、

次いで「学力の向上」「基本的な生活習慣の定着」「家庭の教育力の向上」が多くなっています。 

また、全体の傾向と比較すると、課題として、「学力の向上」、「不登校への対応」、「家庭の教育力の

向上」、「学校の施設や設備の改善」、「教職員の働き方改革や教員不足」、「部活動の地域移行・連携」、

「適正な学校や学級規模の確保」と答えるのは「⑤小中教員」で多く、課題として「健康状態や体力の

向上」、「基本的な生活習慣の定着」、「問題行動やいじめへの対応」、「学校・家庭・地域の連携の強化」、

「幼・保・こ・小・中学校間の連携の強化」、「教職員の指導力の向上」、「特別支援教育の充実」でと答

えるのは「⑥幼保こ教員保育士」で多くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
力
の
向
上 

道
徳
心
や
規
範
意
識
な

ど
の
向
上 

健
康
状
態
や
体
力
の
向

上 基
本
的
な
生
活
習
慣
の

定
着 

問
題
行
動
や
い
じ
め
へ

の
対
応 

不
登
校
へ
の
対
応 

家
庭
環
境
な
ど
に
よ
る

教
育
格
差
の
是
正 

家
庭
の
教
育
力
の
向
上 

地
域
の
教
育
力
の
向
上 

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
の
強
化 

全  体 614 35.2 23.6 12.7 28.5 14.3 17.4 10.7 25.6 2.4 7.5 

⑤小中教員 352 50.3 22.4 6.0 24.7 7.4 23.0 9.1 29.5 2.6 4.8 

⑥幼保こ教員保育士 262 14.9 25.2 21.8 33.6 23.7 9.9 13.0 20.2 2.3 11.1 
 

区分 

幼
・
保
・
こ
・
小
・
中
学

校
間
の
連
携
の
強
化 

学
校
の
施
設
や
設
備
の

改
善 

教
職
員
の
指
導
力
の
向

上 教
職
員
の
働
き
方
改
革

や
教
員
不
足 

部
活
動
の
地
域
移
行
・
連

携 防
災
教
育
や
安
全
教
育

の
充
実 

Ｃ
Ｓ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
）
の
活
性
化 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 

適
正
な
学
校
や
学
級
規

模
の
確
保 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 14.0 14.0 7.0 39.7 8.5 0.8 0.8 13.2 6.2 2.0 0.5 

⑤小中教員 4.3 17.6 3.7 50.0 11.9 0.3 － 10.5 9.1 1.4 0.3 

⑥幼保こ教員保育士 27.1 9.2 11.5 26.0 3.8 1.5 1.9 16.8 2.3 2.7 0.8 
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小中学校に学校の授業以外で特に期待すること 

問 小中学校の先生に、教科の授業以外で特に期待することは何ですか。（○は３つまで） 

【⑦教振・運協・コミ：問６、⑧スポーツ協会：問 10、⑨芸術協会：問 11、 

 ⑩指定文化財：問 10】 

全体でみると、小中学校に学校の授業以外に期待することとして「他人への思いやりの心や生命の大

切さについて教えること」が一番多く、次いで「礼儀やルール、マナーについて教えること」が多くな

っています。全体の傾向と比較すると、以下のようなことが特徴として挙げられます。 

・授業以外に学校に期待することとして「礼儀やルール、マナーについて教えること」「健康や安全

について指導すること」と答えるのは「スポーツ協会」で多い。 

・授業以外に学校に期待することとして「他人への思いやりの心や生命の大切さについて教えるこ

と」と答えるのは「芸術協会」に多い。 

・授業以外に学校に期待することとして「キャリア教育を行うこと」「進路指導をすること」「体験活

動やボランティア活動に関する指導をすること」と答えるのは「教振・運協・コミ」に多い。 

・授業以外に学校に期待することとして「郷土の歴史や文化について伝えること」と答えるのは「⑨

芸術協会」に多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

礼
儀
や
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
教
え
る
こ

と 他
人
へ
の
思
い
や
り
の
心
や
生
命
の
大
切
さ
に

つ
い
て
教
え
る
こ
と 

健
康
や
安
全
に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と 

キ
ャ
リ
ア
教
育
（
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
勤

労
観
、
職
業
観
を
育
て
る
教
育
）
を
行
う
こ
と 

進
路
指
導
を
す
る
こ
と 

生
徒
会
、
委
員
会
や
学
校
行
事
に
関
す
る
指
導

を
す
る
こ
と 

体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
指

導
を
す
る
こ
と 

保
護
者
と
連
絡
し
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
地
域

の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と 

部
活
動
の
指
導
を
す
る
こ
と 

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 563 52.0 71.2 21.0 21.0 5.9 4.8 5.0 7.6 16.9 21.5 4.1 4.8 

⑦教振・運協・コミ 315 55.2 77.5 23.5 28.3 8.3 5.1 7.9 - 30.2 20.6 6.0 1.6 

⑧スポーツ協会 79 72.2 78.5 34.2 22.8 5.1 6.3 2.5 26.6 － 16.5 1.3 － 

⑨芸術協会 75 57.3 80.0 17.3 8.0 4.0 8.0 1.3 25.3 － 44.0 1.3 8.0 

⑩指定文化財 94 20.2 37.2 4.3 5.3 － － － 3.2 － 10.6 2.1 17.0 

 

※⑦教振・運協・コミでは「保護者と連絡したり、ＰＴＡ活動や地域の活動に参加すること」、⑧スポーツ協会、⑨芸術協会、 

⑩指定文化財では「部活動の指導をすること」の選択肢はありませんでした。 
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学校・園の運営に望むこと 

問 あなたはお子さんが通われている学校・園の運営に、どのようなことを望みますか。 

（○は３つまで） 

【③小中保護者：問６、④幼保こ保護者：問９】 

全体でみると、子どもが通っている学校・園の運営に望むこととして「学校・園での様子を保護者に

伝える」が一番多く、次いで「保護者が気軽に質問したり相談したりできるようにすること」が多くな

っています。全体の傾向と比較すると、以下のようなことが特徴として挙げられます。 

・学校・園に望むこととして、「学校・園の教育方針を保護者に伝える」「子どもの学校・園での様子

を保護者に伝える」との回答は「④幼保こ保護者」で多く、「講演会などで子育てに役立つ情報を提供

すること」との回答は「③小中保護者」で多くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
校
・
園
の
教
育
方
針
を
保
護
者
に

伝
え
る 

子
ど
も
の
学
校
・
園
で
の
様
子
を
保

護
者
に
伝
え
る 

講
演
会
な
ど
で
子
育
て
に
役
立
つ
情

報
を
提
供
す
る
こ
と 

い
つ
で
も
自
由
に
学
校
・
園
を
見
学

で
き
る
よ
う
に
す
る 

学
校
・
園
で
使
っ
て
い
な
い
施
設
や

ス
ペ
ー
ス
を
保
護
者
や
地
域
に
開
放

す
る 

保
護
者
が
気
軽
に
質
問
し
た
り
相
談

し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と 

保
護
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
校
・

園
を
支
援
す
る
仕
組
を
つ
く
る 

保
護
者
同
士
で
交
流
や
情
報
交
換
す

る
機
会
を
つ
く
る
こ
と 

そ
の
他 

全  体 1,934 17.7 74.6 22.9 13.0 13.3 53.8 5.7 2.5 7.1 

③小中保護者 1717 16.4 73.1 25.4 13.0 14.1 54.3 5.8 0.0 7.6 

④幼保こ保護者 217 28.1 86.6 3.2 13.4 6.9 49.8 4.6 22.6 2.8 

 

※④幼保こ保護者では、「保護者同士で交流や情報交換する機会をつくること」の選択肢はありませんでした。 
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（２）社会教育 

生涯学習を盛んにするために大切なこと 

問 あなたは、生涯学習（社会教育）をもっと盛んにしていくためには、今後どのようなこと

が大切だと思いますか。（○は３つまで） 

【③小中保護者：問 11、④幼保こ保護者：問 11、⑤小中教員：問 12、 

 ⑥幼保こ教員保育士：問８、⑦教振・運協・コミ：問 11、⑧スポーツ協会：問 11、 

 ⑨芸術協会：問８、⑩指定文化財：問 11】 

全体でみると、生涯学習（社会教育）の推進に大切だと思うこととして「地域やコミュニティで行う

講座の内容や教室を充実させる」が一番多く、次いで「生涯学習事業を推進する公共の施設を充実させ

る」「専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人を増やす」が多くなっています。全体の傾向と比

較すると、以下のようなことが特徴として挙げられます。 

・生涯学習（社会教育）の推進に大切だと思うこととして「地域やコミュニティで行う講座の内容や

教室を充実させる」を答えるのは「⑦教振・運協・コミ」で多い。 

・生涯学習（社会教育）の推進に大切だと思うこととして「市の講座の内容や教室を充実させる」を

答えるのは「⑥幼保こ教員保育士」で多い。 

・生涯学習（社会教育）の推進に大切だと思うこととして「住民への情報提供や相談窓口を充実させ

る」を答えるのは「⑧スポーツ協会」で多い。 

・生涯学習（社会教育）の推進に大切だと思うこととして「専門職員やそれらのリーダー、指導者と

なる人を増やす」と答えるのは「⑤小中教員」で高く、「生涯学習の活動や学んだ成果を広く周知す

る」と答えるのは「⑧スポーツ協会」で多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

市
の
講
座
の
内
容
や
教
室
を
充
実
さ

せ
る 

地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
行
う
講
座

の
内
容
や
教
室
を
充
実
さ
せ
る 

住
民
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
窓
口
を

充
実
さ
せ
る 

専
門
職
員
や
そ
れ
ら
の
リ
ー
ダ
ー
、

指
導
者
と
な
る
人
を
増
や
す 

団
体
な
ど
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援

す
る 

生
涯
学
習
の
活
動
や
学
ん
だ
成
果
を

広
く
周
知
す
る 

幅
広
い
世
代
の
学
び
な
お
し
を
推
進

す
る 

市
で
テ
ー
マ
を
共
通
化
し
た
生
涯
学

習
（
社
会
教
育
）
活
動
に
取
り
組
む 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
充
実
さ
せ
る 

生
涯
学
習
事
業
を
推
進
す
る
公
共
の

施
設
を
充
実
さ
せ
る 

分
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 3,111 22.3 27.7 20.7 24.6 17.6 12.9 22.2 6.3 17.7 25.7 12.1 2.2 1.6 

③小中保護者 1,717 20.9 24.7 18.5 21.1 11.1 10.3 22.8 4.5 23.1 25.0 15.5 2.0 0.9 

④幼保こ保護者 217 20.7 23.5 18.4 21.7 10.6 14.7 22.6 4.1 18.0 29.0 18.0 0.9 0.5 

⑤小中教員 352 26.7 34.4 27.6 34.9 24.4 17.0 20.7 8.0 12.2 31.8 6.0 0.9 － 

⑥幼保こ教員保育士 262 29.8 21.0 25.6 31.3 11.8 11.5 23.3 5.7 11.1 30.2 10.3 2.3 － 

⑦教振・運協・コミ 315 21.6 41.0 22.2 29.2 37.1 18.4 19.4 12.4 8.6 17.1 1.9 5.1 6.7 

⑧スポーツ協会 79 17.7 31.6 29.1 29.1 50.6 20.3 16.5 10.1 8.9 31.6 5.1 1.3 1.3 

⑨芸術協会 75 24.0 34.7 14.7 20.0 50.7 14.7 21.3 12.0 2.7 22.7 4.0 1.3 5.3 

⑩指定文化財 94 19.1 33.0 18.1 21.3 23.4 19.1 26.6 12.8 6.4 19.1 10.6 4.3 7.4 
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スポーツの推進に重要なこと 

問 あなたは、花巻市のスポーツの推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

【③小中保護者：問 12、④幼保こ保護者：問 12、⑤小中教員：問 13、 

 ⑥幼保こ教員保育士：問９、⑧スポーツ協会：問５】 

全体でみると、スポーツの推進に重要だと思うこととして「各世代にあったスポーツの普及」が一番

多く、次いで「スポーツ指導者の育成」「幼児期の子どもへのスポーツの体験」「中学校の部活動の地域

連携・地域移行の実施」が多くなっています。全体の傾向と比較すると、以下のようなことが特徴とし

て挙げられます。 

・スポーツの推進に重要だと思うこととして「各世代にあったスポーツの普及」と答えるのは、「④

幼保こ保護者」、「⑤小中教員」、「⑥幼保こ教員保育士」に多い一方、「⑧スポーツ協会」は少ない。 

・スポーツの推進に重要だと思うこととして「地域のスポーツ活動の普及」「スポーツ団体等の活動

継続」「スポーツイベント・スポーツ大会の開催」「スポーツ施設の整備促進」と答えるのは、「⑧スポ

ーツ協会」に多い。 

・スポーツの推進に重要だと思うこととして「スポーツ指導者の育成」と答えるのは、「⑤小中教員」

に多い。 

・スポーツの推進に重要だと思うこととして「中学校の部活動の地域連携・地域移行の実施」と答え

たのは⑤小中教員で多い一方、「④幼保こ保護者」、「⑥幼保こ教員保育士」で少ない。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

各
世
代
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及 

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
の
普

及 早
起
き
マ
ラ
ソ
ン
の
普
及 

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

普
及 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
活
動

継
続 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成 

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
選
手
の

強
化 

全  体 2,627 40.9 4.8 6.5 3.1 15.2 19.1 31.6 7.9 

③小中保護者 1,717 37.9 4.8 6.7 3.3 13.3 19.2 31.2 8.6 

④幼保こ保護者 217 48.8 4.6 3.7 3.2 14.3 17.5 20.7 5.5 

⑤小中教員 352 46.9 5.7 8.8 2.6 22.7 17.6 42.3 4.8 

⑥幼保こ教員保育士 262 50.4 4.6 4.6 2.7 12.6 17.9 29.4 8.4 

⑧スポーツ協会 79 26.6 3.8 7.6 3.8 31.6 31.6 29.1 11.4 
 

区分 

競
技
ス
ポ
ー
ツ
審
判
員
の

養
成 

競
技
ス
ポ
ー
ツ
上
位
大
会

へ
の
参
加
支
援 

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
・
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催 

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
普
及 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
促

進 中
学
校
の
部
活
動
の
地
域

連
携
・
地
域
移
行
の
実
施 

幼
児
期
の
子
ど
も
へ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2.0 5.3 16.1 4.0 17.9 24.2 30.0 3.5 1.2 

③小中保護者 2.0 6.0 16.9 3.5 17.4 23.5 29.1 4.4 1.6 

④幼保こ保護者 0.9 2.8 16.6 2.3 19.4 14.7 49.3 3.2 － 

⑤小中教員 2.0 2.8 9.7 8.5 19.9 42.6 15.3 0.6 0.6 

⑥幼保こ教員保育士 1.9 3.1 15.3 1.9 14.9 12.6 45.8 1.5 0.8 

⑧スポーツ協会 5.1 16.5 29.1 5.1 25.3 20.3 11.4 3.8 － 
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芸術文化活動の推進に重要なこと 

問 あなたは、花巻市民の芸術文化活動の推進について、何が重要だと思われますか。 

（○は３つまで） 

【③小中保護者：問 13、④幼保こ保護者：問 13、⑤小中教員：問 14、 

 ⑥幼保こ教員保育士：問 10、⑨芸術協会：問７】 

全体でみると、芸術文化活動の推進に重要だと思うこととして「子どもが文化芸術に触れる機会を増

やす」が一番多く、次いで「市民が芸術文化活動に身近に触れる機会を増やす」が多くなっています。

全体の傾向と比較すると、以下のようなことが特徴として挙げられます。 

・芸術文化活動の推進に重要だと思うこととして「子どもが文化芸術に触れる機会を増やす」との回

答は「④幼保こ保護者」「⑥幼保こ教員保育士」で多い一方、「⑨芸術協会関係者」では少ない。 

・芸術文化活動の推進に重要だと思うこととして、「芸術文化活動の発表の機会を増やす」「芸術文化

活動内容の市民への情報提供を増やす」「芸術文化活動への体験会や入門編の開催を増やす」「公共の芸

術文化関係施設（活動・発表・鑑賞などをする施設）を充実させる」との回答は「⑨芸術協会」で多い。 

・芸術文化活動の推進に重要だと思うこととして、「市民が芸術文化活動に身近に触れる機会を増や

す」との回答は「⑥幼保こ教員保育士」で多い。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
機

会
を
増
や
す 

市
民
が
芸
術
文
化
活
動
に
身

近
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す 

芸
術
文
化
活
動
内
容
の
市
民

へ
の
情
報
提
供
を
増
や
す 

芸
術
文
化
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

や
指
導
者
と
な
る
人
を
増
や

す 中
学
校
の
（
文
化
部
系
の
）
部

活
動
の
地
域
連
携
・
地
域
移

行
を
実
施
す
る 

子
ど
も
が
文
化
芸
術
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
す 

芸
術
文
化
活
動
へ
の
体
験
会

や
入
門
編
の
開
催
を
増
や
す 

公
共
の
芸
術
文
化
関
係
施
設

（
活
動
・
発
表
・
鑑
賞
な
ど
を

す
る
施
設
）
を
充
実
さ
せ
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2,623 19.1 44.8 15.4 10.2 19.3 60.6 23.0 21.4 1.7 1.9 

③小中保護者 1,717 19.4 40.9 13.4 7.8 17.6 61.6 23.8 19.7 1.9 2.4 

④幼保こ保護者 217 22.1 46.5 12.9 9.2 17.5 63.1 15.7 18.4 2.8 － 

⑤小中教員 352 15.1 57.4 24.1 18.5 35.2 51.7 21.3 26.4 － 0.3 

⑥幼保こ教員保育士 262 16.8 52.3 14.9 14.1 11.5 67.6 22.1 26.0 1.5 1.1 

⑨芸術協会 75 29.3 45.3 28.0 14.7 16.0 49.3 37.3 30.7 2.7 5.3 
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生涯学習の成果を還元するための提案 

問 生涯学習活動の成果（学んだこと等）を地域に還元するためのご提案等はありますか。

（１つに〇） 

【⑦教振・運協・コミ：問９、⑨芸術協会：問６】 

全体でみると、生涯学習活動の成果を地域に還元するための方策として「生涯学習活動を行っている

方がボランティアや地域行事等の地域づくり活動に参画できるようにする。」が一番多く、次いで「生

涯学習活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

⑦教振・運協・コミ 315

⑨芸術協会 75

25.7

24.0

14.0

10.7

44.8

36.0

10.5

13.3

2.5

2.7

2.5

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティアや地域行事等の地域づくり活動

に参画できるようにする

分からない

その他

無回答

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティ

分からない

その他

無回答

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が講師・指導者として活動できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方が新たな講座を企画・実践できるようにする

生涯学習（芸術文化）活動を行っている方がボランティ

分からない

その他

無回答
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（３）家庭教育 

子育てで大切にしていること 

問 家庭での子育てにおいて大切だと思うものは何ですか。（○は３つまで） 

【③小中保護者：問４、⑤小中教員：問２、⑦教振・運協・コミ：問４、 

 ⑧スポーツ協会：問９、 ⑨芸術協会：問 10、⑩指定文化財：問９】 

全体でみると、子育てで大切にしていることとして「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーシ

ョンをとること」が一番多く、次いで「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に着けさせるこ

と」、「良いことをした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」が多くなっています。全体の

傾向と比較すると、以下のようなことが特徴としてあげられます。 

・子育てで大切にしていることとして「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に着けさせ

ること」との回答は「⑤小中教員」で多い。 

・子育てで大切にしていることとして「子どもと保護者が一緒に様々な体験ができる機会を増やす

こと」との回答は「⑨芸術協会」で多い。 

・子育てで大切にしていることとして「携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの正しい使い方への理解

を深めること」との回答は「⑤小中教員」、「⑦教振・運協・コミ」「⑧スポーツ協会」「⑨芸術協会」で

多い一方、「③小中保護者」で少ない。 

・子育てで大切にしていることとして「テレビやゲームの時間についてのルールを決めること」との

回答は「⑧スポーツ協会」で多い。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

子
ど
も
の
話
を
よ
く
聞
き
、

家
族
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
の
習
慣
や
食
べ
物
を
大
切

す
る
こ
と 

あ
い
さ
つ
や
早
寝
早
起
き
な

ど
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に

着
け
さ
せ
る
こ
と 

良
い
こ
と
を
し
た
時
は
褒

め
、
悪
い
こ
と
を
し
た
時
は

き
ち
ん
と
叱
る
こ
と 

子
ど
も
と
保
護
者
が
一
緒
に

様
々
な
体
験
が
で
き
る
機
会

を
増
や
す
こ
と 

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
正
し
い
使
い

方
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と 

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
に

つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
決
め
る

こ
と 

特
に
な
い
、
分
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2,632 78.7 35.4 63.8 58.5 20.1 14.3 9.5 0.6 1.0 0.8 

③小中保護者 1,717 80.0 37.0 62.4 60.9 20.3 11.0 9.4 0.5 0.9 0.2 

⑤小中教員 352 83.0 34.9 78.1 60.2 9.7 21.3 7.4 0.3 － － 

⑦教振・運協・コミ 315 76.8 31.1 61.6 54.3 25.7 20.3 9.5 － 2.9 0.3 

⑧スポーツ協会 79 68.4 36.7 64.6 40.5 25.3 20.3 17.7 － 1.3 2.5 

⑨芸術協会 75 61.3 28.0 53.3 49.3 34.7 20.0 12.0 1.3 1.3 6.7 

⑩指定文化財 94 68.1 26.6 51.1 44.7 20.2 19.1 9.6 5.3 1.1 9.6 

 

 

  



 107 

問 家庭での子育てにおいて大切だと思うことは何ですか。（○は３つまで） 

【④幼保こ保護者：問２、⑥幼保こ教員保育士：問２】 

家庭での子育てにおいて大切だと思うことは、「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーション

をとること」が一番多く、次いで「自分自身を大切にしたり、周りの人を思いやったりすること」が多

くなっています。全体の傾向と比較すると、子育てにおいて大切だと思うこととして「動画視聴・ゲー

ムの使用等のルールを決めること」「読み聞かせなど絵本に親しむこと」「約束やルールを守ること」

「体をたくさん動かして遊ぶこと」を回答するのは「④幼保こ保護者」に多く、「子どもの話をよく聞

き、家族でコミュニケーションをとること」と回答するのは「⑥幼保こ教員保育士」で多くなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

子
ど
も
の
話
を
よ
く
聞
き
、
家
族
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と 

動
画
視
聴
・
ゲ
ー
ム
の
使
用
等
の
ル
ー

ル
を
決
め
る
こ
と 

お
手
伝
い
な
ど
、
家
庭
内
で
の
役
割
を

担
う
こ
と 

読
み
聞
か
せ
な
ど
絵
本
に
親
し
む
こ
と 

約
束
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と 

自
分
自
身
を
大
切
に
し
た
り
、
周
り
の

人
を
思
い
や
っ
た
り
す
る
こ
と 

子
ど
も
が
自
分
自
身
で
考
え
た
り
決
め

た
り
す
る
こ
と 

体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と 

良
い
こ
と
を
し
た
時
は
褒
め
、
悪
い
こ

と
を
し
た
時
は
き
ち
ん
と
叱
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 479 77.9 14.2 16.7 14.4 35.3 60.3 31.3 17.3 23.8 － 0.4 

④幼保こ保護者 217 72.4 18.9 15.7 18.9 47.5 59.9 31.8 20.7 － － － 

⑥幼保こ教員保育士 262 82.4 10.3 17.6 10.7 25.2 60.7 30.9 14.5 43.5 － 0.8 

 

※④幼保こ保護者では、「良いことをした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の選択肢はありませんでした。 

 

家庭教育で重視し身に付けさせていること 

問 家庭における教育では子どもに何を身に着けることを重視していますか、または重視すべ

きと考えますか。（○は３つまで） 

【③小中保護者：問２、⑦教振・運協・コミ：問５】 

家庭教育で重視し身に付けさせていることは、「基本的な生活習慣（早寝早起きなど）」が一番多く、

次いで「他人を思いやる心」「社会のモラルやルールを守る心」が多くなっています。全体の傾向と比

較すると、子育てにおいて大切だと思うこととして「基本的な生活習慣（早寝早起きなど）」、「家での

学習や読書の習慣」との回答は③小中保護者で多く、「命を大切にする心」、「自分自身や家族を大切に

する心」との回答は⑦教振・運協・コミで多くなっている。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

基
本
的
な
生
活
習
慣
（
早
寝

早
起
き
な
ど
） 

家
で
の
学
習
や
読
書
の
習
慣 

家
庭
内
で
の
役
割
を
担
う
こ

と
（
お
手
伝
い
な
ど
） 

社
会
の
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を

守
る
心 

他
人
を
思
い
や
る
心 

命
を
大
切
に
す
る
心 

自
分
自
身
や
家
族
を
大
切
に

す
る
心 

自
ら
考
え
行
動
す
る
力 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2,032 61.7 14.9 18.2 55.1 55.9 22.0 27.2 33.3 0.9 0.3 

③小中保護者 1,717 62.5 16.0 17.8 55.8 55.6 20.2 26.2 33.4 1.0 0.3 

⑦教振・運協・コミ 315 57.1 8.6 20.6 51.1 57.5 32.1 32.4 32.7 0.6 0.3 

  



 108 

（４）地域の教育力 

保護者や地域の人に協力してほしいこと 

問 あなたが、保護者や地域住民に協力してほしいと思うことはどんなことですか。 

（○は３つまで） 

【⑤小中教員：問９、⑥幼保こ教員保育士：問６】 

保護者や地域住民に協力してほしいと思うことは「⑤小中教員」では、「非行防止や生徒指導への協

力」の割合が 50.3％と最も高く、次いで「学校行事等への参加、協力」の割合が 38.1％、「児童生徒の

登下校の見守り活動」の割合が 35.2％となっています。 

⑥幼保こ教員保育士では、「園の運営・保育方針への理解」の割合が 57.3％と最も高く、次いで「行

事等への参加、協力」の割合が 41.2％、「保育体験等への参加」の割合が 32.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 352 ％

非行防止や生徒指導への協

力

学校行事等への参加、協力

児童生徒の登下校の見守り

活動

部活動の指導や協力

自然災害時の児童生徒の安

全への協力

ＰＴＡ・保護者会などの活

動

地域防犯活動への協力

授業の補助や放課後指導の

充実

読書活動の支援や読み聞か

せ

校内美化活動などの環境整

備

授業参観等への参加

特にない

その他

無回答

50.3

38.1

35.2

27.0

26.4

25.3

16.8

12.5

9.9

9.7

7.1

2.3

2.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 262 ％

園の運営・保育方針への理

解

行事等への参加、協力

保育体験等への参加

園児の登下校の見守り活動

防犯活動への協力

ＰＴＡ・保護者会などの活

動

特にない

その他

無回答

57.3

41.2

32.1

31.3

30.9

14.5

7.3

1.9

1.5

0 20 40 60 80 100

【⑤小中教員：問９】 【⑥幼保こ教員保育士：問６】 
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（５）その他 

小学校への接続に必要なこと 

問 就学前教育と小学校教育との円滑な接続について、重要と感じることは何ですか。 

（○は３つまで） 

【④幼保こ保護者：問７、⑥幼保こ教員保育士：問４】 

就学前教育と小学校教育との円滑な接続について重要と感じることは、「幼稚園・保育園・こども園

からの小学校への引継ぎや情報交換」が一番多く、次いで「園児の小学校への体験入学」、「園の先生

と小学校の先生が互いの保育・教育について理解しあうこと」が多くなっています。全体の傾向と比較

すると、「園児の小学校への体験入学」、「同じ小学校区の園児の交流」との回答は「④幼保こ保護者」

で多く、「小学校の先生による園の保育参観」、「小学校の先生から保護者への学校生活についての講話」、

「園の先生と小学校の先生が互いの保育・教育について理解しあうこと」、「園の先生と小学校の先生が

集まる合同会議や研究の充実」、「行政（市役所）の連携担当職員の充実」との回答は⑥幼保こ教員保育

士で多くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

園
児
と
小
学
生
と
の
交
流
の
内
容
や
回
数 

園
児
の
小
学
校
へ
の
体
験
入
学 

園
の
先
生
に
よ
る
小
学
校
の
授
業
参
観 

小
学
校
の
先
生
に
よ
る
園
の
保
育
参
観 

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
か
ら
の
小
学

校
へ
の
引
継
ぎ
や
情
報
交
換 

保
護
者
に
よ
る
小
学
校
へ
の
入
学
前
の
授

業
参
観 

小
学
校
の
先
生
か
ら
保
護
者
へ
の
学
校
生

活
に
つ
い
て
の
講
話 

同
じ
小
学
校
区
の
園
児
の
交
流 

園
の
先
生
と
小
学
校
の
先
生
が
互
い
の
保

育
・
教
育
に
つ
い
て
理
解
し
あ
う
こ
と 

園
の
先
生
と
小
学
校
の
先
生
が
集
ま
る
合

同
会
議
や
研
究
の
充
実 

行
政
（
市
役
所
）
の
連
携
担
当
職
員
の
充
実 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 479 32.4 40.9 7.1 27.8 61.2 10.2 19.8 24.4 35.5 5.0 2.7 0.6 0.4 0.2 

④幼保こ保護者 217 31.8 54.4 5.5 14.7 62.2 7.8 15.7 36.9 24.9 － － 0.5 0.9 － 

⑥幼保こ教員保育士 262 32.8 29.8 8.4 38.5 60.3 12.2 23.3 14.1 44.3 9.2 5.0 0.8 － 0.4 

 

※④幼保こ保護者では、「園児と小学生との交流の内容や回数」が「幼児・児童の交流活動」、「園の先生による小学校の授

業参観」が「保育士・幼稚園教諭による小学校の授業参観」となっており、「園の先生と小学校の先生が集まる合同会議や研

究の充実」「行政（市役所）の連携担当職員の充実」の選択肢はありませんでした。 
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中学校への接続に必要なこと 

問 中学校へのスムーズな接続のために必要と感じる（感じた）ことは何ですか。 

（○は３つまで） 

【③小中保護者：問７、⑤小中教員：問 11】 

中学校へのスムーズな接続のために必要と感じる（感じた）ことは、「小学校の教員と中学校の教員

との情報交換や引継ぎ」が一番多く、次いで「小学校の児童による中学校の見学」、「小学校の児童・

中学校の生徒の交流活動」が多くなっています。全体の傾向と比較すると、「小学校の児童・中学校の

生徒の交流活動（学習活動やクラブ活動）」との回答が、「③小中保護者」で多く、「中学校の教員によ

る小学校の授業参観」、「小学校の教員と中学校の教員との情報交換や引継ぎ」との回答が「⑤小中教

員」で多くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

小
学
校
の
児
童
・
中
学
校
の
生
徒
の
交

流
活
動
（
学
習
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
） 

同
じ
中
学
校
区
の
児
童
の
交
流 

中
学
校
の
教
員
に
よ
る
小
学
校
の
授

業
参
観 

小
学
校
の
教
員
に
よ
る
児
童
へ
の
中

学
校
進
学
に
つ
い
て
の
事
前
指
導 

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
中
学
校
の
見

学 小
学
校
の
教
員
と
中
学
校
の
教
員
と

の
情
報
交
換
や
引
継
ぎ 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 2,069 42.1 19.3 17.3 31.2 55.1 68.6 1.5 3.1 0.7 

③小中保護者 1,717 43.2 19.9 13.1 31.6 55.4 65.8 1.5 3.6 0.8 

⑤小中教員 352 36.6 16.5 37.5 29.3 53.7 82.7 1.4 0.6 0.3 

 

 

情報源 

問 あなたは、花巻市の教育や子育てに関する情報を何から得ていますか。（○は３つまで） 

【③小中保護者：問１、④幼保こ保護者：問１】 

市の教育や子育てに関する情報源については、「学校、ＰＴＡ等からのお知らせ」が一番多く、次い

で「市の広報誌」が多くなっています。全体の傾向と比較すると、「学校、ＰＴＡ等からのお知らせ」

との回答は「③小中保護者」で多く、「学校の先生」、「市の広報誌」との回答は「④幼保こ保護者」で

多くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

家
族 

友
人
・
知
人 

学
校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
等
の
先
生 

市
の
広
報
誌 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

学
校
、
園
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
の
お
知

ら
せ 

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

新
聞
・
雑
誌 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,934 20.5 30.9 19.1 54.0 19.3 67.3 3.1 2.7 2.5 10.3 4.4 0.5 0.1 

③小中保護者 1,717 20.4 30.9 15.5 53.2 19.4 69.8 3.3 2.9 2.7 9.9 4.4 0.5 0.1 

④幼保こ保護者 217 21.2 31.3 47.9 60.4 18.9 47.5 1.4 0.9 0.9 13.8 4.6 － － 
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Ⅳ 自由意見 

⑦教育振興運動推進協議会・学校運営協議会・コミュニティ会議 問 10 

 

分類回答 件数 

１．子どもの教育に関する講演等の取組 19 

２．子どもの心や体の成長を促す取組 30 

３．子どもの学力向上に関する取組 10 

４．体験学習等の取組 37 

５．このアンケートについて １ 

６．その他 13 

 

【分類別の主な意見】 

１ 子どもの教育に関する講演等の取組 

 外部講師の活用による学校教育活動の充実、活性化。 

 キャリア教育に関連する講師を招いた事業。 

 ３世代交流事業、自主学習支援事業、ふれあい学級（大人対象）講座の開設。 

 いろいろな職業の方やスポーツ選手、文化人等に話をしていただく。子ども達に夢や希望を。

企業、工場、公共施設等を見学、仕事に対する興味をもってもらう。 

 地域の先人を学び、外部講師による講演及びバス移動による研修等を行っている。郷土芸能等

も伝承を行っている。 

 

２ 子どもの心や体の成長を促す取組 

 農村部の地域計画の具現化に向けた地域コミュニティー協議会の役割の発揮。市、総合支所を

区域とした意図的な社会教育の実践。目的と目標を明確にしたグループサークル活動。地域に

役立つ人材養成の為の県内外への研修会への派遣。 

 子ども達（特に中学生）のクラブ活動が人数も少なくなっていたり、クラブに加入しなかった

りで、父母会の負担になっているのではないか。一つに絞らず、色々を経験すれば大人（老人）

になっても楽しんでいけるのではないか。 

 スポーツや趣味を楽しむ活動。運動や文化の部活動支援。 

 地域活動（お祭り、スポーツ大会など）で、子どもたちに役割りをあたえ参加してもらう。 

 家族以外のお年寄りや地域の方達との交流を通じて、思いやりや優しい心を育んで行けたらと

願います。 
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３ 子どもの学力向上に関する取組 

 教育文化部で毎年ゆもとの人物伝、自然芸能等々の小冊子を発行し、小学校・中学校に配布し

ている。ちなみに令和７年は「ゆもとの祭り」を発行し、小学生に全員配布する予定。 

 仕事でプログラミングを用いてデータ解析、機械学習、ＡＩ判定などを行っているので小・中

学生に教える事は可能でした。 

 古典文化の伝承・・・百人一首、俳句カルタの普及（11月～１月）。 

 「教育実践活動推進大会」の開催。・重点地区を指定し、実践内容の発表を共有し、各地区の

活動に活している。 

 読書活動。 

 

４ 体験学習等の取組 

 もの作りを通しての世代間交流。 

 高校生向け→企業としての出前授業の実施。小・中→インターンシップ、企業見学の機会増加。

専門・大生→会社見学の随時受入。 

 郷土芸能の伝承。地域交流。 

 今まで中止してきた地区行事を再開し、子どもたちに交流や体験の機会を増やしていること。 

 子どもたちで育てたさつまいもを販売するところまで体験、実施。郷土芸能の子どもへの伝承

を継続。 

 

５ このアンケートについて 

 生涯学習活動の現状の具体的な取り組みがわからない。高齢者のひとりであり、一部の回答に

無理があったような気がします。 

 

６ その他 

 地域住民の高齢化、子ども数の減少で活動する事が難しい状況です。活動する単位の見直しや

他地区との連携が必要になるかと思います。 

 広報以外で活動の宣伝。ホームページ等での活動紹介。 

 衰退しつつある各校のＰＴＡ活動を復活させ、先生＆親で平和な小学校を取り戻したいです（中学

校は割と平和なようなので）。郷土芸能、地域学習等々はその後だと考えます。 

 まつりを通して、地域住民が集まり声をかけ合う、協力すること。今まである行事何かを機会に集

まることが大切だと思う。特に花巻市は各地域でまつりがある。もっと発信し予算をつけ、地域を

もりあげていく必要がある。旧花巻市だけもりあがっても意味がない。 

 中学校の部活動の地域移行について、地元のスポーツ少年団との連携がよく分からない。情報も問

い合わせもない。スポ少がどう動けば良いのか情報が必要なのでは。 
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⑨芸術協会 問５ 具体的に困っていること 

 

分類回答 件数 

１．活動費用について 10 

２．活動の場について ６ 

３．活動の担い手について ７ 

４．活動の参加者について 11 

５．その他 ４ 

 

【分類別の主な意見】 

１ 活動費用について 

 成果を発表するとき、費用がかかる。 

 学生等育成に力を入れたいが（書道大会や芸術祭に展示するための表装費用）負担が大きい。

助成金があれば、積極的に活動できると思う。 

 ホームページを作成したいが、費用や準備等作成者の人選など、なかなかむずかしい。 

 主な活動がプロの演劇やパフォーマンスなどの生の舞台を観鑑することだが、劇団を呼ぶのに

費用がかかる。 

 装束や道具類の新調が必要であるも、その修理・新調には多額の費用がかかる。保存会の財源が乏

しく、市当局へ助成申請を行っていきたい。 

 

２ 活動の場について 

 小・中生にもっと文化芸術に触れさせ、体験させ、発表の場を企画してもいろいろな事情で協力

的体制がむずかしい。 

 活動場所が少ない。活動場所に団体の備品等の保管が出来ず、活動の毎持参するのが大変。有

償でも利用したい。 

 現在、会員との練習は自宅（週２回）、花北振興センター（週２回）です。以前は「市民の家」

を使用しておりました。最近は使える施設が減りました。 

 後継者を育てたいのですが、若手の育成をする為には、関心を持って体験の機会があれば良い

と思います。芸術や文化の魅力を伝える手段が不足していることや、体験の場が少ないので少

しでも広がりを望みます。 

 芸術文化活動の発表の場が少ない。適当なホールがない。 

 

３ 活動の担い手について 

 習い事する（若い方）方が、今は少なくなってます。昔は習い事は若い内にするものと思って

過ごしました。いろんな情報を発信して、興味を持って頂く事が一番かな？と思います。 
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 月刊川柳「はなまき」を会員の会費で発行している。新規加入者が少ないことと、会員の高齢

化のため、今後の継続がむずかしくなっている。 

 会員会主として個人的に動いているが、会長や事務局のなり手がいない。 

 新たな会員の確保（後継者）が難しい。コロナ等で福祉施設（老人ホーム等）への訪問活動が

ストップしてしまった。その内会員も次々とやめてしまいました。 

 後継者不足。 

 

４ 活動の参加者について 

 仲々、若い人の入会が少ない。 

 メンバーの高齢化が進む一方、新たな会員の加入がない。 

 高齢者が多いため、展示会など重い物が運べない。若い人がなかなか入会してこないので、展

示がむずかしい。 

 会員が高齢化しており、集会しても参加率が悪い。 

 昔と違って現在は座中が会社勤めが多く、特に平日の行事、公演などは人員の確保がむずかし

い。 

 

５ その他 

 芸文協様には、発表会等で大変お世話になっております。 

 写真展示用のボードの運搬が大変。 

 裂き織り用の機会を倉庫から出す時、引き戸をはずさなければ出し入れ出来ないのが大変です。 

 人生 100年時代の生き方、並びに生涯学習はいかにあるべきか。定年 70才時代の趣味悠々の

人生のあり方はいかに。かつてＮＨＫの鈴木健二アナウンサーの講演の中で、60 才定年後を

豊かに生きる方法として、40 代頃から趣味の一つ位持つべきとの話で傾聴した記憶がありま

す。 

 

  



 115

⑨芸術協会 問５ 改善のために市に望むこと 

 

分類回答 件数 

１．活動場所に関すること ３ 

２．活動費用に関すること ７ 

３．イベント等の開催に関すること ６ 

４．情報発信に関すること 10 

５．その他 ７ 

 

【分類別の主な意見】 

１ 活動場所に関すること 

 今は文化会館を利用しているけど、展示場が大きすぎる為、もう少し小部屋でもよいからそん

な会場を欲しい。 

 両開きの扉になったらうれしいです。 

 花巻市の中心地に生涯学習の発表できる中ホール（300席ぐらい）がほしい。 

 

２ 活動費用に関すること 

 ナハンプラザのようなところを、無料でかりることができれば良いなと思います。 

 運営費用は会費を徴収し運営しているが、指導者に支払える何がしらの援助がほしい。 

 申請が簡単な補助金。 

 祭り、イベントなどの出演料を上げてほしい。 

 運営のための助成金があるとありがたい。 

 

３ イベント等の開催に関すること 

 指導者の新しい成果がみえない。市との関係、つながりが一方的なのでは。新しい目標が定ま

っていない。 

 既存振興センターは、地域文化振興に資する取り組みが極めて重要と考えるが、遠い地域にバ

スを出すなどの学習会をして、地元の文化に目を配っていないと感じる。文化財課による、そ

の地域の文化的価値の研鑽・学習会などをしてはどうでしょうか。 

 市内（市外も）の企業やさまざまな職場に対して、芸能団体員に対して平日でも活動できる様

な体制を推進していただきたい。又、活動はほとんどボランティアになっており、定期的に市

から協力金があれば良い。 
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 生涯学習会館や地域の振興センターで講習会や体験イベントの機会があれば、広くその魅力を

伝えることができます。昨年花巻市文化会館で岩手県が主催の「芸術体験フェスタｉｎイース

トーヴ」を開催していただいた折、舞台発表には 1300名、翌日の体験イベントにも 1200名以

上の親子づれも含めて大勢の方が体験してくださいました。毎年全県下にこのイベントが１ヵ

所ずつ開催されておりますが、その後その地域で小規模ながら開催を続けている県北地域等も

あり、成果が上がっています。市の助成をいただき、体験の機会を増やしていただけたらと思

います。指導に当たれる人材も花巻市にもあり、岩手県芸術文化協会からも可能です。 

 石鳥谷の図書館で写真の展示をする時に、ボードと鉄製の足をコミュニティーから借りて行か

なければならないので、10枚位ボードを準備してほしい。運ぶのが大変です。 

 

４ 情報発信に関すること 

 どこでどんな活動をしているか？広報とかに取り上げられても？と思います。 

 広報等での活動の紹介。 

 活動内容を何かの手立てで情報発信してほしい。 

 団体ＰＲの記事、紹介を広報ｏｒ人が沢山集まる機会に各団体から話してもらう。 

 団体の活動を知ってもらい興味を持ってもらうため、常時活動の様子を知らせるチャンネルが

ほしい（詩吟というものの認知度やむづかしいものという思い込みなどにより、受け入れられ

にくいので、子どもの頃から文芸などが自然に身につくような機会を与えられればと思います）。 

 

５ その他 

 各団体で共用できる備品等があれば良い。有償でも可。 

 「市民の家」については、市長さんをはじめいろんな人の意見をききながら進めているとは存

じますが、結論は出ていないようです。早く決めて欲しい。 

 各団体毎に問題があると思いますが、今伝統文化（日本舞踊、お茶、お花）の継承がきびしい

状況になっていることにご支援頂きたいと思います。 

 地域外からの応援。 

 各団体で共用できる備品等があれば良い。有償でも可。 

 公共交通への支援。 
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Ⅴ 調査結果まとめ 

（１）学校教育 

大人になった時に必要になる力について                  小学生 中学生 

〇誰かの役に立つ力や表現力を重視、小学生は挑戦する力、中学生は判断力を重視することに特徴 

・小学生調査では、「誰かのために役に立つことができる力」の割合が 53.7％と最も高く、次いで「難

しいことでもあきらめず、挑戦できる力」の割合が 41.4％、「自分で思っていることや感じているこ

とを伝えることができる力」の割合が 38.8％となっています。 

・中学生調査では、「物事の善悪をきちんと判断できる力」の割合が 55.0％と最も高く、次いで「自分

で思っていることや感じていることを表現し、伝えることができる力」の割合が 46.1％、「誰かのた

めに役に立つことができる力」の割合が 45.0％となっています。 

・大人になった時に必要になる力として、小・中学生ともに、誰かの役に立つ力や表現力が重要だと考

えられており、さらに小学生では挑戦する力が、中学生では判断力が重要だと考えられています。 

 

これからの子どもたちに必要な資質・能力について 
 小中保護者 小中教員 幼保こ保護者 幼保こ保育士等 教振・コミ等 スポーツ協会 芸術協会 文化財 

〇表現力や協調性を重視、小中教員は学力を、小中保護者は社会変化への対応力を重視することに特徴 

 ・小・中学生保護者調査では「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」が 71.4％と最も高く、次

いで「社会の変化に対応できる力」の割合が 44．0％、「人と協調し、ものごとを進める力」の割合が 42.2％

となっています。 

・小中教員調査では、「自分の思いを表現したり、人と対話したりする力」が 69.6％と最も高く、次いで「人

と協調し、ものごとを進める力」の割合が 51.1％、「基本的・基礎的な学力」が 51.1％となっています。 

・幼稚園・保育園・認定こども園の園児保護者調査や教職員保育士調査、教育振興運動推進協議会・学校運

営協議会・コミュニティ会議調査などでも、これからの子どもに特に必要な資質・能力として「自分の思

いを表現したり、人と対話したりする力」の割合が最も高くなっています。 

 

学校生活に関する満足度について                      小学生 中学生 

〇「友達との関係」や「学校行事」についての満足度が高い 

 ・小学生調査では、「友達との関係」について、「とても満足している」「やや満足している」をあわせ

た“満足している”の割合が 92.7％、「学校の行事」について“満足している”の割合が 92.9％とな

っています。一方で、「授業」について“満足している”の割合が 85.8％、「校舎や教室のきれいさ」

について“満足している”の割合が 83.0％となっており、前者に比べると低くなっています。 

 ・中学生調査では、「友達との関係」について、“満足している”の割合が 93.3％、「学校の行事」につ

いて“満足している”の割合が 92.6％となっています。一方で、「授業」について“満足している”

の割合は 88.8％、「学校のきまりやルール」について“満足している”の割合が 81.5％、「校舎や教

室のきれいさ」について“満足している”の割合が 82.3％となっており、前者に比べると低くなっ

ています。 
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学校や先生にしてほしいことについて                    小学生 中学生 

〇授業をもっと楽しくしてほしいが最も高く、タブレットのさらなる活用を求める回答も 

・小学生調査では、「授業をもっと楽しくしてほしい」の割合が 53.3％と最も高く、次いで「宿題をも

っと少なくしてほしい」の割合が 51.1％、「パソコンや学習用タブレットをもっと使ってほしい」の

割合が 40.6％となっています。 

・中学生調査では、「授業をもっと楽しくしてほしい」の割合が 64.0％と最も高く、次いで「宿題をも

っと少なくしてほしい」の割合が 40.7％、「パソコンや学習用タブレットをもっと使ってほしい」の

割合が 30.5％となっています。 

・小学生、中学生ともに同様の傾向となっており、「授業をもっと楽しくしてほしい」の割合が最も高

くなっていることから、授業方法、内容についての要望が高まっています。 

 

勉強が理解できる学び方について                      小学生 中学生 

〇体験型の授業や児童生徒同士のコミュニケーションをとることにより理解が深まると考えている 

・小学生調査では、「実験や観察、校外学習など、実際に見たり、聞いたり、触ったりして体験する授

業」の割合が 58.4％と最も高く、次いで「グル－プで話し合ったり、グル－プで作品をつくったり

する学習」の割合が 55.3％、「タブレットやパソコンなどを自分で考え使える学習」の割合が 41.0％

となっています。 

・中学生調査では、「実験や観察、校外学習など、実際に見たり、聞いたり、触ったりして体験する授

業」の割合が 61.6％と最も高く、次いで「グループで話し合ったり、グループで作品をつくったり

する学習」の割合が 55.0％、「自分で学習の計画を立て、自分で決めた方法で調べたり、考えたりす

る学習」の割合が 34.3％となっています。 

・小学生、中学生ともに「実験や観察、校外学習など、実際に見たり、聞いたり、触ったりして体験す

る授業」「グル－プで話し合ったり、グル－プで作品をつくったりする学習」の割合が高くなってお

り、体験型の授業や児童生徒同士でコミュニケーションをとることにより理解が深まると考えられ

ています。 

 

どのような学校に魅力を感じるかについて                  小学生 中学生 

 〇わかりやすい授業を受けることができる学校や友人関係の良好な学校に魅力を感じている 

・小学生調査では、「わかりやすい授業や楽しい授業を受けることができる学校」の割合が 54.9％と最

も高く、次いで「いじめや差別のない学校」の割合が 53.0％、「友達や仲間と何でも分かり合える関

係がつくれる学校」の割合が 48.6％となっています。 

・中学生調査では、「わかりやすい授業や楽しい授業を受けることができる学校」の割合が 56.6％と最

も高く、次いで「友達や仲間と何でも分かり合える関係がつくれる学校」の割合が 48.4％、「いじめ

や差別のない学校」の割合が 37.5％となっています。 

・小学生、中学生ともに同様の傾向となっており、いじめや差別がなく、友人関係の良好な学校に魅力

を感じることが伺えます。 
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こどもが通う学校（園）に望むことについて             小中保護者 幼保こ保護者  

〇保護者は学校や園との情報共有や意思疎通を重要視 

・小・中学生保護者調査では、「子どもの学校での様子を保護者に伝える」の割合が 73.1％と最も高く、

次いで「保護者が気軽に質問したり相談したりできるようにする」の割合が 54.3％、「子育てに役立

つ情報を提供する」の割合が 25.4％となっています。 

・幼稚園・保育園・認定こども園児保護者調査では「子どもの園での様子を保護者に伝えること」の割

合が 86.6％と最も高く、次いで「保護者が気軽に質問したり相談したりできるようにすること」の

割合が 49.8％、「園の教育・保育方針を保護者に伝えること」の割合が 28.1％となっています。 

・小・中学生保護者、幼稚園・保育園・認定こども園児保護者ともに「子どもの園での様子を保護者に

伝えること」、「保護者が気軽に質問したり相談したりできるようにする」の割合が高くなっているこ

とから、学校、園との情報共有や意思疎通が重要視されています。 

 

保育園等の園児保護者が小学校生活において不安に思うことについて       幼保こ保護者  

〇先生や友達との関係構築について不安に思う保護者が多い 

・幼稚園・保育園・認定こども園児保護者調査では、小学校生活についての不安について「困ったとき

に助けを求めることができるかなど、先生と子どもの関係構築について」の割合が 65.4％と最も高

く、次いで「一緒に遊んだり助け合ったりすることができるかなど、子どもと友人の関係構築につい

て」の割合が 50.2％、「授業内容を理解できるかなど、子どもの学力について」の割合が 35.9％とな

っています。 

・学力面に加え、友達や先生との関係についても不安と感じており、学校での情報共有など家庭と学校

とで意思疎通を図っていくことが大切です。 

 

各教科の学習活動以外に重点的に取り組むべきことについて            小中教員  

〇小中教員は「コニュニケーション能力の育成」が最も多く、次いでキャリア教育や情報教育の充実 

・小・中学校教職員調査では、「コミュニケーション能力の育成」の割合が 62.5％と最も高く、次いで

「キャリア教育の充実」の割合が 38.4％、「情報教育や ICT 活用能力向上に向けた指導」の割合が

34.7％となっています。 

・このことから、コミュニケーション能力やキャリア教育など、子どもたちの将来を見据えた教育が重

要と考えられています。 

 

今後学校が特に重点的に取り組むべきものについて                小中保護者  

 〇小中保護者は「コミュニケーション能力の育成」が最も高い 

・小中学生保護者調査者では、「コミュニケーション能力の育成」の割合が 60.1％と最も高く、次いで

「学力の向上」の割合が 43.9％、「礼儀の習得やルールの遵守」の割合が 30.2％となっています。 

 

 



 120 

（２）社会教育 

生涯学習をもっと盛んにしていくために大切なことについて 
小中保護者 小中教員 幼保こ保護者 幼保こ保育士等 教振・コミ等 スポーツ協会 芸術協会 文化財 

 〇「施設の充実」や「講座内容の充実」が多く、「自主的な活動支援」や「指導者を増やす」も 

・教育振興運動推進協議会・学校運営協議会・コミュニティ会議調査では、「地域やコミュニティで行

う講座の内容や教室を充実させる」の割合が 41.0％と最も高く、次いで「団体などの自主的な活動

を支援する」の割合が 37.1％、「専門職員やそれらのリーダー、指導者となる人を増やす」の割合が

29.2％となっています。 

・スポーツ（体育）協会調査では、「団体などの自主的な活動を支援する」の割合が 50.6％と最も高く、

次いで「地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を充実させる」、「生涯学習事業を推進する公共

の施設を充実させる」の割合が 31.6％となっています。 

・芸術協会調査では、「団体などの自主的な活動を支援する」の割合が 50.7％と最も高く、次いで「地

域やコミュニティで行う講座の内容を充実させる」の割合が 34.7％、「市の講座の内容を充実させる」

の割合が 24.0％となっています。 

・指定文化財調査では、「地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を充実させる」の割合が 33.0％

と最も高く、次いで「幅広い世代の学びなおしを推進する」の割合が 26.6％、「団体などの自主的な

活動を支援する」の割合が 23.4％となっています。 

・小・中学生保護者調査や幼稚園・保育園・認定こども園児保護者調査では、「生涯学習事業を推進す

る公共の施設を充実させる」、「地域やコミュニティで行う講座の内容や教室を充実させる」の割合が

高くなっており、次いで小・中学生保護者は「オンライン学習を充実させる」の割合が、幼稚園・保

育園・認定こども園児保護者は「幅広い世代の学びなおしを推進する」の割合が高くなっています。 

・小・中学校教職員調査や幼稚園・保育園・認定こども園教職員保育士調査では、「専門職員やそれら

のリーダー、指導者となる人を増やす」の割合が最も高くなっており、次いで「地域やコミュニティ

で行う講座の内容や教室を充実させる」、「市の講座の内容や教室を充実させる」の割合が高くなって

います。 

・共通して、「生涯学習事業を推進する公共の施設を充実させる」「地域やコミュニティで行う講座の内

容や教室を充実させる」の割合が高くなっており、生涯学習の活性化にあたり施設の充実と講座内容

の充実が求められています。 

 

充実すべき生涯学習について                        教振・コミ等  

〇仲間づくり型が最も多く、趣味の追求型や課題解決支援型が続く 

・教育振興運動推進協議会・学校運営協議会・コミュニティ会議調査では、「共通の体験等を通して仲

間づくりを行うための生涯学習」の割合が 22.5％と最も高く、次いで「趣味を追求するなど自分の

感性や視野を広げる生涯学習」の割合が 16.8％、「地域の課題解決を支援する生涯学習」の割合が

16.5％となっています。 

このことから、仲間づくりや趣味の追求など自身の視野を広げる活動に関心がもたれています。 
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スポーツの推進について重要なことについて 
小中保護者 小中教員 幼保こ保護者 幼保こ保育士等 教振・コミ等 スポーツ協会 芸術協会  

〇地域のスポーツ活動の普及や継続、各世代にあったスポーツの普及が重要との回答が多い 

・スポーツ（体育）協会調査では、「地域のスポーツ活動の普及」、「スポーツ団体等の活動継続」の割

合が 31.6％と最も高く、次いで「スポーツ指導者の育成」、「スポーツイベント・スポーツ大会の開

催」の割合が 29.1％となっています。 

・幼稚園・保育園・認定こども園児保護者や保育士、小・中学生保護者、小・中学校教職員調査では、

「各世代にあったスポーツの普及」の割合が高くなっています。 

・小・中学校教員については、「スポーツ指導者の育成」、「中学校の部活動の地域連携・地域移行の実

施」の割合が他の対象に比べて高くなっているほか、幼稚園・保育園・認定こども園児保護者や保育

士については、「幼児期の子どもへのスポーツの体験」の割合が他の対象に比べて高くなっています。 

 

芸術文化活動の推進について重要なことについて 
小中保護者 小中教員 幼保こ保護者 幼保こ保育士等 教振・コミ等 スポーツ協会 芸術協会 

〇共通して「子どもが文化芸術に触れる機会を増やす」の回答が最も高い 

・芸術協会調査では、「子どもが文化芸術に触れる機会を増やす」の割合が 49.3％と最も高く、次いで

「市民が芸術文化活動に身近に触れる機会を増やす」の割合が 45.3％、「芸術文化活動への体験会や

入門編の開催を増やす」の割合が 37.3％となっています。 

・幼稚園・保育園・認定こども園児保護者や保育士、小・中学生保護者、小・中学校教職員調査でも「子

どもが文化芸術に触れる機会を増やす」の割合が最も高くなっています。 

 

文化財を広く知ってもらうこと、文化財を維持管理していくために必要なことについて 文化財 

〇公演・案内板・展示等での周知が効果的との声が多く、維持管理の費用補助へのニーズも 

・文化財を広く知ってもらうために効果的だと思う取組について、「文化会館大ホールや花巻まつりな

どでの民俗芸能の公演」の割合が 49.4％と最も高く、次いで「文化財を紹介する案内板（看板）の

設置」の割合が 35.6％、「博物館や総合文化財センターでの展示」、「広報はなまき「花巻歴史探訪」

コーナーでの紹介」の割合が 34.5％となっています。 

・また、文化財を維持管理していくために行政に期待する支援について、「修理、防犯、防災等にかか

る補助制度の充実」の割合が 31.9％と最も高く、次いで「維持管理のための職人や資材購入先の紹

介」の割合が 11.7％、「維持管理を代行・支援を行ってくれる団体の情報提供」の割合が 10.6％とな

っています。 
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（３）家庭教育 

家族に学校であったできごとを話すかについて                小学生 中学生 

 〇中学生で若干の減少も、小中学生ともに約７割が家族に学校であったできごとを話している 

・小学生調査では、「毎日話す」「毎日でないが、よく話す」を合わせた"話す"の割合が 71.7％、「あま

り話さない（たまに話す）」「全く話さない」を合わせた"話さない"の割合が 27.3％となっています。 

・中学生調査では、「毎日話す」「毎日でないが、よく話す」を合わせた"話す"の割合が 68.7％、「あま

り話さない（たまに話す）」「全く話さない」を合わせた"話さない"の割合が 30.6％となっています。 

・小学生と比べ中学生で"話す"割合が減少していることから、学年が上がるにつれ家族とのコミュニ

ケーションが少なくなることが考えられます。 

 

子育てにおいて大切にしているものについて 
小中保護者 小中教員 幼保こ保護者 幼保こ保育士等 教振・コミ等 スポーツ協会 芸術協会 文化財 

 〇「子どもの話をよく聞き、家族でコニュニケーションをとること」の割合が最も高い 

・小・中学生保護者調査、小・中学校教職員調査では、「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケー

ションをとること」（保護者 80.0％、教職員 83.0％）の割合が最も高く、次いで「あいさつや早寝早

起きなど基本的生活習慣を身に着けさせること」（保護者 62.4％、教職員 78.1％）、「良いことをした

時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」（保護者 60.9％、教職員 60.2％）の割合が高くな

っています。 

・幼稚園・保育園・認定こども園の園児保護者調査、教職員保育士調査では、「子どもの話をよく聞き、

家族でコミュニケーションをとること」（保護者 72.4％、教職員保育士 82.4％）の割合が最も高く、

次いで「自分自身を大切にしたり、周りの人を思いやったりすること」（保護者 59.9％、教職員保育

士 60.7％）が高くなっています。さらに、保護者では「約束やルールを守ること」の割合が 47.5％、

教職員保育士では「良いことをした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の割合が

43.5％となっています。 

・教育振興運動推進協議会・学校運営協議会・コミュニティ会議調査やスポーツ（体育）協会調査、芸

術協会調査、指定文化財調査では、「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」

の割合が最も高く、次いで「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身に着けさせること」、「良

いことをした時は褒め、悪いことをした時はきちんと叱ること」の割合が高くなっています。 

・共通して、「子どもの話をよく聞き、家族でコミュニケーションをとること」の割合が最も高くなっ

ています。幼稚園・保育園・認定こども園の園児の保護者や教職員保育士が「家族でコニュニケーシ

ョンをとること」の次に「自分自身を大切にしたり、周りの人を思いやったりすること」を回答する

割合が高い一方、小・中学生の保護者、教職員では「あいさつや早寝早起きなど基本的生活習慣を身

に着けさせること」の割合が高くなっており、就学後の意識の変化が考えられます。 

・また、「携帯電話・スマートフォンやＳＮＳの正しい使い方への理解を深めること」の割合が、小・

中学校教職員を中心に比較的高くなっています。 

 

家庭教育について行政に支援を期待することについて         小中保護者 幼保こ保護者  

〇小中保護者は相談窓口の充実等やキャリア教育を重視し、保育園等保護者は親子イベント等を重視 
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・小・中学生保護者調査では、「子どものことについて相談しやすい窓口の周知と充実」の割合が 45.8％

と最も高く、次いで「キャリア教育（進路、職業など）について親子で学べる講座の開催」の割合が

45.7％、「子どもを取り巻く危険性について親子で学べる講座の開催」の割合が 38.6％となっていま

す。 

・幼稚園・保育園・認定こども園児保護者調査では、「親子で様々な活動を体験できるイベントの開催」

の割合が 56.2％と最も高く、次いで「親子で体を動かして遊べるイベントの開催」の割合が 36.9％、

「様々なことを相談しやすい窓口の周知と充実」の割合が 30.0％となっています。 

・小・中学生保護者では、相談窓口の周知と充実に加え、学習面や防犯関係の講座への関心が高くなっ

ています。一方、幼稚園・保育園・認定こども園児保護者では、親子で楽しめるイベント等の要望が

高くなっています。 
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（４）地域の教育力 

地域の大人に望むことについて                       小学生 中学生 

 〇「特に望むことはない」が最も多く、次いで「自分たちの安全を見守ってほしい」が多い 

・小学生調査では、「特に望むことはない」の割合が 37.1％と最も高く、次いで「自分たちの安全を見

守ってほしい」の割合が 31.3％、「参加できる行事を増やしてほしい」の割合が 14.4％となっていま

す。 

・中学生調査では、「特に望むことはない」の割合が 45.1％と最も高く、次いで「自分たちの安全を見

守ってほしい」の割合が 30.2％となっています。 

・小学生、中学生ともに「特に望むことはない」の割合が最も高く、地域の大人への関心が希薄になっ

ていることが伺えます。一方、「自分たちの安全を見守ってほしい」の割合が高くなっていることか

ら、犯罪等に巻き込まれないように地域住民の見守りが大切になります。 

 

地域における子どもへの教育を考えるうえで必要な取り組みについて      教振・コミ等 

〇地域では、「子どもが保護者以外の大人とふれあう機会を増やす」の回答が最も多い 

・教育振興運動推進協議会・学校運営協議会・コミュニティ会議調査では、「子どもが、保護者以外の

大人（近所の人）とふれあう機会を増やす」の割合が 42.9％と最も高く、次いで「郷土芸能や自然

体験学習などを通して子どもたちに地域について学ぶ機会を提供する」の割合が 40.6％、「地域の大

人が、地域の子どもに関心を持ち、ほめたり、注意したりする」の割合が 40.0％となっています。

なお、「防犯活動や環境整備などにより、子どもたちが地域で安心して遊べるようにする」は 33.7％

で５番目に多い回答となっています。 

 

学校教育を推進するうえで保護者や地域住民に協力してほしいことについて 
                小中教員 幼保こ保育士等 

〇小中教員は「非行防止や生徒指導への協力」、保育士等は「園の運営・保育方針への理解」が多い 

・小・中学校教職員調査では、「非行防止や生徒指導への協力」の割合が 50.3％と最も高く、次いで「学

校行事等への参加、協力」の割合が 38.1％、「児童生徒の登下校の見守り活動」の割合が 35.2％とな

っています。 

・幼稚園・保育園・認定こども園教職員保育士調査では、「園の運営・保育方針への理解」の割合が 57.3％

と最も高く、次いで「行事等への参加、協力」の割合が 41.2％、「保育体験等への参加」の割合が

32.1％となっています。 

・小・中学校教職員、幼稚園・保育園・認定こども園教職員保育士ともに保護者や地域住民に対して、

行事等への参加、協力が望まれています。一方、小・中学校教職員では「非行防止や生徒指導への協

力」「児童生徒の登下校の見守り活動」の割合が高くなっていることから、子どもたちが犯罪に巻き

込まれないよう協力が求められています。 
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（５）その他 

小・中学校へのスムーズな接続のために必要なことについて 
小中保護者 小中教員 幼保こ保護者 幼保こ保育士等  

〇保護者、教員・保育士ともに「情報交換や引継ぎ」が必要との回答が多い 

・小・中学生保護者調査では、「小学校の教員と中学校の教員との情報交換や引継ぎ」の割合が 65.8％

と最も高く、次いで「小学校の児童による中学校の見学」の割合が 55.4％、「小学校の児童・中学校

の生徒の交流活動（学習活動やクラブ活動）」の割合が 43.2％となっています。 

・幼稚園・保育園・認定こども園児保護者調査では、「幼稚園・保育園・こども園からの小学校への引

継ぎや情報交換」の割合が 62.2％と最も高く、次いで「園児の小学校への体験入学」の割合が 54.4％、

「同じ小学校区の園児の交流」の割合が 36.9％となっています。 

・小・中学校教職員調査では、「小学校の教員と中学校の教員との情報交換や引継ぎ」の割合が 82.7％

と最も高く、次いで「小学校の児童による中学校の見学」の割合が 53.7％、「中学校の教員による小

学校の授業参観」の割合が 37.5％となっています。 

・幼稚園・保育園・認定こども園教職員保育士調査では、「幼稚園・保育園・こども園からの小学校へ

の引継ぎや情報交換」の割合が 60.3％と最も高く、次いで「園の先生と小学校の先生が互いの保育・

教育について理解しあうこと」の割合が 44.3％、「小学校の先生による園の保育参観」の割合が 38.5％

となっています。 

・保護者、教員ともに情報交換や引継ぎが必要だと考えられており、保護者と教員、幼稚園・保育園・

認定こども園、小・中学校間での情報共有が重要になります。 

 

花巻市の教育全般における課題と感じることについて         小中教員 幼保こ保育士等  

〇小中教員は「学力の向上」が、保育士等は「基本的な生活習慣の定着」が最も多い 

・小・中学校教職員調査では、教育全般における課題として、「学力の向上」の割合が 50.3％と最も高

く、次いで「教職員の働き方改革や教員不足」が 50.0％、「家庭の教育力の向上」が 29.5％となって

います。 

・幼稚園・保育園・認定こども園教職員保育士調査では、教育全般における課題として、「基本的な生

活習慣の定着」の割合が 33.6％、「幼・保・こ・小・中学校間の連携の強化」が 27.1％、「教職員の

働き方改革や教員不足」が 26.0％、「道徳心や規範意識などの向上」が 25.2％となっています。 

 ・なお、小・中学生の保護者に対して、今後学校が特に重点的に取り組むべきことを聞いた設問では、

「コミュニケーション能力の育成」の 60.1％に次いで「学力の向上」が 43.9％となっており、学力

の向上に関して教職員・保護者ともに課題認識を持っている割合が高くなっています。 
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